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このたびはメルセデス-ベンツをお買い上げいた 
ださ、ありびとラございまず。 

本書は車の取り扱いや手入れ、万一のときの処置 
などの必要事項を説巧しています。 

特に警告、を意、知識など、車を取り扱う上で重 
要なことが記載されています。 

ご使巧前にがずお読みください。 

A 警告 _ 

•事故や命にかかわる重大なけがを未然に防ぐた 
めにおず守つていただをたいこと。_ 


ま意！ 

♦車を取り扱ラ上でけびや車の損傷を未然に防ぐ 
ために必ず巧っていたださたいこと。 


知識 

◊巧つておいていたださたいことや知つていると 
便利なこと。 


◊オプション装備や仕様により異なる装備には*印 
び付いています。 

◊車の仕様変更などにより、取扱説明書の巧容び 
車と一致しない場合びございますのでご了承くだ 
さい。 

◊点検整備については、別冊の r 整備手帳」をお読 
みください。 

◊オーディオについては、別冊の取扱説明書をお 
読み < ださい。 

〇「取扱説明書」「整備手帳」は車の中に保管して 
<ださい。 

◊車をお譲りになるときは、次のオーナーのため 
に「取扱説明書」「整備手帳」を車に付けてお渡 
しください。 

◊ごホ巧な点は、お買い上げの販売店または指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

9 ダイムラー-クライスラー社は、資源を有効利用 
ずるため、 U サイクル部品を積極的に導入して 
います。 


タイムラー-クライスラー曰本巧ぶを社 
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を全ドライブのために 

車を安全にお使いいただき、思わめ事故をおかない 
ために、必ず於下の注意事項を守ってください。 


出かける前には 


◊日常点検や定期点検はお客様の責任で実施して 
いただ <ことび法律で義務づけられています。 
点検項目については別冊の「整備手帳」をご覧 
ください。 

普段と 違う ときは 

◊普段と違ラ音や臭いびずるとをや、車を停めて 
いた場所に水やオイルの跡び残っているとさな 
どは、指定サービスエ場で早めに点検を受けて 
ください。 

タイヤの空気圧を点検ずる 

◊タイヤの空気圧び適正であることを点検してく 
ださい。空気圧び低いまま走行すると、タイヤ 
びバースト(破裂)ずるなどして思わめ事故につな 
がるおそれびありまず。また、タイヤに損傷び 
ないことを確認してください。 

シートベルトは必ず 着 巧 

◊シートベルトは必ず着用してください。シート 
ベルトの正しい着用ち法については32ページを 
ご覧ください。 


運転席の足元にミち意 

◊運乾席の足元には、ものを置かないでください。 
ブレーキ ペタルやアクセルペダルの下に入り、ぺ 
ダルを操作でをな<なるおそれびあります。 

車庫内では 

◊車庫などの換気の悪い場所ではエンジンをかけ 
たままにしないでください。排気ガスに含まれ 
ている一酸化炭素を吸い込むと、中毒や死に至 
るおそれびあります。 

燃料を給油ずるとを 

◊燃料は必ず無鉛プレミアムガソリンを使用して 
ください。ち鉛ガソリンや粗悪ガソリンを使用 
すると、エンジンなどを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

◊燃料は、目的地まで余裕をもって走巧できる量 
び入っていることを確認してください。 

荷物を積むときは 

◊荷物はできるだけラゲッジルームに積んでくだ 
ごし、。 

◊車内に荷物を積むときは正しく積んで固定して 
ください。不用意に荷物を積むと、荷物が放り 
出され索員にけびをさせるおそれがあります。 

可燃物は積まないで 

◊燃料を入れた容器やスプレー吿などを積まない 
でください。引乂や爆発のおそれがありまず。 
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を全ドライブのために 


子供を乗せるとさは 


シートベルトをおず着用 

◊シートやへッドレストが正しい位置に調整して 
あり、シートベルトを正しく着巧していること 
を確認してください。 

◊走行中は、幼児やモ供を抱いたり、ひざの上に 
乗はないでください。子供び大人と車の間に挟 
まれてけがをするおそれびあります。 

子供にはチャイルドセーフテイシートを 

◊シートベルトび正しく着用できない子供には、 
必ず純正のチャイルドセーフティシートを使巧し 
てください。詳しくは37ページをご覽くださし、。 

◊日歳未満の子供にはチャイルドおーフティシートを 
着用させることび法律で義務づけられています。 
6歳な上の子供でを、シートベルトび正しく着用 
でさないとさは、チャイルドたーフテイシートを 
着用させて < ださい。 

◊チャイルドセーフティシートはリアシートに取 
り付けてください。やむをえず助手席シート 
に取り付けるとさは前向さに取り付けシート 
を最後部にしてください。 


子供は U アシートに座5せる 

◊子巧は U アシートに秉せるちが安全でず。助手席 
では子供の動作び気になったり、モ供び運藍装置 
などにさねり運転の妨げになることびあります。 

◊テ供びインストルメントパネルに手をついたり、 
正しい姿寶で座っていないと、エアバッグび作 
動したときに強い衝擊を受けるおそれびあり危 
険でず。 

子供には操作させないで 

◊ドアやウインドウの開閉は大人び行なってくだ 
ごい。手や頭などを挟むおそれびあります。 

，富やルーフか5顔や手を出さない 

◊パワーウインドウのセーフティスイッチ (57 ぺ一 
ジ)や、 U アドア*のチャイルドプルーフ□ック 
(己6ページ)を使用してくださし、。 

◊ウインドウか5手や頭を出さないでください。 
車がの物に当たったり、急ブレーキ時にけびを 
するおそれびあります。 

車か6離れるときは 

◊子供だけを車内に残して車から離れないでくだ 
さい。誤って装置を作動させたりして、けびを 
するおそれびあ0ます。また、が天下では車内 
び非常に高温になり、火傷や脱水症状を起こす 
おそれびあります。 


* 仕様などにより皆備が異なります [13] 







を全ドライブのために 


走行^ずるとをは 


◊車間距離を十分に取り、不要な急発進や急加速、 
急ブレーキを避けてください。 

横風が強いとをは 

◊横風び強く、車び横方向に流されそうなときは、 
ステア U ングをしっかりと握り、速度を下げて 
進路を保ってください。 

トンネルに進入ずるとき 

◊トンネルに進入するときは、ライトを点巧し、 
速度を下げてください。照日月の悪いトンネルで 
は、進入直後、急に視界び悪<なることびあ0 
ます。トンネルを出た後はライトの消し忘れに 
注意してください。 

エンジンブレーキの適時使用 

◊長い下り坂ではエンジンブレーキを併用してく 
ださい。ブレーキペダルを踏みつづけると、ブ 
レーキび過熱して効をび悪<なるおそれびあり 
まず。 


滑りやずい路面 

◊滑りやすい路面では、シフトダウンによる急激 
なエンジンブレーキを使用しないでください。 
車びコント□ールを失ラおそれびあります。 

水たまり走行後は 

◊洗車後や水たまり走行後は、ブレーキの効さび 
悪くなることびあります。このとをは、ブレー 
キペダルを数回軽く踏んでブレーキを乾かして 
<ださし、。 

スタック(立ちな生）したとを 

◊スタックから脱出するときは周囲の安全を十分 
に確認してください。脱出直後に車両び突然動さ 
だし、思わめ事故につながるおそれびあ0まず。 

◊タイヤを高速で回転させないでください。タイ 
ヤび破裂したり、異常過熱による火災などの事 
故につなびるおそれびあります。 

◊アクセルを過度に空ぶかししたり、タイヤを空 
乾させないでください。トランスミッションな 
どを損傷するおそれがあります。 

◊スタックからの脱出には、デファレンシャルロッ 
ク （1 己8ベージ)を使用してください。 


◊走行中に自動車電話や携帯電話を使用しないで 
ください。八ンズフリー機能を使用してを、一瞬 
のま意力のゆるみが事故につなびるおそれがあり 
ます。ま全な場所に停車して使用してくださし、。 
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ま全ドライブのために 
をびしし、条件下での運乾 

◊発進や停止び多い市桂 i 地、山間部や路面状態の 
悪い道路、トレーラーけん引など、きびしし、条 
件下で運転するときは、タイヤ、エアクリーナー、 
オイル、フィルター類の点検整髓や交換を、お 
客様の判削で行なうことも必要でず。 

詳しくは指定サービスエ場におたずねください。 
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警告なが点灯したとき 

◊ただちにま全な場所に停車し、指定サービスエ 
場に連絡してください。点灯したまま走行する 
と、思わめ事故を引き起こしたり、エンジンな 
どを損傷するおそれびあります。 

ボディ底部に強い衝撃を受けたとき 

◊ただちに安全な場所に停車して下回りを点検し 
てください。そのまま走行すると、思わめ事故 
につなびるおそれびありまず。 

ブレーキ液や燃輯の漏れ、損傷などび見つかつ 
たとさは運転を中止し、指定サービスエ場に連 
絡して < ださい。 


巧全装備 


運おする 
まそに 


扔囊3麻 


織譜 

ご； グミ-.* f *;* ぶ 
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巧をドライブ 
のために 
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を全ドライブのために 


駐停車ずるとをは 


こんな点にもを意を 


◊排気管は非常に高温になりますので、周囲に枯れ 
草や紙、油などの燃えやすいものびある場所に 
は駐停車し ないで ください。 

◊急な坂道で驗車するとをは、駐車ブレーキを確実 
に効かせ、 セレクターレバー を HI の位置にして 
ください。さ6にタイヤに木片、石などを利用 
して輪止めをしてください。 

◊同乗をびドアを開けるときは、危険びないこと 
を運転者び確認してください。 

換気の悪い場巧ではエンジンをかけない 

◊換気び悪い場所ではエンジンをかけたままにし 
ないでください。排気ガスび車内に入り一酸化 
中毒になるおそれびあります。 

仮眠ずるとをは 

◊車内で仮眠ずるときは、必ずエンジンを停止して 
ください。無意識にセレクターレバーを動かした 
り、アクセルペダルを踏み込み車げ不意に発進し 
たり、エンジンや排気管の異常過熱による义災な 
ど、思わめ事故につなげるおそれびありまず。 

を退ずるとをは 

◊後退ずるときに、後方視界び十分得られないと 
さは、車から降りて後方の安全確認をしてくだ 
さし、。 


◊摂取後の運転び禁止されている藝や、酒などを 
飲んだときは絶巧に運乾をしないでください。 

◊ナビゲーシヨンシステムの操作は、でさるだけ運 
輯中を避け、ま全な場所に停車してから行なつ 
てくださし''。走行中に画面を見るときは、必要 
最ル限(約]秒しソ巧)にしてください。 

◊違法改造は絶対にしないでください。 

◊運乾席のフ□アマットは、がず純正品を正しく 
敷いてください。車に合わない製品を使用ずると 
ブレーキ ペダルやアクセルペダルに ひつかかり、 
ペダル操作びできなくなるおそれびありまず。 

◊ゴム製のフ□アマットを使用するときは、ぶ、ず 
標準のフ□アマットを取りかしてください。 

◊ライターを車内に置かないでください。炎天下 
の車内は大変高温になるためライターび爆発す 
るおそれがあります。 

◊ペダル操作の巧げになるよラな靴(厚底靴など)を 
履いて運転しないで< ださい。 

◊砂おや自然林での走行など、自然の体系を乱す 
よラな行為はルール違反でず。規制地域への乗 
り入れ違反は6ヶ月政下の懲役または30万円しソ 
下の罰金になります。 
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を全ドライブのために 


才ートマチックトランスミッションまの取扱い 


運乾する前にオートマチックトランスミッション 
のが下の特性を理解し、正しい操作をしてくださ 
い。1已5ページをあわせてご覽くださし、。 


才ートマチックトランスミッション車の特性 
■ク U — プ現象 

エンジンび回転しているとをに、セレクタ ー レ 
バーを ra 、 la の位置な外に入れてブレーキべ 
ダルから足を放ずと、アクセルペダルを踏まな 
くても車びゆっくりと動き出しまず。これをク 
リープ現象としル"!ます。 

圍キックダウン 

走行中にアクセルペダルを一気に踏み込むと、 
自動的に低速ギアに切り替わり、エンジンの回 
転数び上びります。これを利用すると、車を素 
早く加速させることびでをます。これをキック 
ダウンといいまず。 
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始動ずる前に 

◊ブレーキペダルは必ずち足で踏んで<ださい。 
不慣れな左足で操作すると、思わめ事故につな 
びるおそれびあります。 

◊事前に必ずブレーキペダルを踏み、ブレーキの 
踏みしろや踏みごたえび適正であることを確認 
してくださし、。 

始動ずるとさ 

◊エンジンは、セレクターレバーび I 田の位置に 
入っているとさを始動でさますび、を全のため、 
必ず151の位置に入れ、ブレーキペダルを踏ん 
で始動してください。 

凳進ずるとさ 

◊エンジンび適正なアイド U ング回転数になって 
いることを確認してください。 

◊セレクターレバーを走行位置に入れるときは、 
必ずブレーキペダルを踏んでください。車び急 
発進するおそれびあります。 

◊急な上り坂で発進するときは、駐車ブレーキを 
効かはたままアクセルペダルをゆっくりと踏み 
込み、車びわずかに動き出すのを確認してから 
駐車ブレーキを解除し、発進してください。 


巧をドライブ 
のために 


巧全装巧 


通ちする 
まえじ 


謹；麵 
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ををドライブのために 


走行しているとを 

◊走行中はセレクターレバーを1¢■の位置に入れな 
いで<ださい。エンジンブレーキび効かないた 
め、思わめ事故につなびつたり、トランスミツ 
シヨンの不具合の原因になることびあります。 
◊急激なエンジンブレーキ(一気に1速ギアにシフ 
トダウンした0する）を効かせないでください。 
車げスリツプしてコント□ールを失うおそれび 
あ0ます。 

■エンジンブレーキ 

走行中にアクセルペダルを戻すと、車にブレー 
キカび働きます。これをエンジンブレーキといい 
ます。エンジンブレーキは、低速ギアほど効き 
が強< な0ます。 


停車ずるとを 

◊停車中は空吹かしをしないでください。万ーセ 
レクターレバーび13、 UliU かの位置に入って 
いると車び急発進して人やをのに衝突するおそ 
れびありまず。 

◊急な上り坂では、アクセルペダルの踏み加減で 
停止状態を巧たないでください。トランスミツ 
シヨン損傷の原因になります。 

◊停止中は、ク U —ブ現象で車が前に進まないよラ 
に、ブレーキペダルをしっかりと踏んでくださし、。 

◊車び完全に停止しないラちにセレクターレバーを 
■ a の位置に入れないで<ださし、。トランスミツ 
シヨン損傷の原因になります。 

駐車ずるとを 

◊車から離れるときは、必ずセレクターレバーを 
■3 の位置に入れてください。 

特に坂道に停車したときは、セレクターレバーび 
El ながの位置に入っていると、車が動き出すお 
それびあ0ます。 

◊後退した後は、ただちにセレクターレバーを la 
のか置から la 、 iBi の位置に戻すよラむびけて 
ください。 C 1 の位置に入っていることを忘れて 
アクセルを踏み、思わめ事故につなびることが 
おじます。 
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を全ドライブのために 


4輪駆動車 (4 WD ) の取扱い 


4輪駆動走行は、滑りやすい路面などで本来の優れ 
た走行性能を発揮しますが、どこでも走れる万能 
車ではありません。路面の状況や斜面にミ主意して 
安全運転をむびけてください。 

1白巳ぺージのオフ□ー ドでの走行ちあわせて参照 
して < ださい。 

オフロード走行は慎重に 

急加速や急フレーキ、急八ンドルを避けてくださ 
い。横滑りや横転などの原因になります。また、 

車をジャンプさせないでください。車体や駆動装 
置を損傷するおそれびありまず。 

積雪路や凍結路を走行ずるとをは 

でさるだけ低速で走行し、急加速や急ブレーキ、 
急八ンドルを避けてください。 

砂地やめかるみを走行ずるとをは 

車から降り、砂地やめかるみの状態を確認してか 
ら、でさるだけ低速で走行してください。 

急な坂道を上るときは 

±手や斜面では、傾斜に巧してまっすぐに走行し 
てください。斜めに走行すると、車び横転するお 
それびあります。 
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乾燥した舗装路、高速道路を走巧ずるときは 

◊トランスファーケースを" LOW |’（] 62ページ）に 
入れないでください。エンジンび高回転になり、 
エンジンを損傷するおそれびありまず。 

◊デファレンシャル□ック （1 己8ベージ)を作動させ 
ないで<ださい。八ンドルび切れに<<なるた 
め、車び直進し、思わめ事故につなびるおそれび 
ありまず。駆動装置を損傷するおそれびありまず。 

オフ□—ド走行後 

損傷した箇所びないか入念に点検して<ださい。 
損傷びあるとさは、ただちに指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 






ま全ドライブのために 


慣らし運乾 


新車の場合、エンジンなどの機械部分が馴染むまで 
r 慣らし運転」を巧なラことをお勧めします。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラことにより、 
将来にわたってを定した性能を維持することびで 
をます。 


_ 知 — nsi _ _ 

◊新車時には、高速走行の後などにエンジンルー 
ムからわずかの白煙や臭いび出ることがありま 
す。これはエンジンルーム内の防鏡ワックスび 
過熱されて発生したわので、む配はありません: 


慣らし運乾の方法： 

最初の]己 00 km まではし： TF のま意事項を守つてく 

ださい。 

1エンジン回転数が、許容限度の2/3 (許容限度 
び己000回転のときは約4000回乾）を超えな 
いよラに運転してください。 

吕重いわののけん引など、エンジンに大きな負担 
のかかる運乾は避けてください。 

3 いつを一 定のエンジン回転数で走行するのでは 
なく、負担のかからない節囲で回乾数と速度を 
変えて < ださい。 

4キックダウンや過度のエンジンブレーキは避けて 
ください。 

5ティップシフト位置 IH 、 ■■ は山道など 
低速で走行するとさだけに使用してください。 

走行距離び1巳 00 km を超えたら、エンジン回転数 

を徐々に高回転域まで上げて<ださい。 
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シート 


正しい運転姿勢 


正しい運転姿聲びとれるよラに、む下の点にま意 
してシートを調養してください。 


ヘッドレストの中央び 
目の局さ1しくる' 
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シート 


A 警告 I 

•おず運転前に自分の運起姿勢にをった正しい 
シート位置に調整してください。運乾中に調整 
ずると、車のコント□ールを失うおそれびあり 
3s d 〇 

•バックレストと背中の間にをのを挟まないでく 
ださい。事がのとを、思わめけびをずるおそれ 
がありまず。 

•シートのバックレストを大きく傾けた状態で走 
巧しないでください。事故のとを、体びシート 
ベルトの下をあけてベルトの力び腹部や首にか 

かり、致命的なけびをずるおそれがありまず。 

— 


j ま意！ _ 

♦シートを 調整して いると きは、 シートの 下に手 
や足を入れた0、作動部に触れないで< ださい。 
挟まれてけびをするおそれびあります。 
♦シートの一部び人やちのに当たったときは、そ 
れむ上操作しないでください。 

♦ ドアを開いたままにしないでください。ドアび 
開いているとドアのスイッチでシートを動かす 
ことびできるため、誤ってシートを動かし、柔 
員びけびをずるおそれびあ0ます。子供を索せ 
ているとさは十分を意してくださし、。 
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フ□ントシート 



左側ドア 


フ□ントシートの調舊 

エンジンスイッチび1か2の位置のとき、またはフ 
□ントドアび開いているとさスイッチを操作して調 
整します。 

◊シートの高さ 

1の矢巧の方向に操作します。 

◊シートの前後 

吕の矢印の方向に操作しまず。 

へッドレストの高さも連動して上下します。 
◊クッシヨンの傾き 

3の矢印の方向に操作します。 


◊バックレストの傾さ 

4の矢印のち向に操作しまず。 

◊へッドレストの調整 

已の矢印のち向に操作して上下位置を調整します。 
傾さは手で調整します。 


ま意！ _ 

♦シートの前後の調整をするとさは他の乗員の手 
などび挟まれてけびをしないよラにま意してく 
ださい。 


♦シートの前後を調整したときは、ヘッドレスト 
の中央び目の高さになっているか確認してくだ 
さい。必要に応じて再調整してください。 


、 

ノ 

[知識 



◊バッテ U —の交換などで一時的にバッテ U — と 
の接続び断たれると、へッドレストびシートの 
前後調整に連動しなくなりまず。このときは、 
へッドレストスイッチでへッドレストを一番低 
い位置にし、シートスイッチでシートを最前位 
置にしてから、そのままスイッチを約4秒間巧 
しつづけます。ヘッドレストも連動して動くよ 
ラにな0ます。 
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シート 


U アシートへの乗降 （ G 32 0) 

レ/卜-を弓 I き上げフロントシートを前方に倒します。 
元に戻すとをは、シートをロックずるまで後方に 
起こします。 

知識 ^ 

◊シートを前に倒すとへッドレストび下びり、シー 
卜を戻すと、ヘッドレストち元の位置に戻り 
まず。 

^--- J 

马 意！ _ 

♦シートを元に民すときは、確実に□ックされた 
か確認してくださし、。 




に引 


へッドレストの脱着 

取りがすときは へッ ドレストスイッチで へッ ドレ 
ストをいつぱいに上げてから、ヘッドレストのを 
柱を持ち引を上げまず。 

取り付けるときはへッドレストのを柱を取り付け 
巧に差し込みます。 


么警告 _ 

•人が乗車しているとをは、必ずへッドレストを取 
り付けてください。事がのとき、首にけびをす 
るおそれびあ0まず。 













シート 



シート位置の記憶 

フ□ントシートは、シート位置を記憶さはることび 
でさます。さらにキーごとにそれぞれに違ラシート 
位置を記憶ごせることびでさます。 

エンジンスイッチび1か2の位置のとき、またはフ 
□ントドアび開いているときに記憶させることび 
でさます。 

1記憶させたい位置にシートを調舊します。 

2 メモ U —スイッチを押し、その後3秒じ(内にポ 
ジションスイッチ （1 〜 3) のいずれかを押しま 
す。巧したポジションスイッチにシート位置び 
記憶されまず。 


他のポジションスイツチにも同様の方法でシート 
位置を記憶させることびでをまず。何人かで運乾 
をするときに使い分けると便利でず。 

記憶させたシート位置を呼び出ずには： 

呼び出したいシート位置を記憶させたポジション 
スイツチを巧しつヴけるとシートび動きはじめ、 
記憶させた位置になると停止しまず。 

知識 _ 

◊安全のため、ポジションスイツチから手を放す 
と、ただちにシートの動きが停止します。 
◊運転席は、シート位置とともに、ステアリングの 
位置と左ちのドア S ラーの角度ち記憶されまず。 
◊キーごとに違ラシート位置を記憶させたいとを 
は、各種設定 （1 33ページ）をご覧ください。 
◊エンジンスイツチにキーを差し込んでいないと 
きは、キーごとに違うシート位置を記憶させる 
ことはでをません。 


ミま意！ _ 

♦バックレストを大きく後ろに傾けているとを 
は、先にバックレストを起こしてから記憶位置 
を呼び出してください。 
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シー K 


弱 



強 


シートヒーター 

エンジンスイツチむ M か2の位置のとき使用でさ 
ます。 

強、弱、オフを切り替えることびできます。 

弱： 上側を押すと約30分間作動し表示灯び1つお 
巧します。 

強： 下側を巧すと表示灯が2つ点灯し約5分間作動 
します。その後弱に切り替わり約30分間作動 
し cf - 9 〇 

弱のときはスイツチの上側を、強のとをはスイツチ 
の下側を押ずと作動を停止します。 


知識 

◊八'ツテ U - の電圧び低くなると、バッテリー上 
びりを防ぐため一時的に作動を停止し、表示打 
び点滅します。電圧び回復ずると作動を再開し 
ます。 


ま意 ! 

♦シートに凸部のある重量物を置かないでくださ 
し、ヒーターを損傷することびありまず。 

♦シートヒーターを連続して使用したり、毛布や 
クッションなど保温性の高いおのを掛けたりす 
ると、異常過熱や故障のおそれびあります。ま 
た、じ(下の事項に該当する方は、熱すざたり、 
低温乂傷(紅斑、水ぶ<れ)をするおそれびあり 
ますので、十分注意してくださし、。 

•晕脚思お年寄り、病人、体び不自巧なち 
• 皮膚の弱い方 
•疲労の激しい方 
• 眠気をさそラ薬を使用された方 
•飲巧した方 

^- - - J 


巧をどすブ 
のために 



宙巧ずる 
ままに 


巧—:隱讓 

とを 


1 
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上下の調整： 

矢印の方向に手で上下させます。 


ヘッドレストの調整 


へッドレストの取りがし 

へッドレストを引を上げて取り列します。 
取り付けるときは、ヘッドレストのちはを取り付 
け巧に差し込み、押し込みまず。 

A 警告 _ 

•リアシートに人び乗っているとをは、必ずヘッド 
レストを装着してください。事故のとを、首に 
けがをずるおそれがお0まず。 

参フ□ントシートとリアシートのへツドレストを 
逆に取り付けないよラにま意してください。 
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シート 



リアシートヒーター夺 

エンジンスイッチび吕の位置のとき使用でをます。 
強、弱、オフを切り替えることびでさまず。 


弱： 上側を押すと約30分間作動し表ホ灯び1つ点 
:订します。 

強： 下側を押すと表示灯び2つ点灯し約己分間作動 
します。その後弱に切り替わり約30分間作動 
します。 

弱のとさはスイッチの上側を、強のときはスイッチ 
の下側を押すと作動を停止しまず。 


知識 

◊バッテリーの電圧びほくなると、バッテ U —上 
がりを防ぐため一時的に作動を停止し、表示灯 
び点滅しまず。電圧び回復ずると作動を再開し 
ます。 


汪意！ _ 

♦シートに凸部のある重量物を置かないでくを吉" 
し、。ヒーターを損傷ずることびあります。 

♦を全のため、 U アシートヒーターは、過熱ずると 
( I 」アシートび折りたたまれている場合など)作 
動を停止しまず。 

♦シートヒーターを連続して使用したり、毛布や 
クッションなど保温性の高いものを掛けたりず 
ると、異常過熱や故障のおそれびありまず。ま 
た、け下の事項に該当ずる方は、熱すざたり、 
低温火傷(紅斑、水ぶくれ)をするおそれびあり 
ますので、十分を意してください。 

•乳幼巧、お年寄0、病人、体び不自由な方 
•皮膚の弱い方 
•疲労の激しい方 
• 眠気をさそラ薬を使用された方 
•飲酒した方 


* 仕様などにより装備げ異なります [29] 


巧をどフィブ 
のために 



巧あずる 
ま义に 


巧なずる 
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シート 



G320L / G 已〇 0L / G 己己 L AKAG 


分割巧倒式リアシート 

バックレストの左ちいずれか一方、または両方を 
倒したとさ、また U アシートをキ斤りたたんだ状態 
のときにラゲッジスペースを拡大することびでき 
ます。 

バックレストの倒しかた： 

1ヘッドレストを一番下まで下げます。 

2バックレストレバーを矢印方向に引を、バック 
レストを前方に倒しまず。 


リアシートを巧りたたむとを： 

1バックレストを前方に倒します。 

2シートレバーを引いて U アシートの後部に手 
を掛けて引き起こし、前方に折りたたみます。 

リアシートを元に戻ずとを： 

シート後部を□ックするまで下げます。 


造^醫_告 _ 

•走巧中にシートを}斤りたたまないでください。 

• U アシートを巧りたたんで、荷物を蹟むとをは、 
おず荷物を固定してぐださい。荷物が放0出さ 
れ、乗員がけがをずるおそれがありまず。 


を意 ■ — __ 

♦ U アシートを折りたたむときは、手や荷物など 
を挟まないよラにミ主意してください。 

L_ _^ 


荷物の固定については66ページをご覧くださし、 


バックレストを元の位置に戻ずとき： 

バックレストレバーを引さ上げて□ックをがし、 
バックレストを引を起こします。 
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シ—卜 



ヴードシ_卜* 


シートを格納するとを 

シートを持ち上げ、シートの脚を折りたたみ凹の 
位置に収納します。 

シートを使用ずるとを 

1シートの脚を引さ出します。 

2シートを下げ、脚び矢即部分(ち上図)で固定さ 
れるよラにします。 


* 仕様などによ0装おび異なりまず 
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A 監 化 

S 口 

♦サードシートに人を乗せているとをは、必ずリア 
シートを使用状態(着席位置)にしてください。 








ill 隱隱：到. 

















シ—トベルト 


シートベルト 


シートべ J レトには、事故によるけびを最ル限におさ 
える働さびあ D ます。 

シートベルトは、強い衝撃などで体び前方に移動して 


急激に引さ出されたとさ、自動的に□ックします。 
走行する前に全員びおずシートベルトを着用して 
ください。正しく着用しないとシートベルトの働 
きび半減したり、けびをずるおそれびあります。 
iU 下の点にを意して正しく着用してください。 
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シートベルト 


A 警告 

♦シートベルトはがず着用してください。緊急ブ 

レーキや事故のとさ、体を車巧に巧ちつけたり、 

車がに放り出されて致命的なけがをずるおそれ 

がありまず。 

•シートベルトは正しく着用して< ださい。 

霧急ブレーキや事故のとを、十分な効果が発揮 

されず、けがをずるおそれびありまず。な下の 

事頃を厳守して < ださい。 

◊脇の下に通さないでください。体が前方に满 
び出して頭部や首、肋骨や腹部に衝撃を受け 
まず。 

◊腹部にかけないでください。腹部を強く圧迫 
されまず。 

◊ねじれたげ態で着用しないで<ださい。部分 
的に衝撃び集中しまず。 

◊ 1本のシートべルトを2人 L ソ上の乗員で共用 
したり、シートベルトと体の間にものを挟ま 
ないで < ださい。 

◊クリッブや市販のアクセサリーなどを使って 
シートべ J レトにたるみをつけないでぐださい。 

◊巧娠中の女性ち、医師と相談のラえ、シート 
ベルトを着用してください。 






〇 シートベルト馨告灯 

エンジンスイッチび2の位置のとさ点灯 
し(点灯しないときは警告巧び故障しています)数秒 
後にミ肖のしまず。 


シー トベルト警告 アラー ム 

エンジンスイッチを吕の位置にしたとさ運転ちが 
シートベルトを着用していないと、数秒間警告ア 
ラームび鳴りシートベルトの着用を促しまず。 

シ…ト ベル トを着用すると アラームは 鳴りやみます。 


迁 思 ! _ 

♦説い角のあるをのなどびシートベルトに当たら 
ないようにしてください。胸のポケットにペン 
や眼鏡などを入れてお<と、破損してけびをし 
たり、シートベルトを損傷するおそれがあります。 

♦たばこの乂や熱いちのをシートベルトに近づけ 
ないでください。シ〜トベルトは熱に弱いので、 
損傷するおそれびあります。 

♦事故などでシートベルトに傷び付いたり、強い 
圧力を受けたとさは、シートベルトを交換する 
とともに、取り付け部も点検してください。 

点検や交換は必ず指定サービスエ場で行なって 
ください。 

♦シートベルトは必ず純正品を使用してください。 


臺ドライプ 

のために 






シートベルト 





シートベルトの着用（フロント/リアだち） 

1プレートを持ってシートベルトをゆっくり引さ 
出しまず。 

シー トベルトを弓 I き出せないときは一度ベルト 
を戻し、再度ゆっくりと引を出します。 

2ベルトにねじれびないか確認をしてプレートを 
カチッと音びするまでバックルに差し込みます。 
3腰部べルトは腰骨のできるだけ低い位置にかか 
るよラにして、ベルトにたるみがないように身 
体に密着させます。 

4肩ベルトは必ず肩にかかるよラにしまず。 

このとを、ベルトび肩からかれたり首にかかる 
ときはベルトの高さを調整します。 


高さ調整(フ□ント/リア左ち*) 

シートベルトび首にかかったり、肩からがれたり 
しないよラに高さを調整します。 

高さは5段階に調整できまず。 

上げると舌はアンカーを持ちそのまま巧し上げ 
まず。 

下げるときは解除ポタンを押したまま下げます。 
調整後は確実に□ックしていることを確認してく 
だごし、。 


がすとさはプレートを持ち、バックルのボタンを 
巧し、シートベルトをゆつ<0と巻き取らせます。 

* 仕様などにより装備び興な0ます 









シートベルト 



シートベルトの着用（リァ中央*) 

リアシ〜 卜中央には2点式のシートベルトを装備 
しています。 


2点式シートベルトの着用 

1.腰骨のできるだけない位置を通るよラにしてプ 
レートを持ち、カチッといラ音びするまでバッ 
クルに差し込みまず。 

2ベルトにねじれびないこと、正しい位置にベル 
卜びかかっていることを確認しまず。 

3ベルトび長いときは、プレートを持ちシートベ 
ルトの端を引きます。 

短すざるとさは、フレートをシートベルトに巧 
して直角に持ち、シートベルトを送って調整し 
まず。 


* 仕樣などによ D 装備び異なります 


に引 


外すとをはプレートを持ち、バックルのボタンを 
押し、シートベルトを外します。 

知識 

◊バックルは、シートの切り欠き部に収納するこ 
とびでさます。 



を？フィブ 
のために 


囊ずる 

まえに 
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シー トべ J レト 


フ□ントとリア左ちのシートベルトはシートベル 
トテンシヨナーとベルトフ ォース 1」ミッ ター 機構 
び装備されていまず。 

シートベルトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは車両の前方や後ちか 
ら柔員に重大な危害びおよぶような強い衝撃を受 
けたとさにベルトを引さ込みシートベルトの効果 
を高める装置です。 

ベルトフォースリミッター 

ベルトフ ォース リミッターは車両の前方や後方か 
ら強い衝撃を受け、ベルトに一定な上の荷重びか 
かったときに、それじ(上の荷重びかからなくずる 
装置で、エアバッグの作動とあわせて秉員の胸に 
加わる力を減かしまず。 

シートベルトテンシヨナーや車を廃棄ずるとをは、 
指定サービスエ場にホ目談してください。 


ミ主意！ 

♦シートベルトテンシヨナーび作動したときは、 
指定サービスエ場で交換してください。 

♦助手席に重い荷物を積んだ場合は、事故のとさ、 
助手席のシートベルテンシヨナーび作動するこ 
とびあります。 

♦シートベルトテンシヨナーび作動ずると、シート 
ベルトに強く締め付けられることびありまず。 

♦シートベルト テンシヨ ナーの作動後に シー トべ 
ルトを外すときは、シートベルトプレートをし 
っかり握ってか5バックルの□ック解除ボタン 
を巧してください。シートベルトをがしたとさ 
にプレートびはね返り、身体に当たってけびを 
するおそれびありまず。 


知識_ 

◊シートベルトテンシヨナーやエアバッグび作動 
ずると、車両は自動的に解錠し非常点滅灯び作 
動します。作動した非常点滅灯は非常点滅の■ス 
イツチを巧すと停止します。 


に到 





チャイルドセーフテイシート 


チヤイルドセーフテイシート 


チャイルドセーフテイシートを取り付けるときは 
セーフテイシートに付属している取扱説明書に従 
つて取り付けてください。 

么 S 告 _ 

参チャイルドセーフテイシートの着用は巨歳未満 
のモ供に法律で義務づけられていまず。_ 

を意！ 

♦日歳似上の子おでわ、シートベルトが正しく着 
用できないときは、チヤイルドセーフティシー 
卜を着用させてください。 


純正のチヤイルドセーフティシートには助手席に 
装着したとさに、助手席のエアバッグの作動を停 
止するためのセンサーび付いたものびあります。 
やむをえず助手席にチヤイルドセーフティシート 
を装着するとさはセンサー付さチヤイルドセーフ 
テイシートを装着してくださし)。 
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チヤイルドセーフテイシート 


メルセデス-ベンツ純正のチヤイルドセーフテイ 
シートにはじ(下の種類びあります。子供の体重や 
年齡に合わせて使い分けてください。体重、年齢 
は選択の目安でず。 



体重 

年齢 

ベビーセーフ *( 乳巧用） 

101(泌下 

生後 S ヶ月位まで 

プリンス(幼巧用） 

9〜 18 kg 

生後吕ヶ月〜4歳位 

ス-ム厅供用） 

1 5~36 kg 

およそ3歳〜12歳巧 



* ベビーセーフにはセンサー 付をのものび あ ります。 
助手席に装着ずると、助手席のエアバッグび作動 
しな < なりまず。 


ミま意！ 

♦センサー付きシートを助手席に取り付けてもエ 
アバッグオフ表示灯び点なしないときは、助手 
席エアバッグびオフになつていません。この場 
合はチャイルドセーフティシートをリアシート 
に取り付けてください。また、必ず指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 


AIRBAG 


エア パ' ツグ オフ表示な 

センサー付をチヤイルドセーフティシー 
卜を助手席に装着すると表示口び点巧し助手席の 
フ□ントエアバッグび作動しません。 


に到 








チャイルドセーフテイシート 

A 警告 ^ 

緊急ブレーキや事故から子供を守るために 、 UTF 
の項目をがず守つてぐださい。 

参1呂歳下または身長1 50 cmJU 下の子供は、 

’必ず純正のチャイルドセーフテイシートを使用 
して、化を確実に固定させてください。チャイ 
ルドセーフテイシートを使用しないと、体を車 
巧に巧ちつけたり、シートベルトに首などを圧 
迫されるおそれがありまず。 

•センサー付き•チャイルドセーフテイシートむがは 
リアシートで使用してください。やむを得ず助 
手席で使用ずるとをは、前向きで使用し、シー 
卜の位置を最を部にしてくださし、。事故のとき、 
フ□ントエアバッグび作動ずる衝撃で致命的な 
けがをずるおそれびありまず。 

•助手席にをろ向きのチャイルドセーフテイシー 
卜を使用ずるときは、おずセンサー巧をチャイ 
ルドセーフテイシートを使用してください。事 
がのとき、フロントエアバッグが作動ずる衝撃 
で致命的なけがをするおそれびあ0まず。 

♦セン.サー付をチャイルドセーフテイシートを助 
手席で使用ずるときは、必ずエアバッグオフ表示 
巧が点巧していることを確認してください。 


参センサー付きチャイルドセーフテイシートを助 
手席で使用するときは、シートとチャイルドセー 
フテイシートの間にちのを置かないでください。 
事故のとき、助手席のフロントエアバッグび作 
動ずるおそれがありまず。 

•チャイルドセーフティシートは、おずモ供①身 
長*体重や年齡に合ったものを使用しシートべ 
ルトを正しく着用させてください。シートべル 
卜び腹部にかかり、強く圧迫されてしまいまず。 

参チャイルドセーフティシートを使用しないとき 
は車か6取りがずか、シートに確実に固定して 
くだをい。チャイルドセーフティシートび放り 
出され、索員びけびをずるおそれびありまず。 


巧をドライブ 
のために 



覇ずる 

ま无に 


'運面する 
とを^ 



ii. 


1 
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SRS エアバッグ 


SRS エアバッグ 



車び強い衝撃を受けたときに瞬時にみくらみ、乗 
員の身体を拘束するシートベルトととをに、身体 
への衝撃を軽減する装置です。 

n 運転席エアバッグ 

ステア U ングのパッド部に収納されていまず。 

因助手席エアバッグ 

助手席のダッシュノ くみレ部に収納されています。 


_ 知 pEtl _ 

◊SRS は Supplemental Restraint System (棄 
買保護補助装置)の略で、シートベルトの補助 
装置です。 


エアバッグの作動 

車に前方からの強い衝撃を受けると作動し、シー 
h ベルトの働さとあわせて秉員の頭部や胸部への 
衝撃を分散し霞減します。 


SRS 


エアバッグシステム舊告な 

エンジンスイッチび1か2の位置のとき点 


灯し(点丹しないときは警告巧び故障しています)数 
秒後、あるいはエンジン始動後に消なしまず。消 
巧しなかったり、走巧中に点丹したときはエアバッ 
グシステムび故障していまず。指定ヴービスエ場 


でただちに修理してください。 
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SRS エアバッグ 


么警告 _ 

参エアバッグは、前方か5の衝撃び軽度のとを、ま 
た、測面や後方か5の窗突のときは作動しません。 

参運転中はステアリング①パッド部を持ったり、 
頭部や腕をステアリングやダッシュパネルにの 
せないでください。 

•シートは正しい位置に調整し （22 ぺージ)、フロ 
ントエアバッグとシートとの間に適切な間隔を 
とってください。間隔が近ずぎると、フロント 
エアパッグび作動ずる衝馨でけがをずるおそれ 
がありまず。助手席はできるだけを方の位置に 
して < ださい。 

参走巧中はインストルメントパネルのアシストグ 
U ップに八ンガーなどの固いものを掛けないで 
<ださい。エアバッグが作動したとさにそれ6 
が飛散し、けがをずるおそれがあ0まず。 

•ステアリングのパッド部に力/をしたり、パッ 
ド部の上にバッジ、ステッカー、才ーディオ① 
リモコンなどを貼りがけないでください。また、 
エアバッグカノ く一の上やエアバッグと柔員の間 
にものを置いたり、 J トムミラーにワイドミラー 
を巧り付けないでください。エアバッグの作動 
を巧げたり、エアバッグが作動したときにそれ 
5び飛散し、けびをずるおそれがありまず。 






SRS エアバッグ 


運転席、助手席エアバッグび作動ずるとき 

•次のよラな場合作動します。 


• 正面衝突など車の前ち左ち 
が)30度政内の方向から強 
い 衝撃を受けたとさ 



•かたいコンク U - 卜の壁 
などに正面衝突したとさ 



運お席、助手席エアバッグが作動しないとき 

•なのよラな場合作動しません。 

•後ろから衝突されたとき ♦横転または乾覆したとき •横方向から衝突されたとき 
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SRS エアバッグ 


運転席、助手席エアバッグが作動しないことがあ0まず 

参次のよラな場合作動しないことがあります。 


•立木や電せへの衝突のとき • トラックの下に潜り込ん 

だとを 



運転席、助手席エアバッグび作動ずることがありまず 

参なのよラな場合作動することびあります。 


• 中央分離帯や縁石などに • 深い巧や溝に落ちたとを 

衝突したとき 
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•斜め前ちへの衝突のとさ 



•地面に強い衝撃でぶつか 
つたとき 








SRS エアバッグ 


注意！ _ 

♦エアバッグび作動したときは、内部の部品に手 
を触れないでください。部品び熱くなっていて 
义傷をずるおそれがあります。 

♦エアバッグが作動したとをは、必ず指定サービ 
スエ場で交換してください。 

♦エアバッグの取りがしや取り付けを行なった 
り、部品や配線の改造をしないで<ださい。誤 
作動でけびをしたり、エアバッグに悪影響をお 
よぼずおそれがあります。 


知識 _ 

◊衝撃び弱いときはシートベルトテンシヨナーだ 
けび作動し、エアバッグは作動しないことびあ 
D まず。 

◊エアバッグは作動時に若干の煙り状のものを発 
生することびありますび、火災のむ配はありま 
せん。 

◊シートベルトテンシヨナーやエアバッグび作動 
ずると、ドアは自動的に解錠します。 

◊エアバッグを廃棄したり、車を廃車にずるとき 
は、指定サービスエ場に相談してください。 
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キ— 


メインキー 


エンジンの始動および車の解錠/施錠に使用しまず。 
U モートコントロールスイッチ付さです。 

エマージェンシーキーを収納しています。 

解錠ずるとき 

田！を押すと、ドア、テールゲート、燃料給油フ 
ラップび解錠されます。このとさ非常点滅灯び1 
回点滅します。 

運転席ドア八ンドルに向けて fM を押しつづける 
と、ずべてのウインドウとスライディングルーフ 
び開さます。 BH から手を放すと、その位置で作動 
が停止しまず。 


知識 _ 

◊HI を巧したときに運転席ドアと燃料給ミ由フ 
ラップだけび解錠ずるよラにすることびでを 
ます。この場合は、 Ml をキ甲して運転席ドアを 
解錠してか5約4日秒しツ巧に田！を再度押ずと、 
残りのドア、テールゲートち解錠ずることびで 
きまず。 

la と ra を同時に約曰秒間押ずと表示丹が2 
回点滅し設定び切り替わりまず。 


ェ7—ジェンシー キー 



施錠ずるとさ 

ra を押ずと、ドア、テールゲート、燃料給油フ 
ラップび施錠されます。このとき非常点滅灯び3 
回点、滅します。 

運転席ドア八ンドルに向けて ■ミ ■を押しつづける 
と、ずべてのウインドウとスライディングルーフ 
び閉じます。 ra から手を放すと、その位置で作 
動が停止します。 
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キ- 


ロケイターライティング機能 

周囲び暗いとを、1」モートコント□ールで車を解 
錠すると、 へッ ドランプの車幅口、テールランプ、 
ライセンスランプ、フォグランプび点灯します。 

点好したランプは、運転席ドアを開けたとさ、ま 
たは約40秒\後に消巧しまず。 

この機能び作動しないようにずることもでをまず。 
設定方法については126ページをご覧ください。 


A 警告 

•メインキーには重いアクセサリーやキーホル 
ダーを つけないでぐださい。走巧中に重みで 
キーび動をエンジンが停止し、事故につなが 
るおそれびありまず。 


茸意！ _ 

♦U モートコント□—ルでウインドウとスライディ 
ングルーフを開閉ずるときは、必ず運乾席ドア 
八ンドルに向けて操作してください。車の前方 
または後ちから操作すると作動しません。 


♦ウインドウとスライディングルーフを閉じてい 
るときに手や首などび挟まれそうになったとき 
は、ただちに ra を放し、 la を巧しつづけて 
ください。すべてのウインドウとスライディン 
グルーフを開くことびでさます。 

♦ U モートコン h 口ールで施錠したとさは、非常 
点滅好び点滅することと、ドア、テールゲ ー ト、 
燃料給油フラップび確実に施錠され、ずべての 
ウインドウとスライディングルーフび閉じてい 
ることを確認してください。 

♦キーを紛失したときは、盗難や事故を防ぐため、 
ただちに指定サービスエ場に連絡してくださし、。 

♦メインキーを強い電磁波にさらすと、リモート 
コント□ールに障害び発生するおそれびあ0 
ます。 

♦キーは強い衝撃や水から避けてください。故障 
の原因にな0まず。 

♦キーの先端部をミちしたり覆った0しないでくだ 
さい。 

♦メインキーの電池び消耗すると1」モートコント 
□ールび使えな<なりますび、エンジンを始動 
することはでさます。 

♦メインキーに重いキーホルダーをつけると、 キー 
び破損したり、エマージェンシーキーび外れる 
おそれがあります。 


蹇どフイプ 

のために 


巧を装痛 


運おずる 
ま是に 
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キ— 


知識 _ 

◊ U モートコント□—ルで解錠したあと、約40 
秒し乂内にな下のいずれかの操作をしないと、自 
動的に施錠ごれます。 

• ドアを開< 

•テールゲートを開く 

•エンジンスイッチにキーを差し込む 

♦ ドア己ックスイッチの解錠(下側)を押ず 

◊エンジンスイッチにキーび差し込んであるとき 
は、 U モートコント□—ルは作動しません。 

◊キーを紛失したときは指定サービスエ場におた 
ずね < ださい。 

__ ! 


エマージェンシーキー 



メインキーに収納されていまず。 

ドア、テールゲート、グ□ーブボックスを解錠/施 
錠するときに取りがして使用します（己1、已9、 
202ぺージ)。 

エマージ王ンシーキーの外しかた 

□ックを矢目 P1 の方向に押しなびら、エマージェ 
ンシーキーを矢印2の方向に抜去取ります。 

収納するとをは元の位置に戻しまず。 
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キ —■ 



電池の交換 

I 」モー h コント□ールの作動巧能距離び短 < なっ 
たり、スイッチを巧しても作動しない場合は電池 
の消耗び考えられます。指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 


知識_ 

OU モートコント□ールスイッチのいずれかを1 

秒な上巧しつづけたとをに表示灯び一度点滅ず 

れば電油は正常です。 

\___ 

電池の交換手順： 

1□ツクを矢印の方向に巧して、エマージェンシー 
キーを抜さ取ります。 
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A 

電池ヶ-ス 

エマ〜ジェンシ_卜 


凹部 


2エマージェンシーキーで□ックの凹部を押しな 
びら、電池ケースを矢印のち向に引いて□ック 
をがします。 


f ライブ 
のために 


ちを装楠 


簡.画 



.茜か苗お 

/' が..ぶ二. 

一：':二.'；:卜、 



キ— 


電油ケース 



3電池ヶースを矢印の方向へゆっくり取り出し 
ます。 

4電池を外し、新しい電池と交換しまず。電池は 
2個とわ®を上にして、電極板の間に取り付け 
ます。 

己電池ケースを本体の溝に合わせ、ロックするま 
で押し込みます。 

6エマージェンシーキーをメインキーに収納し 
ます。 

電池の交換は指定サービスエ場で行なラことをお 
勧めします。 



A 警告 __ 

•聖池は子供の手の届かないところに保管してく 
ださい。誤って電池を啟み込むおそれがありま 
ず。もし電池を飲み込んでしまつたときは、た 
だちに医師の診惭を夏けてください。 


知識_ _ 

◊ 1」 チウム電池に R 2 日2已)を2個使用しまず。 

9 環境保護のため、使用済みの電油を廃棄すると 
きは、新しい電池をお買し^求めになつた販売店 
で処分をお願いしてくださし、。 
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ピア 



エマー ジェン シーキーでの ドア解錠/鱗 

U モートコント□ールで解錠しないときは、運區席の 
ドア八ンドルの キーシ 1」ン ダーにエマー ジェン シー 
キーを差し込み、 解錠/施錠することびできまず。 


解錠：反時計回りにまわします。 

施錠：時計回りにまわしまず。 

知識 

◊助手席のドアにはキーシ IJ ンダーはありません。 
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を意！ _ 

♦車から離れるときは、エンジンを停止し、必ず 
ドアを施錠してください。 

♦エマ ー ジェンシー キーで 運乾席ドアを解錠/施 
錠操作をしても他のドア、テールゲート、燃料 
給油フラップは連動しまはん。 

^_ 一 _ J 

まがか6開けるとを 

キーシ U ンダーを押しドア八ンドルを持ってドア 
を開けます。 


黄をどっィブ 
のために 


をを装柏 
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ドア 


施錠 



解錠 


なのような場合、ドア□ックスイッチで解疑/施錠 
することはでさません。 

◊ U モートコント□ールで施錠し、エンジンスイツ 
チにキーび差し込まれていないとさ 
◊フ□ントドアび開いているとき 

知識 

◊ドア□ックスイッチで施錠してあるとを、車巧 
からフ□ントドアを開くと、他のドア、テール 
ゲートち解錠されます。 


ドア□ックスイッチ 

すべてのドアとテールゲートを解錠/施錠するこ 
とびでさます。 

スイッチの上側を巧すと施錠、下側を巧すと解錠 
しまず。 

迂意！ _ 

♦ドアの□ックノブが下びつていても、車巧のド 
アレバーを引くとドアは開をます。子供を乗せ 
たとをはを意してくだごい。 

♦ドア□ックスイッチで施錠してち、燃料給油フ 
ラップは施錠されません。 
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ドア 


車速感応ドア□ック 

速度び約 15km/h になると、ドアとテールヴート 

を自動的に施錠する機能です。 

この機能をマルチフアンクシヨンステアリングで 

解除することびできます （1 30ページ)。 

迂意！ 

♦車速感応ドア□ックを設定した状態で、車を巧 
したり、タイヤ交換などで車を持ち上げるとさ 
は、エンジンスイッチを〇の位置にしてくださ 
し、タイヤび回乾すると施錠され、車外に閉め 
出されるおそれびあります。 

♦車速感応ドア□ックで施錠されたドアをドア 
□ックスイッチで解錠すると、ドアを内側から 
開くかエンジンをかけ直すまで、車速感応ドア 
□ックは作動しません。 



乗降用ランプ 

周囲び暗いとき、ルームランプスイッチを「ドア 
連動位置」にすると、ドアの開閉に応じて点灯/ 
消打しまず。 
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巧全どっィブ 
のために 


巧全装巧 


運括ずる 
ま无に 
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ドア 



左側ドア 


車内か5の解錠/施錠 

解錠：ドアレバーを矢印の方向に弓 I きます。 

施錠：□ックノブを押し込みます。 

車内か5の開閉 

開くとき： ドアレバーを矢印の方向に引さます。 
閉じるとを：ドアインナーグリップを持って確実に 
閉めます。 


ま意， _ 

♦施錠後は、すべての□ックが確実に施錠されて 
いることを確認してください。□ックノブび完 
全に下がっていないドアびあるとさは、そのド 
アをいったん開を、再度閉じてから施錠して< 
ださい。 


V _ 


f A 警告 



参ドアは確実に閉じてください。ドアの閉じかた 
が不完全(半ドア)な場合、走行中にドアが開< 
おそれびありまず。 


参ドアを開くときは、周囲のま全を十分確認して 
<ださい。_ 
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ドア 


ミ主意！ 

♦ドアを閉じるとさは、手やちのを挟まないよラ 
に注意してください。車の周りに子供びいると 
きは、特に注意してください。 


知識 

◊助手席のドアと U アドア*は、ドアを開いて□ッ 
クノブを押し込んでからドアを閉じると施錠さ 
れたままになります。 


エントランスヘルプ機能 

運転席への秉り降りを容易にずるため、次のいず 
れかの操作をするとステア U ングび上方に動き 
ます。 

◊エンジンスイッチからキーを抜く。 

◊エンジンスイッチび0か1の位置のとをに運転席 
ドアを開<。 

運転席ドアを閉じ、エンジンスイッチにキーを差 
し込むと、元の位置に戻ります。 

この機能び作動しないよラにすることちでさます。 
設定方法については132ページをご覧ください。 


安まどフィブ 
のために 


巧全装巧 


運転ずる 
まをに 


ごな ろい-; - i 繫然囊心 

II 



* 仕樣などにより装備が異なりまず 
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ドア 


チャイルドプルーフ□ツク 



車内のドアレバーを引いてをドアび開かないよラ 
にする装備でず。 

リアドア*とテールゲートに装備されていまず。 

U アドアとテールゲートにあるレバーをキーの先 
端やドライバーなどで下側の位置にして U アドア、 
テールゲートを閉じると施錠されまず。 

テ供を棄せたとさに使用して < ださい。 


1主意！ 

♦□ックノブび下がっているときは車外からちリ 
アドアまたはテールゲートを開くことびできま 
せん。 U モートコント□ールでドアを解錠して 
から車がのドア八ンドルで開いてください。 


* 仕様などにより装備ぴ異なりまず 
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パワーウインドウ 


パワーウインドウ 



G320L / G 己 00L / G 己已 L AMG 


パワーウインドウスイッチでの開閉 

エンジンスイッチび1か2の位置のときに開閉でき 
ます。 

スイッチを巧すと開き、スイッチを引くと閉じます。 
スイッチか6手を放すと、その位置で停止します。 

スイッチを強く巧すと自動で開さまず。途中で止 
めたいとをは、スイッチを軽く押します。 


セーフティスイッチ*を〇の見える位置(ちにスラ 
イド)にすると、 U アのドアスイッチ*でドアウイン 
ドウを開閉することびできなくなります。子供を 
リアシートに乗せるときに使用してください。 


ミ主意 ! _ 、 

♦ウインドウを閉じるときは、手や首などを挟ま 
ないよラにミ主意してください。特に子供にはミ主 
意してください。 

^-- - - y 


蠢どフィブ 

のために 


受全蠢 


法おずる 
まえに 


き部^ ■ 
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* 仕様などによ D 装楠び異なります 
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パワーウインドウ 


リモートコン kd —ルでの開閉 

キーの I 」モートコント□ールで開閉することびで 
をまず。 

運輯席ドアノ V ンドルに向けてメインキーの EH を巧 
しつづけると、すべてのウインドウとスライデイン 
グルーフび開さまず。 _ 

を巧しつづけるとすべてのウインドウとスライ 
ディングルーフが閉じます。手を放すと、その位 
置で作動び停止しまず。 


_迂意！_ 

♦ウインドウとスライディングルーフを閉じてい 
るとさに手や首などび挟まれそラになつたとき 
は、ただちにメインキーの ra を放し、 HI を 
押しつづけてください。すべてのウインドウと 
スライディングルーフを開くことびでさまず。 

♦ U モートコント□—ルでウインドウとスライディ 
ングルーフを開閉ずるとをは、必ず運乾席ドア 
八ンドルに向けて操作してください。車の前方 
または後ちから操作すると作動しません。 

♦エンジンスイッチにキーび差し込んであるとき 
は、 U モートコント□ールでの開閉はできません。 

V _ _ _ _ __— - - J 
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テールゲート 


テー ルゲート 



エマージェンシーキーで①テールケ•ート解錠/施錠 

I 」モートコントロールび機能しないとをは、テ ー 
ルゲートのドア八ンドルのキーシ U ンダーにエマー 
ジェンシーキーを差し込み、解錠/施錠ずることび 
でさます。 


汪思！ 

♦車から離れるときは、エンジンを停止し、必ず 
ドアを施錠してください。 

♦エマージェンシーキーでテールゲートを解銭/ 
施錠しても、ドア、燃料給油フラップは解錠/ 
施錠されまはん。 


解錠：反時計回りにまわします 
施錠：時計回りにまわします。 
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参エンジンが回輯しているときは、テールゲート 
を開いたままにしないでください。お f 気ガスび 
車巧に入り、意識不明になったり、中毒死ずる 
おそれびありまず。 



厢，画 

















テ ー • ルゲ ート 



車内か！5の解錠/施錠 

お錠：レバーを矢印のち向に引さまず。 

施錠:□ックノブを矢印の方向に巧し込みまず。 


車內からの開閉 

開くと定： レバーを矢印の方向に引さまず。 
閉じるとき：インナーグリップを持って確実に閉じ 
ます。 


ZL 警室 _ 

•エンジンが回転しているとさは、テールゲート 
を開いたままにしないで<だをい。技^気ガスび 
車巧に入り、意識不明になったり、中裏死する 
おそれびあ0まず。 


迁意！ _ 

♦テールゲートび確実に閉じていることを確認し 
てください。 

♦テールゲートを開くときは、後ちに十分な空間 
びあることを確認してください。 

♦テールゲートを閉じるときは、手やものを挟ま 
れないように注意してください。車の周りに子 
供びいるときは、とくに注意してください。 
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ラケツジ ルーム 



荷物を積むとさに荷物び前方に放0出されるのを 
防ぐために使用します。 

I 」アシートを起こしたげ態、折0たたんだ状態の 
どちらでち使用でをます。 


么警告 _ 

•宿 f 物を積むときは、荷物び前方に放り出され、 
乗員がけびをしないよラ、化ず七ーフティネッ 
卜を使用してください。 

•セーフテイネットでは、急ブレーキや事がなど 
のときに、重い荷物を固定することはできませ 
ん。重い荷物を積むときは、 □ —ブやストラッ 
プで正しく固定してください （67 ぺージ)。 

•セーフテイネットを使用ずるとさは、リアシート 
とサードシートには乂を秉せないでください。 


リアシートを起こした状態での掩いかた 

1バックレストを起こしたまま、 U アシートを前方 
に倒します (30 ぺージ）。 

2ストラップのバックルび前方に向くよラにして、 
セーフテイネットをフックの凹部にかけます。 


霊ドライブ 

のために 


巧ま装括 


巧おずる.....ベ..を巧. v / v : 
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ラゲツジルーム 



3バックルでストラップの長さを調整し、フックを 
I 」ングにかけます。フックを U ングにかけたら、 
ストラップの先端を引を、セーフティネットび輕 
く張る程度に調節します。 

4 U アシートを元の位置に戻し、□ックさせまず。 

江意！ _ 

♦セーフティネットのストラップは強く締めてく 
ださい。 

♦少し走行した後に、セーフティネットの張り具 
合を点検してください。必要びあれば締めなお 
して < ださい。 

^___ J 


リアシートをキ斤りたたんだ状態での使いかた 

1 U アドア*を開けます。 

2 U アシートを巧りたたみます （30 ベージ）。 

3ストラップのバックルび後方を向くよラにセー 
フティネットをフックの凹部にかけまず。 

4バックルでストラップの長さを調節し、フックを 
カノ く一巧の U ングにかけます。ストラップの先端 
を引き、セーフティネットびぴったりと張るよラ 
に調節しまず。 


* 仕様などにより装備び異なります 
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ラゲツジルー ム 





セーフテイネットを取り夕はとき： 

1バックルを水平にしてストラップをゆるめ、フッ 
クを U ングからがしまず。 

2セーフテイネットをフックの凹部からがしまず。 



セーフテイネットを収納ずるとき 
G320 : 

1セーフテイネットを巻さます。 

2マジックテープをス□ットルに通してから、セー 
フテイネットをマジックテープで固定します。 

G320L / G 已〇 0L / G 已已 L AMG : 

セーフテイネットを巻き、1」アシートの後側に 
収納しまず。 
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ラゲッジルーム 


ラゲツジルームカパー* 



使用するとさは、カバーを広げて、カバーの両側 
をマジックテープで止めます。取りがすときは 、 U 
アシートのバックレストを前に倒し、カバーをフツ 
クからがします。 


A 警を _ 

参ラゲッジルームカパーは、リアシートを起こし 
たが態で使用してください。 

参ラゲッジルームカバーの上に荷物を置かないで 
ください。荷物が放り出され、索員がけがをず 
るおそれがおりまず。 


* 仕様などによ0装楠び異なります 
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ラゲツジルーム 


荷物を積むときは 




◊荷物はでさるだけシートの背面に接するよラに積 
んでください。そして重し)荷物をシート背面近 
くに配置してください。荷物の積みかたは走行 
を定性に大きく影響します。 

◊荷物はでさるだけ人び座っていないシートの後 
ちに積んでください。 

◊荷物をノ（ックレストよ0高< 積み上げないでく 
ださい。 

◊ウインドウに荷物び当たらないように注意してく 
ださい。ウインドウガラスを破損したり、 I 」アデ 
フォガーの熱線を損傷するおそれびありまず。 

◊荷物を積むときは、おずセーフティネットを使 
用してください。 



◊大きな荷物を積まないときは、リアシートのバッ 
クレストを起こし、へッドレストを装着してくだ 
さし、。 

◊ U アシートに人を乗せないときは、図のよラに 
左ちのシートベルトプレートを反対側のバック 
ルに差し込んで、シートベルトが交差するよラ 
にして < ださい。 

◊燃料を入れた容器やスプレー吿などを積まない 
でください。引火や爆発のおそれびあります。 


巧をどっィブ 
のために 


巧全ち宿 


宙おずる 
まをに 


謹麵 


ISS 


にリ 




ラゲッジル~ム 



巨 3 呂〇 

荷物を固定ずるとをは： 

◊荷物はさちんと個包して確実に固定してくださ 
し、荷物の積みかたび悪かったり、荷物を固定 
していないと、荷物が前ちに放 D 出され、乗員 
にけびをさせるおそれびあ0ます。 

◊荷物の積みかたのま意を守っていてお、荷物び 
多くなるほど、事故の際にけがをするを険度は 
増しまず。 

◊荷物の固定には擦れに強く丈夫な□ープを使用 
し、ラゲ ッジ ルームの4個の荷物固定用リング 
( G 320はラゲ ッジルー ムに2個、1」ア シート 下 
音 [5 に2個）に通して確実に結んでください。 


G320L / G500L / G 百己 L AMG 


◊荷物固定用1」ングには巧等に力びかかるよラに 
して < ださい。 
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ラゲツジ ルーム 



G 320 


ネットなどで荷物を固定ずるときは： 

荷物固定用のアクセサリーは、ダイムラー-クラ 
イスラー社の推奨品の使用をお勧めします。詳し 
くは指定ヴービスエ場におたずねください。 

◊伸縮性のある□—プやネットを使用しないでく 
ださい。重い荷物を固定することびでさず、事 
故のとさ、栗員びけびをずるおそれびありまず。 
◊固定する□ープやネットび荷物の角にかからな 
いよラにしてください。 

◊鋭い角のあるものは、ちの部分にカバーをして 
<ださい。 



G320L / G 已 00 し / G 已 5L AMG 

◊荷物をテンションネットで固定するとをは、荷 
物全体の上にネットを被せ、フックを荷物固定 
用1」ングにかけます。テンシ ョナー を使ってス 
トラップを強く締めてください。 

◊締め付けストラップは、図のように荷物の上で 
交差するよラにかけ、荷物の重量び各荷物固定 
用リングに均等にかかるよラにします。締め付 
け金具を使用する場合は、荷物固定用リングに 
過大な力びかからないよラにミ主意して<ださし、 

◊締め付けストラップは、少なくとを張力700 kg 
上、幅 25 mmL ：> rF のをのを使用してくださし)。 
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盗難防止システム 


を難防止システム 



表示灯 


ドア、テールゲート、ボンネットなどが閉じてい 
ることを監視し、車び U モートコントロールしソが 
の方法で開けられたとをや、ウインドウを割つて 
中からドアを開けるなどの異常事態やけん引など 
により車両び傾くのを感知すると、サイレンと非 
常点滅灯の点滅で周囲に巧らせまず。 

システムを作動可能にするとを： 

すべてのドア、テールゲート、ボンネットを閉じ 
た後、 U モートコント□ールで車を施錠すると、 
スイッチの表示巧び点滅し、約15秒後に作動可能 
状態になりまず。 


システムの作動： 

システムび作動巧能状態のとき、政下のよラな作 
動を感知すると警報び作動します。 

〇ドアまたはテールゲートび開けられたとさ 
◊ボンネットび開け6れたとき 
システムび作動ずると、サイレンび約30秒間 
鳴り、が常点滅巧が通常の約2倍の速さで約已 
分間点滅します。ルームランプを点'灯します。 

システムび作動したとさの解除方法： 

U モートコント□—ルで解錠ずるか、エンジンス 
イツチにキーを差し込みます。 


ま 局！ __ 

>システムび作動可能状態のとさ車内からドアを 
開<と警報び作動します。車内に人がいるとを 
は作動可能状態にしないでくださし、。 

V_____ 


知識 _ 

◊ U モートコント□ールで施錠した後、エマージェ 
ンシーキーで 運乾席ドア やテールゲー トを開く 
と、警報システムび作動します。 

◊ドアやテールゲート、ボンネットなどを開いて 
警報システムび作動したときは、それらをすぐ 
に閉じても、警報は解除されません。 

◊いったん作動した警報は、リモートコント□— 
ルで施錠/解錠操作を行なうか、エンジンスイッ 
チにキーを差し込むまで'止まりません。 
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盜難防止システム 


けん引防止警報 


解除 



表示灯 


けん引防止警報の解除： 

1エンジンスイツチを0か1の位置にします。ま 
たはキーをなき取 D まず。 

2けん引防止警報解除スイッチの上側を巧しま 
す。表示口び約2秒点灯し、その後消巧して、 
けん弓 I 防止警報び解除されます。 

3 I 」モートコント□ールで施錠しまず。 

上記の操作で盗難防止警報のけん弓 I 防止警報び解除 
され、車両び傾いてち警報び作動しな<なります。 
ただし、盗難防止警報は作動します。 


盗難防止システムび作動可能状態のとき、けん引 
などで車両び持ち上げられ車び傾くと、けん引防 
止警報び作動し、サイレンとお常点滅灯の点滅で 
周囲に巧らせます。 

車を フェリーボ~卜やトランスポー ターに乗せて移 
動ずるときは、盗難防止システムのけん引防止機 
能び作動ずることびありまず。そのよラなとさはけ 
ん弓1防止警報を解除してから施錠してください。 
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スライデイングルーフ 


スライディングルーフ 


エンジンスイッチび1か2の位置のとを作敦しまず。 


スライデイングルーフの開閉 
開 < とさ： 

スイッチを1の方向に巧している間開きます。 
スイッチを2の方向に強く巧ずと手を放しても自動 
で開きます。途中で止めたいときは、スイッチを 
どちらかに軽 < 押します。 

閉じるとを： 

スイッチを3のち向に巧している間閉じます。 


* 仕様などにより装備び異な口ます 


チルトアップ/チルトダウン： 

スライディングルーフび閉じているとさ、スイッチ 
を4の方向に巧すとチルトアップし、已の方向に引 
くとチルトダウンします。 

U モートコント□ールでお開閉操作びでさまず 
(46 ページ)。 

リモートコント □— ルで開閉できないとき 

バッテ U —交換やヒューズの交換などでスライディ 
ングルーフとバッテリーとの接続び断たれたとさ 
は、スイッチを操作しても、スライディングルーフ 
び自動で開閉できなくなり、スイッチを4の方向 
に押さないと閉じなくなりまず。また、 U モートコ 
ント□ールでスライディングルーフを開閉でさな 
くなりまず。これらの操作ができないときは、ス 
イ ッ チを4のち向に押してスライディングルーフ 
をチルトアップさせ、そのままスイッチを1秒間 
ま甲しつづけて<ださい。詳しくは指定サービスエ 
場におたずねください。 

么警告 _ 

參走巧中はスライディング j トフから頭や手を出さ 
ないで<ださい。けがをずるおそれがあじまず。 
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スライデイングルーフ 


知識 _ 

◊スライディングルーフを開いて走行すると、走 
行風の影響で空気の振動を感じることびありま 
す。これはスライディングルーフの開を具合を 
変えるか、ウインドウをかし開けば解消します。 

を意！ ' 

♦スライデイングルーフを閉じるときは、手や■言 ■ 
などを挟まないよラにミ主意してください。特に 
デ供にはを意してください。 

♦スライディング ルーフの 開口部に腰をかけた 
り、荷物を載せたりしないでください。スライ 
ディングルーフを損傷ずるおそれびあります。 

♦車から離れるとさや況車ずるときは、スライデ 
ィングルーフを完全に閉じてください。 

♦スライディングルーフの開口部から、角の尖った 
をのを出し入れしないでください。スライディ 
ングルーフのシール部を損傷するおそれびあり 
よ 9 〇 

♦降雨後や積雪後にスライディングルーフを開く 
とさは、ルーフ上の水や雪などを取り除いてく 
ださい。車内に水や雪などび入るおそれびあり 
ます。 

♦スライディングルーフび作動しないとさは、指 
定ヴービスエ場で点検を受けてください。 


巧きトライブ 
のために 


i 裝巧 





iia 
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スライディングルーフ 



スイッチで操作できないとを 

スイッチを操作しても閉じないとさは、ラゲッジ 
ルーム左側後部のカバーをかし、手動で閉じるこ 
とびでをます。 

手動で閉じるとを 

1 G 320 L / G 500 L / G 巳曰 L AMGI ま、ヴード 
シートを下げます (3 1ページ)。 

2ジョイントを引き抜き、カバーをがします。 

G 320はル物入れ内のカバーの取り付けネジを 
外してからカバーをがしまず。 

3 ノブを手前に引さます。 

4車載工具のソケットレンチを駆動部（六角形の 
ボルト）に差し込みます。 

己ソケットレンチの巧にドライバーを差し込み、 
ソケットレンチび抜けないよラに駆動部をまね 
します。 



開いているルーフを閉じるとを： 

時計回りにまわしまず。 


チルトアップしているルーフを下げるとき： 

反時計回 D にまわします。 


汪意！ __ 

♦ソケットレンチはしっかり奥まで差し込んでく 
だごい。差し込みび十分でないと、駆動部を損 
傷するおそれびあります。 _ 

♦無理にまわさないでください。スライデイング 
ルーフを損傷するおそれびありまず。 
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ボンネッ 



ソネットを開くとを： 

□ック辭除レノ（一を手前に弓 I きます。 



♦ボンネットか6がや煙が見えたときは、ボンネ 
ツトを開かないで<ださい。乂傷をずるおそれ 
がありまず。 


参走巧中は□ック解除レ/て一を引かないでくださ 
し、。ボンネットび開いて事巧を起こずおそれび 
あ0まず。 






















ボンネット 



ボンネットを閉じるとを： 

ボンネットを下げ、ボディとの距離が約 20 cm に 
なったところで手を放し、自然に落下させまず。 
完全に閉じなかったときは、もう一度ボンネットを 
開さ、おラかし高い位置から落下させて<ださし、。 


么警告 

♦走巧前に、ボンネットが確実に□ックされてい 
ることを確認してください。走巧中にボンネッ 
卜び開いて事故を起こずおそれがありまず。 

\ J 


ま意！ 

♦エンジンルーム巧にものを置いたままボンネッ 
卜を閉じると、ボンネットび変型ずるおそれび 
态〇ます。 

♦ボンネットを押さえつけないでください。ボン 
ネットび変型するおそれびあります。 
♦ボンネットを閉じるとさは、手を挟まないよラ 
にを意してくだごし、。 
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へツ ドラン ブガード 



1ドライバーでへッドランプケースの取り付けネ 2プラスドライバーでヘッドランプケース上側の 

ジを緩め、ヘッドランプケースを上に引き抜き ネジをがし' マウントを取りがします。 

9 〇 

を意， 

♦ネジをがすとへッドランプケース裏側のワッ 
シヤーび外れます。紛失しないよラにま意して 
ください。 


迂意！ _ 

♦取り付けネジは、へッドランプケースび引き 
抜ける程度まで緩めてください。緩ゆずざる 
とネジの脱落や紛失のおそれびあります。 
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知識 

◊へッドランプケースはへッドランプウォッシャー 
び取り付けられているため、取りがすことはで 
をません。 






へッドランプガード 



3へッドランプガードの図の位置にマウントをは 
め込み、ヘッドランプケースにネジ止めします。 
4ヘッドランプガードを下げ、ロックにはめ込み 
まず。 


5 へ、ソ ドランプケースを上から差し込みます。 

6取り付けネジを締め、ヘッドランプケースを固 
定します。 


汪意！ _ 

♦へッドランプガードやへッドランプケースは、 
さつくネジ止めしないでください。ヘッドラ 
ンプケースを損傷するおそれびあります。 
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燃料給油 □ 


燃料結油口の開閉 



車び解錠されているとさ、矢印の位置を押すとフ 
ラップび開さまず。 

閉じるとさはフラップを押します。 


キャップをかずとを： 

キャップを反時計回りにかしゆるめてタンク巧の 
圧力を抜いてからがします。 


キャップを取り付けるとき： 

キャップを時計回りにいっぱいにまわしまず, 






















燃料給油口 



燃料給油フラップび開かないとを 

車を解錠してを燃料給油フラップが開かないとき 
は、ラゲツジルームち側後部のカバーを外し、手 
動で□ックを外しまず。 


燃料給ミ由フラップ①□ック昭除 

1ジョイントを引さ抜さ、カバーを外します。 

G 320は、ル物入れ巧のカバーの取り付けネジ 
を外してからカバーをかします。 

2ストラップを引き上げて□ックを外し、車外か 
ら燃料給油フラップを開さます。 


[ 78 ] 







ステアリング 



エンジンスイッチび1か2の位置のとを、または運 
転席ドアび開いているときに運転席ドアのスイッチ 
でステア U ングの位置を調節することびできます。 


前後位置の調藝：スイッチを1のち向に巧します。 
上下イ立置の調整：スイッチを呂の方向に巧しまず。 


知識_ 

◊ステア U ングの位置は、運転席シートの位置や 
ドアミラーの角度と併せて記憶に6ぺージ)させ 
ることびでをます。 
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A 警告 _ 

参ステア U ングの調整は、必ず運お前に行なって 
くださし、。運お中に調整ずると、車のコント □- 
ルを失ラおそれびありまず。 

参運転中はステアリングのパッド部を持たないで 
ください。万一のと舌、エアバッグの作動を巧 
げるおそれびありまず。 

参ステアリングのパッド部にカバーをしたり、エ 
アバッグの上にバッジ、ステッカー、オーディ 
才のリモコンなどを貼りつけないでください。 
エアバッグの作動を巧ばたり、作動時にけがを 
ずるおそれびあ0まず。 


を意！ _ 

♦ステア U ングをいっぱいに切った状態を長くイ呆 
持しないでください。ステア U ング装置び損傷 
ずるおそれびあ0まず。 

♦故障などでエンジンを停止してけん引するとき 
は、十分ミ主意してください。エンジンが停止し 
ていると、通常のとさに比べてステア U ング操 
作に非常に大さな力び必要です。 


巧をドライプ 
のために 


奋を装扁 


通おする 
とき 


裘诸畜靈 

I 隱議 








ミラー 


ドア5ラー 



調整スイッチは運転席側インストルメントパネル 
にあ0ます。 

エンジンスイッチび1か2の位置のとき調整でを 
まず。 

1調整したい方(左またはち)の S ラーボタンを押 
します。 

2調養スイッチを操作して S ラーの角度を調藝し 
ます。 


ZL 醫告 _ 

参ミラー類は必ず走行前に、を方が十分確認でを 
るよラに調藝してください。走行中に調整ずる 
と、車のコントロールを失ラおそれがあ0まず。 

J 


迂思！ _ 

♦ドアミラーに写った像は実際よりも還くにある 
ように見えまず。ドアミラーで後方を確認する 
ときは十分を意してください。 

♦ドアミラーには死角びあります。車線変更をず 
るときは、おずルームミラーで後ちを確認して 
ください。また、肩ごしに直接斜め後方を確認 
して < ださい。 




知識 



〇ドアミラーにはヒーターび装着されていまず。 
外気温度び下びると自動的に温められ、凍結を 
防ざまず。 


◊ドアミラーの角度は、運転席シートやステア U 
ングの位置と併せて記憶 (26 ページ)させるこ 
とがでをます。 
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ニフ— 


ドア S ラーの 格納 

手で格納します。 


ま意！ _ 

♦走行するときはドアミラーを走行時の位置に戻 
してください。ドア S ラーび振動することびあ 
りまず。 

♦ドアミラーを動かしているときは、手を挟んだ 
り、異物び挟まったりしないよラにミ主意してく 
ださい。車の周りに子供びいるときは、特にを 
意してください。 

♦洗車機を使用ずるとさはミラーを格納してくだ 
さい。ミラーを損傷するおそれびあります。 

♦ ドアミラーは車体の側面から突き出ていまず。 
すれ違いや車庫入れのとさ、また、ホ行者など 
に十分注意してください。 

♦ドアミラーの巧れを取るときは、必ず純正のガ 
ラスクリーナーを使用して<ださい 。ミラーが 
変色するおそれびありまず。 


後退時の助手席ドアミラー 

セレクターレバーを 13 に入れたときに、 助手席ド 
アミラ…び自動的に下向さにな0、車両後方下部の 
視界を確保して後退を容易にずることびできます。 
エンジンスイッチび吕の位置のときに作動します。 

ミラーは次のいず.れかのときに元の位置に戻り 
ふ d 〇 

◊セレクターレバーを13から他の位置に入れて 
から約10秒後 

◊車速び約] Okm/h が上になったとき 
◊運転席側 S ラーボタンを巧したとを 

マルチフアンクシヨンステアリングで設定した D 
解除することびできます。 

設定と解除については] 33ページの各種設定をご 
覧ください。 


霊ドライブ 

のために 


巧全夏巧 




冀ぶ冀バ 
露诏巧社み..參"苗 

1駕遍羣萬 
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巧一 



後退時の助手席ドア s ラー角度を調整し、記憶さ 
せることびできます。記憶させるとさは、エンジ 
ンスイッチを2の位置にして、ブレーキペダルを 
踏み、じ(下の操作をしまず。 

後退時の助手席ドアミラー角度を記憶させるには： 

1助手席側 S ラーボタンを押します。 

2セレクターレバーを13に入れます。 

3調整スイッチで、後退時に自分が後ちを確認し 
やずい角度にドアミラーを調整しまず。 

4 メモ U —スイッチを巧し、約3秒しソ巧に調整ス 
イツチの下側を巧します(このとさ S ラーは動さ 
まはん)。 

この後セレクターレバーを13に入れるとミラー 
がこのとをの角度になります。 
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ニフ- 


ル—ムニフ_ 



自動防应ルーム5ラー 

夜間、エンジンスイッチび吕の位置のとき、ルーム 
S ラーのセンサーび後続車のライトを受けると、 
自動的にルーム S ラーの濃度び変わり眩しさを 
防止しまず。 


巧識_ 

◊ルームミラーのセンヴーに後方からのライトび 
当た5ないとさは自動防腔しないことびあり 
ます。 


◊セレクターレ八'—び因に入っているときやルー 
ムランプび点灯しているときは自動防眩されま 
せん。 



__ J 

f ま意！ 

■N 


♦ミラーのガラスび破損ずると、液体び漏れ出ず 
ことびありまず。この液体はものを腐食させる 
性質びありますので、皮膚や目に直接触れない 
よラを意してください。 

♦万一、液体び目に入ったときは、ただちに大量 
の水で日分じ Lb 洗眼し、医師の診断を受けてく 
ださい。 

♦液体び車の塗装面に垂れたとさは、ただちに水 
で湿らせた巧などで拭き取つてください。 


巧全どフィブ 
のために 


巧を酒 


運拓ずる 
まえに 


，法雲み 

.とを 


お 


— 


ぶ：^^ 一 

—1 
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メ —夕 — > } てタル 



田メーター照度調節ボタン/リセットボタン 且タコメーター _ 

1分間あたりのエンジン回乾数を表示します。 

メーター照度調節ボタン： 

ボタンを時計回りにまわすとメーター巧が明る 
くなり、反時計回りにまわすとメーター内び暗 
<なります。 

U セツトボタン： 

卜 U ップメーターを1」セットしたり、各種設定を 
工場出荷時の設定に戻ずときなどに巧します。 
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メ —- 夕—八本ル 


回スピードメーター 

車の走行速度を表おします。 

速度の表示単位をマイル ( mph ) に変更すること 
もでさますび、マイル表示にするとキ□メーター 
表示に比べ、同じ数字でち約1 .6 倍の速度になり 
ます。速度の出しすざを防ぐためキ□メーター 
表示で走行してくださし、。 

表示の切り替えについては122ぺージをご覧く 
ださい。 


知識_ 

◊1 マイル ( mph ) は約] .6 km / h です。 

◊マイル表をを選択すると、卜 U ップメーターの表 
示ちマイル表示になりまず。 


H 燃料計 

燃料の残量を表示しまず。 

燃料タンク容量は約9日6です。 


ミ主意！ _ 

♦給ミ由のとをはエンジンを停止してくだホし、。 



m 燃料残量警告口 

燃料の残量び少なくなると点灯しまず。 

加えて、マルチフアンクシヨンディスプレイに 
"力''ソリンリヴ'’-アカ''ソリンスタンドヲ刑''シ巧"と表示さ 
れまず。 

警告灯び点灯したとさの残量は約20《です。 


知識 

◊走行前に燃料の残量び十分あることを確認して 
ください。高速道路や自動車専用道路などでの 
^燃料切れは道路交通ま違反になりまず。_ 


蠢どフィプ 

のために 


巧を装楠 


運転ずる 
ま无に 


nil 


:とを 


I 誦 
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メータ— パネル 


B 表示巧と警告好 

エンジンスイッチび2の位置のとき点灯し ( A イ 
ビーム表示灯、方向指お表示なを除く）エンジ 
ン始動後に消丹します。 

消巧しなかったり、走行中に点灯したときは、 
ま全な場所に停車し、指定サービスエ場に連 
絡してください。 





LIM 



ハイビーム表示好 ( 137ぺージ） 

ち向指お表示:打 (1 40ぺージ） 

可変スピード I」 S ッター 表示灯 
(1 8 2ぺージ） 

エンジン警告巧 (1 49ページ） 
シートベルト警告の (33 ぺージ) 


SRS 


エアノ（ツグシステム警苦'灯 (40 ぺージ) 


■㈱ 1 ブレーキ 警告讯172ぺ-ジ) 
A BS 警告讯174ぺ-ジ） 


下記3つの表示灯/警告打は、他の表示巧/警普灯 
と同様に点灯しますび、表お丹/警告灯として作 
動しません。 


DTR 




a マルチフアンクシヨンディスプレイ 

各種警告や各種設定などを表示します。 
エンジンスイッチを1か2の位置にずるか、ド 
アを開くと表示したままになります。 


知識— _ 

◊エンジンスイッチび0の位置のとき、またはキー 
を差し込んでいないとをにスレチフアンクシヨ 
ンディスプレイを表示させたいときは、1」セッ 
トボタンを巧してください。約30秒間表示さ 
せることびでをまず。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


故障/酱告メッセージ： 

車やシステムに異常が発生すると、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに故障/警告メッセージび 
表示されます。 


ABS システム 



1) 表示機能または ABS システムび故障していま 
ず。指定サービスエ場で点検を受けて<ださし V 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


江意！ 

♦ホ色の故障/警告メッセージび表示されたとき 
はアラームび鳴ります。 

♦故障/警告メッセージによってはアラームび鳴 
る場合もあります。 



觸巧一！ n 心 r ぶ 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


ABS 故障 


ABS 

シュウリヒッヨウ 

(©) 


] 行目 

2行目 

ABS 

シュウ U ヒツお 

シュウリヒツ巧ぃ 

イングケ-タカ'’ ] シヨウテ''ス 


1) 表示機能または A 巨 S システムび故障していま 
ず。指定サービスエ場で点検を受けてください。 


バッテ U —巧 電 

ハ、、ッテト /オルタネ-夕- 
シュ則 ヒツヨウ 


口 n 



]行目 

2行目 

A '' ッテリ-/オルタネ-》- 

シュウリヒツが 


バッテ I 」一び充電されていません。 

ソベルトび切れている可能性びありまず。 V ベル 
卜を交換してくだごい。あるいは冷却水ポンプび 
故障している可能性があります。このとをはオー 
バーヒートし、エンジンを損傷するおそれびあ0 
ます。指定サービスエ場に連絡してください。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


プレーキパッド摩耗 



ブレーキパッドび摩耗していまず。交換の必要び 
あります。指定サービスエ場で点検を受けて<だ 
さし、。 


に 9] 


ブレーキオイル 


] 斤目 

2行目 

フ"レーキオイル 

シュウリヒツお 


指定サービスエ場で点検を受けてくださし、。 



A 警 告 

参 U ザープタンクのブレーキオイル量び不足して 
いると、ブレーキシステムが故障し、プレーキ 
が作動しないおそれがありまず。 

参ブレーキオイルの補給はしないで<ださい。 

参車を走行させないで指定ヴービスエ場に連結し 
て < ださい。 


田 f フィプ 
のために 


巧全装巧 







マルチフアンクシヨンディスプレイ 

ブ レー キシステム 駐車ブレーキ 


EBV 


チュウシャ r レ-キ 

シュヴリヒッヨウ 


カイシ''ヨシテクタ''サイ！ 

(の) 


備 


1行目 1 

2行目 

1行目 

2行目 

EBV 

シュウリヒツヨウ 

チュウ外アレ-キ 1 

フ''レ-キヲフンテ'' クタ''ガイ！ 

チュウシサフ。レ-キ 

カイシ'' 3 シテク》''サイ！ 


ブレーキシステムび故障しています。ただちに指 

をサービスエ場で点検を受けてください。 駐車ブレーキび解除されていません。駐車ブレー 

キを解除してください (1 72ページ)。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


シートベルトシステム 



1巧目 1 

2行目 

シ-卜 V ルトシステム 

シュウリヒツ巧 

シ"ヨシユセキシ-卜 

シ-卜 V ルトヲ巧クタ'‘サイ！ 

ウンテンセキシ-卜 

シ - K '' ルトヲシテクタ''ヴイ！ 


指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 


テールゲート 


] 行目 . 

2行目 

トランクカ'' ?イテイな！ 



テールゲートびロックごれていません。速やかに 
ま全な場所に停車し、確実にテールゲートを閉じ 
てくだごい。 
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巧全どフィブ 
のために 


巧を装備 










マルチフアンクシヨンディスプレイ 


を却水（レベル) 



冷却水量び不足しています。冷却水レベルを点検 
(吕40ページ）し、必要であれば補給但41ぺージ) 
して<ださい。また、必ず指定ヴービスエ場で点 
検を受けてください。 


を却水(温度) 



1) V ベルトが切れている可能性びあります。走行 
する前に V ベルトを交換してください。"テイシゃシ 
テ I ングンヲテイシ"といラメッセージび表示されて 
いる間はエンジンを始動しないでください。エ 
ンジンを損傷するおそれびありまず。 

2) :令却水の冷却ファンび故障しています。オーバー 
ヒートしないよラに冷却水の温度にミ主意してくだ 
さい （1 07ページ)。ただちに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


ライトシステム 



1 行目 

2 行目 

ヒグリ□-ヒ - ム 

ランアラテンケンシテクタ‘‘サィ！ 

ミキ'' 日-ヒ*-ム 

ランアヲテ:/ケンシテクタ、、サィ！ 

トレ-ラけ'' IJ ホウ]ウシシ''トウ 

ランつ。 ヲテンケンシテクダ'サイ！ 

トレうミドホウ]ウシグトウ 

ランでヲテンケンシ方ダ'サイ！ 

トレ-ラフ''レ-キランフ° 

ランつ’ヲテンケンシテクタ''サイ！ 

トレ-ラヒタ‘リ 1 いう前。 

ランフ’ヲテンケンシテクタ''ヴイ！ 

トレ-ラミキ'' A'' ジクラの’ 

ランつ。ラ テンケンシテクタ''サイ！ 

才-巧チックライトオン 

キ-ヲヌィテクダヴィ！ 

け’リホウ]ウシグトウ 

ランつ‘ヲテンケンシテクタ''サイ！ 

ヨヒ '' ランフ‘テントウド> 

ミキ'' ホウ]ウシシ•トウ 

ランフ’ 5 テンケンシテクタ"サイ！ 

化'' ラン T テントウド> 

ヒグリミラ-が]ウシグトウ 

ランつ。 3 テンケン '方クタ“サィ！ 

ミキ'' ミラ-ホウ]ウシシ''トウ 

前。ぅ テンケンシテクダ、ヴィ！ 

け''り]□ントが]ウシ'：/‘トウ 

ランつ。 3 テンケンシテクタ、、ヴイ！ 

ヨヒ '' ランフ’テントウド） 

ミキ'' フ□ントが]ウシシ'、トウ 

ランつ‘ヲテンケンシテクタ'’ヴイ！ 

化'' ランフ。テントウド> 


トレ-ラ7‘レ-キランフ ’3) 

シュウリヒツが 

フ''レ-キラン]。の 

シュウリヒツが 

ヒタ''リつ''レ-キ ぅ、び 

ラン T ヲテンケンシテクグサイ！ 

ミキ"フ '' レ-キラン]‘ 

ランつ。3 テンケンシテクタ‘'サイ！ 

A イ巧ントストの‘ランフ‘ 

ラン T ヲテンケン巧クタ''サイ！ 

ヒグリ； t イヒ"-ム 

ランフ‘ヲテンケンシテクタ''サイ！ 

ミキ、、 A ィヒ、、-ム 

ランつ’ヲテンケンシテクタ'‘サイ！ 

ヒタ 1」 ライセンスラン： r 

ランフ°ヲテンケンシテクタ''サイ！ 

ミキ'' うイセンスランフ‘ 

ランフ‘ヲテンケンシテクタ''サイ！ 

ランフ° 

ランフ’ヲヴシテクタ'‘サイ！ 

ヒタ '' U つォグ 州。 

ランフ°うテンケンシテクタ''ヴイ！ 

ミキ'' 1が、' ランフ‘ 

ランフ°うテンケンシテクタ''ヴイ！ 

オフこシテクタ''サイ！ 

リヤ 1か'' ランフ° 

ヨヒ '' ラン]’テントウド> 

リヤ つが'、 ラン フ° 

ランフ°ヲテンケンシテクタ‘サイ！ 

ヒタ''リ？1 キンク'‘ラン]‘ 

ランフ°うテンケンシテクタ''サイ！ 

ヨヒ"ランフ‘テントウド ； 

ミキ‘'? I A 。- キンク•ランフ’ 

ランフ‘ヲテンケンシテクタ''サイ！ 

化'' j'JT テントウド> 

M ' ‘ジクランつ° 

ランフ’うテンケンシテクタ"サイ！ 

ヒタ''リテ-ル 子の。 

う V つ。う テンプンシテクタ''ヴイ！ 

化'' 力 T テントウド） 

ミキ"テ-ルランフ’ 

ランフ。うテンケンシテクタ''サイ！ 

化'‘ランフ‘テントウ!の 
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マルチファンクションディスプレイ 


ヒタ'‘リキソク’ランフ° 

うつつ。う テンケンシテクタ"サイ！ 

化'‘ラン:7°テントウ!の 

ミキ'' jr - キンク"ランフ° 

ランフ‘ヲテンケンシテクタ''サイ！ 

化'‘ランフ°テントウ!の 

シュウリヒツがぃ 

テ''ィスつ。レイ ] ショウ 


1) 表示機能またはライトシステムびが障してい 
まず。 

2) 電球び切れたときは、他の電球が代用されます。 

3 ) ブレーキランプび遅れて点灯、または点灯 
したままにな0ます。ただちに指定サービスェ 
場で点検して< ださい。 

電球交換については262ページをご覽ください。 


ランプセンサー 


ラン: r センサ 
シュウりとツヨウ 



] 行目 

2 行 目 

ランフ‘センサ 

シュウリヒツ巧 


ランプセンサーに異常び発生ずると、ヘッドラン 
プが自動的に点打します。指定サービスエ場で点 
検を夏けてください。 


へッドランプび自動で点巧したままのときは、マル 
チファンクションステアリングでを種設定のへッ 
ドランプ機能を"マこュアル"に切り替え （12 已ぺージ)、 
ライトスイッチで操作します。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 
ボンネット 



ボンネツトび完全に閉じていません。73ページをご 
覧くださし、。 


エアフィル ター 



エンジンのエアフィルターび詰まっています。 ホ旨 
をサービスエ場でエアフィルターを交換してくだ 
さし、 



霊どフィプ 

のために 


巧を装巧 




sli 

1 . 1•，で 一*. 


嘴翅ぶ：囊藻羅が 

>•. に-:.? f 、、. 。.一ぶ X 一 ' P ' 'T 一%'^:'; 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 
エンジンオイルレベル 

エン'/ンオイルレへ''ル 
テイシャシテエン'/ンヲテイシ! 

粉 


1 行目 

2 行目 

I ングンオイルレ V ル 

レ V ルヲテンケンシテクタ"サイ！" 

エングンオイルレ V ル 

テイシヤシテ、 I ンシ、、ンヲテイシの 

エングンオイルレ VJ レ 

オイルうヌイテクグサイ 3 > 

エングンオイル 

シュウ リ ヒッヨウ 4 > 

I ンシ''ンオイルレへ•ル 

シュウリヒツヨが 


1) ただちにエンジンオイルレベルを点検してくだ 
さい （1 1日ページ)。 

2) エンジンオイルび不足していまず。 

エンジンを損傷ずるおそれびありまず。 

3) エンジンや王元触媒コンバーターを損傷ずるお 
それびあります。ただちにエンジンオイルレべ 
ルを点検してください （1 10ページ)。 

4) エンジンオイルレベルが限界まで下びつていま 
す。ただちにエンジンオイルレベルを点検して 
ください （1 10ぺージ)。 

エンジンからオイルび漏れていないか点検して 
<ださい。エンジンオイルに水び混入している 
可能性ちあります。エンジンオイルを点検して 
くださし、。 

5) オイルレベルの測定システムび故障していま 
す。指定サービスエ場で点検を夏けてください。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


SRS 



指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 


キ— 


]行目 

2行目 

キ-ヲ：]ウカンシテクタ''サイ 

シュウリヒツが 


指定サービスエ場で点検を受けて < ださい。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


巧変スピードリミッター/クル""■ズコントロール 



可変スピードリミッターまたはクルーズコント □- 
ルび故障しています。指定サービスエ場で点検を 
賣けて < ださい。 


ガソリンリザーブ 



燃料残量びかなくなっています 
早めに給油してください。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


ドア 


1行目 

2行目 

卜''アカ'' アイテイ7ス 



いずれかのドアび開いているか、半ドアになつ1 
いまず。速やかに安全な場所に停車し、確実に I 
アを閉じて < ださい。 


低電圧 


] 行目 

2行目 

アンタホ'’ルテ-シ'' 

I ンシ''ンヲスタ-トシテクタ''サイ！ 

アンタ’’ - r ルテ-':/'' 

テ'’ンソウヒンノスイッチヲオフ！ 


指定ヴービスエ場で点検を夏けてください。 


卜、アカアイテマス！ 


蜂 


アング- ホ、、 ルトシ'' 

ンソウヒンノスイッチヲオフ! 




黄まドライブ 
のために 


黄を装痛 


:養棄 

とき 


I 



U み、 


例 


W 転ずる 
ま克に 






マルチフアンクシヨンディスプレイ 


トランスファーケース 


TC シフトシ、‘ヨウケン 
ミタシテイナイ 


LOW 

HIBH 


1行目 

2行目 

TC シフい 


TC シフトゲ'ヨウケン 

ミタシテイナイの 

TC JI こュ-卜引ド） 


トランスファケ-ス 

シュウリヒツが 


1) エラーのため、トランスファーケースのシフト 
び中断されました。 

2) トランスファーケースのシフト条件を満たして 
いません。シフト操作をやり直してください。 

3) トランスファーケースびニュートラル位置にな 
ってまず。 

4) トランスファーケースび故障しています。指定 
ヴービスエ場で点検してください。 


ディスプレイ故障 


シュウリヒツヨウ 

インシ'ケ-夕-力'' コショウテ''ス 

G) 


1行目 

2行目 

シュウリヒツヨウ 

イソグケ-タカ'' ] シヨ巧''ス 


このメッセージは、エンジンコントロールユこッ 
卜から情報が伝達されないとさに表示されます。 
冷却水温度計、タコメーター、スピード US ッター 
インジケーター、クルーズコント□—ルなどの表 
おび正しく表示されない可能性びありまず。 

指定サービスエ場で点検を受けてください。 


トランスファーケースの選択については] 62ぺ一 
ジをご覧ください。 


《上 S 己な外の表示び出ることがあ0まず。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


ディスプレイ故障 



いくつかのシステムについての表お機能び故障し 
ています。システム自体が故障している可能性も 
あります。指定サービスエ場で点検を夏けてくだ 
さい。 


ウオッシヤー*液 


1巧目 

2行目 

ウオッシャエキ 

レ V ルうテンケンシテクタ''サイ！ 


ウォッシャー液び少、なくなってし^ます。 

ウォッシャー液の補充については、ウインドウウ 
ォッシャーシステム但46ぺージ)をご覧ください。 




ち？フィブ 
のために 


巧全裝煽 


; が^^ 

誦磐 


巧転ずる 
まスに 






マルチフアンクシヨンディスプレイ 


その他の表示画面、甚種設定機能 

前述の故障/警告メッセージ表示機能に加え、マ 
ルチファンクシヨンディスプレイ(多機能表示画面) 
には、メーターパネル下側画面に、エンジン冷却 
水温度などの情報を表示させた D 、 ルームランプ 
消灯遅延時間などの設定項目を表示させて変更ず 
ることびでさます。 

拟下のよラに主要な機能び5つあ0ます。 

A インフォメーシヨン表示(項目を選んで表示さ 
せまず） 

情報表示例：エンジン;令却水温度、走行速度など 
B オーディオ表示(オーディオの作動状態を表お 
しまず） 

表示例：ラジオ選局周波数、 CD トラック番号など 
C 故障個所表示(項目を選んで表示させます） 

表示例：ウォッシャー液不足など 
D 各種設定(設定項目を表示ごせ、設定内容を密 
要することびでさます） 

設定項目例：車がランプ消!遅延時間、ルームラ 
ンプ消な遅延時間など 



エンジンをが水温度表示例 


E トリップコンピューター表示(走行距離や平巧 
速度などを表示させまず） 

表示例：区間走行距離、平均速度、走行可能距 
離など 

故障/警告メッセージについては、87ページをご 
覧ください。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


田マルチフアンクシヨンディスプレイ 


因 m 、 i ^ メイン画面選択ボタン 

鲁メイン画面を選びます。 


ステアリンクのスイッチ： 


回未使用ポタン 



B 区9、区2サブ画面切り智えボタン 

選択したメイン画面巧のサブ画面を切り替え 
ます。 


凸 ra 、 o 設定ボタン/音量ボタン 

サブ画面表示中に、設定項目を選んだり、 ON / 
OFF を選択します。 

各メイン画面とオーディオ画面表示中に操作ず 
ると、音量を調節できます。 




—i 


苗をどフィブ 
のために 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 



メイン画面一質： A インフォメーシヨン表示 （105 ぺ—ジ） 

ここではメイン画面のみを一覧にしています。メ B 才ーディオ表お （1 13ぺージ） 

イン画面を切り替えるときは、 m 、 または®を C 故障表示 （1 14ベージ） 

巧しまず。サブ画面については、それぞれの項目 D 各種設定 （1 1已ぺージ） 

をご覧ください。 E トリップコンピューター表示（134ページ) 

F 電話*(日本仕様には設定がありません） 


* 仕様などにより装楠げ巽なりまず 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


A インフオメーシヨン表示： 


姑巧なぶな苦. 

mm 

I ぶ*ッパ. 

苗球が知: 

吨鞍が 

ド•み1分を C 夕み—み》イ—. 


が4佑が-< い.. 

總奪總, 

|，->ょ*5-；*'たス>"-,卜- 



g 巧ずる 
とを 


雲ドラィプ 

のために 


お全装備 





マルチフアンクシヨンディスプレイ 


a メイン画面 

n トリップメーター 

U セット後の走行距離を表示しまず。 U セッ 
卜するとさは、「0000.0」になるまでリセ 
ツトボタンを巧しつづけまず。 

旦オドメーター 

これまで走巧した累積匪離を表をします。 
曰が気溫度(連度） 

車外の気温を表示します。表ち設定を変える 
と、走行中の速度を数値で表示します。 

凸時刻 

時刻を表おしまず。表示単位は、]2/24時 
間表示のいずれかが選べます。 

b 冷却水温度画面 

エンジン冷却水の温度を表示します。後述の該 
当説日月をご覧くださし、。 


C デジタル式速度計画面 
◊走行速度表示 

走行中の速度を数値で表示します。 

◊設定速度表示 

スピード1」 S ッターの操作により制限速度を 
設定ずると、設定した制限速度を表示しまず。 

d メンテナンスインジケーター画面 

メーカー指定点検整備の実施時期を表示します 
(1 日8ベージ)。 

e エンジンオイルレベル画面 

エンジンオイルの量を点検し、表示しまず （1] 0 
ページ)。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 



b を却水温度画面 

エンジンスイツチび2の位置のとき表示しまず。 


1國、または固を巧し、インフオメーシヨン表示 
メイン画面を表示させます。 

2巨3、または63を巧し、冷却水温度画面を表示 
させます。 


エンジン冷却水温度をバーグラフで表示します。 

指定の;ち却水を適切な混合比で使用しているとを 
は、約] 3び C までオーバ〜ヒートを起こしません。 
暑い曰の渋满時や上りあびつづくときなどに、冷却 
水温度び上びることびあ D ますび、オーバーヒート 
警告メッセージび表示されない限り、問題ありま 
せん。 


知識 

◊万一、才ーバーヒートび起さたとさは、自動的 
に警告メッセージび表示されます。92ページ 
をご覧ください。 


盡ドライブ 

のために 


霊窝楠 


,1s 

.' と e V 










マルチフアンクシヨンディスプレイ 



d メンテナンスインジケーター画面 

走行距離や走行時間などに応じて、メーカー指 
定点検藝備の実施時期を表示します。 

手動確認： 

エンジンスイッチび1、2の位置のとを表示します。 
1 M 、 または®を巧し、インフオメーシヨン 
表でメイン画面を表でさせます。 

2 Ea 、 または居 a を巧し、メンテナンスインジ 
ケーター画面を表示させます。 


自動表示機能： 

次のメーカー指定点検整備実施曰の約10曰前か約 
lOOOkm 前になると、走行中やエンジンスイツチ 
を2の位置にしたときに、メンテナンスインジケー 
ター画面び自動的に表示されまず。 

自動表示は約30秒後に、表示前の画面に戻りまず。 
表示中に画面を戻すとさは、 U セットボタンを巧 
しまず。 


表示メッセージ： 

表示メッセージは、曰頃の運転スタイルなどに応 
じてが下のよラに変化します。 

◊点検実施前 

"メインテナンス A 、 a " 

"メインテナンス巨、 0" 

"メインテナンス A 、 アト XX キ□メーター" 
"メインテナンス B 、 アト XX キ□メーター" 


◊点検実施時期 

"メインテナンス A 、 ジツコウシマス！’’ 
"メインテナンス B 、 ジツコウシマス！" 

◊実施時期を過ざたとき 

実施時期を過ぎたときは、 LU 下のメッセージと 
とちに警告アラームび鳴りまず。 

"メインテナンス A 、 XX ニチヲコエマシタ" 
"メインテナンス巨、 XX ニチヲコエマシタ’’ 
"メインテナンス A 、 XXkm ヲコエマシタ" 
"メインテナンス B 、 XXkm ヲコェマシタ’’ 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


江意！ 

♦メン了ナンスインジケーターには、エンジンオ 
イルレべルの点検は含まれていません。エンジ 
ンオイルレベルの点検は、該当画面り10ぺージ) 
、で運転者自貴び点検してくださし、。 


知識_ 

◊ "メインテナンス A " または、"メインテナン 
ス巨"は、次回のメーカー指定点検整備の内容 
を示すをので、どち5び表示されるかは日頃の 
運乾スタイルや走行距離などによ0異なりま 
す。詳しくは整備手帳をご覧ください。 

◊メーカー指定点検整備の実施時期までの走行距 
離は、一定ではなく、運転スタイルなどにより 
変わつてきます。エンジン回転数を適度に保ち、 
短距離短時間の運転を避けると、次の実施時期 
までの距離び伸びることびあります。 

◊パ'ッテ U — の接続をがしている間の経過曰数 
は、加算されません。 


リセット： 

メーカー指定の点検整備後に、整備を実施した指 
定ヴービスエ場でメンテナンスインジケーターを 
U セツトしまず。 

リセット後、次回メーカー指定点検整備までの基 
本サイクルは、走行距離では]己,000 km 、 曰数で 
は36曰曰に設定されまず。いずれかが、先に達す 
る時期を次回のメーカー指定点検整備時期として 
表示しまず。 


ま意！ _ 

♦メンテナンスインジケーターの1」セットは、専用 
の装置び必要です。適正な点検整備を行なった 
後に指定サービスエ場で U セットしてください。 
♦メンテナンスインジケーターの表示などに異萬 
を感じるときは、速やかに指定サービスエ場で 
点検を愛けてください。 


巧？フィブ 
のために 


巧を装堀 


里おする 
まえに 


.苗を？某ぶ 
雲ずる''一如覆壤5 

とを 


I— 


お iW 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 



e エンジンオイルレベル画面 

エンジンオイルの量を点検し、表示します 


迁意！ _ 

♦運輕前に必ずェンジンオイ j レ量を点すましてくだ 
ごし、。 


オイルレペルの点検： 

1車を安全で水平な場所に止めます。 

2エンジンを始動し、エンジンオイルを暖めます。 
3エンジンを止め、約已分待ちます。 

4エンジンスイッチを2の位置にしまず。 


_ タロ — SB& — _ 

◊画面に"エンジンオイルレベル、イグニッシ 
ヨンオン！"び表示されたとさは、エンジンス 
イツチを2の位置にしてください。 


己 m 、 または®を巧し、イン フオメーシヨ ン 
表示 メイ ン画面を表示させます。 

6臣3、または広 a を巧し、エンジンオイルレべ 
ル画面を表示させます。 

7約3秒後、"エンジンオイルレベル、ソクテイ 
チュウデス！"び表示されまず。 


_ミロ _己 bI _ 

◊エンジンオイルレベル画面を表示させると、確 
認のため、"ソクテイノトキ八クルマヲ、ス 
イヘイニシテクダヴィ"のメッセージび表示 
されます。車び水平でないときは、点検を中止 
して水平な場所に車を移動してから点検してく 
ださい。 

◊エンジンを止めてからの待ち時間び足りないと 
をは、"マチジカンヲマモッテクタ'サイ’’び 
表示されます （1 12ページ)。 
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マルチファンクシヨンディスプレイ 


8点検結果に応じ、しソ下のいずれかのメッセージ 
び表示されまず。 



対応： 

エンジンオイル量は適正です。 



対応： 

ェンジンオィルを約1 .0 £浦給してください。 


知識_ 

◊オイル量に応じて、表示数値び変わります。 
◊指定サービスエ場でオイル量を確認してくだ 
さし、。 

◊エンジンオイルの補給は、242ぺージをご覧 
<ださい。 



対応： 

エンジンオイルび多すざます。運転を中止し、た 
だちに指定サービスエ場に連絡してください。 

を 意！ 

♦エンジンオイルび多ずざると、エンジンや吉元 
軸媒コン y (—夕一を損傷するおそれびあります。 


霊どフィプ 

のために 


巧全装お 











マルチフアンクシヨンディスプレイ 


点検前待ち時間 

エンジンオイルレベルの点検時にエンジンを止め 
てからの経過時間び足りないと、オイルレベルび 
哀定しないため正確な量び測定でをません。 

エンジン停止後の経過時間は、しツ下の時間を目を 
にして < ださい。 

◊冷却水温度び高いとき：約已分 
◊冷却水温度び低いとき：約30分 

点検時に経過時間が足りないときは、し分下のメッ 
セージび 表示されます。 


汪思！ _ 

♦万一、点検をやり直しても結果び表示されない 
とさは、エンジンオイルレベルゲージでエンジ 
ンオイル量を点検してください(242ページ)。 

♦エンジンの回転中は、エンジンオイルレベルを 
点検できません。"エンジンオイルレべ J レ、エ 
ンジンテイシチュウノ5 ! ’’が表示されます。 

♦エンジン回乾中に、エンジンオイルレベル画面 
び表示されたとをは、エンジンに異常び起きて 
います。故障/警告メッセージ (96 ページ)を 
ご覧ください。 



対応： 

オイルレベルび安定ずるまで、しば5く待ってか 
ら点検をやり直して<ださい。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 
已才ー ディ オ 表示： 



ラジオ、 CD 、 カセットの使用時にそれぞれの情報 
を表巧します。 

才ーディオのメイン画面表お中に、 ZX 2 を押 
すと、ラジオの選局、 CD の選巧、テープ再生面の 
切り替えなどを操作でをます。 


音量調節： 

オーディオ画面と、他のメイン画面表示中のとき 

に、■を巧すと、音量を調節できます。 

表示巧容： 

な下の例では、ラジオ時の操作を説明しています。 

a 才ーデイオ OFF を示します。 

b プ U セット番号、周波数を表示します（ラジオ 
時)。 

C 巨3、区 a を巧すと、それぞれの方向に放を局び 
変わります。 

知識 ^ 

◊ラジオの選局は、周波数での選局とプ U セッ 
卜番号での選局のいずれかび選べまず。選局 
方法の密更は、各種設定 （1] 日ページ）をご覧 
くだごい。 

◊オーディオについては、別冊の取扱説明書をご 
覧ください。 


巧全どっろ 

のために 


巧を装捐 


is 







マルチフアンクシヨンディスプレイ 


C 故障表示： 


a 



故障や異常び起さたとを、車の状況をメッセージ 
で表巧しまず。 
a 故障はあ0ません 

b 故障件数画面(この例では「3件」あります） 

C 複数の故障びメモ U —されている 


手動確認： 

エンジンスイッチび1、2の位置のとき表示しまず。 
1 ra、 または®Iを押し、故障個巧表おメイン画 
面を表示させまず。 

故障びないときは‘‘〕ショ加'' 0" を表示します。 
故障びあると去は、故障件数を数字で表示し 
ます。 


2故障び複数のとさは、区3、または区 a を巧し 
て故障メッセージ画面を順番に表示させまず。 
すべて表示されると、故障件数画面かこ戻0ます。 

自動表示機能： 

走行中に故障び起をたときは、停車後エンジンス 
イッチを0の位置に戻したとき、またはキーを抜 
を取ると、故障件数画面 b が自動的に表示されます。 
故障個所び複数あるときは、 U セットボタンを押 
すたびに、なのメッセージび表示されます。 

リセット： 

エンジンスイッチを 1 か呂の位置にすると、故障 
メッセージの表示は消えまず。ただし、故障状況 
び変わらないとさは、自動表示機能により再びメ 
ッセージび表示されます。 


ミま意！ _ 

♦故障や警告メッセージの対象範囲は限られてお 

D、 すべての故障を検巧するをのではあ0ませ 

ん。これらのメッセージ表示機能は、運転者を 

支援するちのであ0、発生した故障について責 

任を負ラものではありません。 

♦表示される故障/警苦メッセージについては、 

87ページをご覧ください。 

\ _ . -- 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


D る種設定： 



※上記の内容は、取扱説明書作成時点のちので. 


予告な<変更されることびあります。 


a る種設定メイン固面 

巨 a を巧してグループ選択画面を表示させまず。 

b 設定グループ選択画面 

E3.B を押し、設定する項目のグループを選び 
ます。 

◊インストウルメントパネル （11 8ぺージ） 
◊イル S ネーシヨン （1 24ぺージ） 

◊シャ U ヨウ （ 1 28 ぺージ） 

◊コンフォート （131 ぺージ） 

知識 ^ 

◊低速走行時に限り、設定項目画面を表おさせた 
り設定の変更びでさますび、必ず停車中に操作 
して < ださし、。 


霊どフィブ 

のために 


を金讓 




画纖馨心 

お祭だむわな*巧 J 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 
巳を種設定項目ネリ期化画面 


セツ T イナ 

コウシ ''ョウシュツカシ''ノ 

わ、 VT イ 

リセットシマスヵ？ 
リセットホ''タン 


各グループ巧のすべての項目を工場出荷時の設定 
に初期化する(房す)ことびできまず。 

じ(下の手順で操作します。 

1 K1、 または!^を巧し、各種設定メイン画面を 
表示させます。 

2 U セットボタンを約3秒間押しつづけると、上 
記の初期化画面び表示ごれまず。 


d を種設定項目初期化完了画商 


セツ T イチヲ 
コウシ''ヨウシユツカ 
シ''ノセッティニリセットシマス 


3初期化画面の表示中(約己秒];!内)に、ち)ラ]度リ 
セットボタンを押ずと、初期化を実行し、上記 
の初期化完了画面び表示されます。 


知_識_ 

◊初期化画面び表示されてから約日秒間リセット 
ボタンを巧さずにいると、各種設定メイン画面 
a に切り替わ0ます。 

◊この操作では、ずべての項目を一括して初期化 
できますび、それぞれのグループ別に初期化す 
ることもできまず(次ページをご覧ください）。 
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マルチフアンクション デ ィスブレイ 

グループ別の項目初期化： 

インストウルメントパネル、イルミネーション、 

シャ U ョウ、コンフオートの各グループごとの項 

目を工場出荷時の設定に初期化する(戻ず)ことがで 

さます。 

必下の手順で操作します。 

iu 下の例では、イルミネーショングループを初期 

化ずる手順を説明しています。 

1各種設定メイン画面 a を表示させます。 

2巨 a を巧して、設定グループ選択画面 b を表示 
させます。 

3 B ■または D を巧して"イルミネ-ション"に反転表 
示を合わせまず。 

4巴3、または巨 a を巧して、いずれかの設定項目 
画面を表示させまず。 

己 U セットボタンを約3秒間巧しつづけると、初 
期化画面が表示されます。 

6初期化画面の表示中(約5秒な巧)に、もう]度 U 
セットボタンを押すと初期化を実行し、初期化 
完了画面び表示されまず。 

知識 

◊初期化画面び表示されてから約已秒間リセット 
ボタンを押さずにいると、設定グループ選択画 
面 b に切り替わります。 
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€幾费 

ii 議 





インストウルメントパネル 

※時刻表示むがの白抜き文字表記は、工場出荷時 
の設定(初期化)状態です。 
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インストゥルメントハ•ネル 
コウシ•ヨウシユッカシ•ノ 
古7テイニ 
リセットシロカ？ 


りをットホ’タン 




















マルチファンクシヨンデイスプレイ 


a さ種設定メイン画面： 



メイン画面を表示させる 

エンジンスイッチび1、2のとさ表示しまず。 
ira、 または IH1 を押し、各種設定メイン画面を表 
示させます。 

知識 

◊走行中は、設定項目画面の表示や設定変更はで 
をません。停車中に設定項目画面を表示してい 
るとき、車び動を出すとメイン画面に変わりま 
すび、再び停車すると表示させていた元の画面 
び表示されます。 


b 設定グループ選択画面： 



設定グループ選択画面を表示させる 

各種設定メイン画面日表示中に巨 a を巧して設定グ 
ループ選択画面を表示させます。 

設定グループを選ぶ 

1 ra または D を押して反転表示を移動させ、 
設定グループを選びます。 

2選んだグループ名を確かめ、区 a を押ずと、選 
んだグループ內の最初の項目設定画面が表示さ 
れます。 


霊ドラィプ 

のために 


巧全装な 


is 

:盛靠靡鑛 



謂屬認 ir 

ま邊^薦. 


漢壤潑 


V 表 -. 






マルチフアンクシヨンディスプレイ 


を種設定の項目画面使用上のま意 


C 時刻設定術）： 


知識 

◊が下につづく設定項目画面で数値や設定状態を 
変更ずると、画面を切 D 替えたとき自動的に新 
しい状態に変更されます。不意に変更されない 
よラに注意してください。 

◊設定が態の修正後に臣 a を押ずと修正値び設定 
され、前の画面に戻りまず。また、 sg を巧す 
と、次の画面を表示しまず。 

◊変更が不用なときは巨 a を押すと、次の画面を 
表73\しまず。 

◊舍種設定を途中で中止するとさや部分的な修正 
後は、1^、または®!を押すと、各種設定び 
中止され、他のメイン画面び表示されまず。 


シ。コクノセッティ 


シ、、カン 


14 


35 



時刻表示の「時間」表示を設定しまず。 


1■■または〇を押して反転表示部分の数宇を 
修正します。 

2修正後、区 a を押ずと修正値び設定され、次の 
「分」設定画面が表示されまず。 


广知識 

◊修正後に BI を押すと修正値が設定され、前の 
画面に戻ります。 


[ 120 ] 






マルチフアンクシヨンディスプレイ 


d 時刻設定(分）： 



時刻表示の「分」表示を設定しまず。 

1■■または〇を巧して反転表示部分の数字を 
修正します。 

2修正後、巨 a を巧すと修正値び設をされ、次の 
画面が表示されまず。 


色時計表' J 、 : 



時計の表お方法を切り替えることびできまず。 

12時間表示、24時間表示のいずれかを選びまず。 

1■■または〇を押して反転表示部分を移動し 
まず。 

2変更後、巨 a を巧ずと変更状態び設定され、な 
の画面び表示されます。 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 


f 温度表示勘立： 



外気温度とエアコンディシヨナーの温度表示単位 
を切り替えることびでさまず。 

摂氏(で)表示、華氏 ( T ) 表示のいずれかを選びます。 

1 ra または D を押して反転表示部分を移動し 
まず。 

2変更後、0を巧すと変更が態び設定され、な 
の画面び表示されます。 


旨スピードメーター表示単位： 



走行速度の表示単位を切り替えることびでをまず。 
キ□メータ^ ( km / h ) 表示、マイル ( mph ) 表示のい 
ずれかを選びます。 

1 ra または〇を押して反転表示部分を移動し 
ます。 

2変更後、巨 a を巧すと変更状態び設定され、次 
の画面び表示されまず。 

江意！ _ 

♦安全上の理由から、キ□メーター表示の使用を 
強くおすずめします。詳しくは、8已ぺージを 
ご覧ください。 





マルチフアンクシヨンディスプレイ 


h ディスプレイ表示言語： 



画面の表記言語(曰本語/巧語)を切り誓えること 
びでさまず。 

曰本語表示、英語表示のいずれかを選びます。 

1■■または D を押して反転表を部分を移動し 
ます。 

吕変更後、 eg を巧すと変更状態び設定され、次 
の画面び表をされまず。 


i 外気温度/速度の表示選巧： 



画面左下に常に表示ずるデータ(が気温度/速度表 
示)を切り誓えることびでさます。 

外気温度表示、走行速度表示のいずれかを選びまず。 

1 ra または H を押して反転表示部分を移動し 
ます。 

2変更後、区3を押すと変更状態び設定され、メ 
イン画面び表示されます。 
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ンディスプレイ 


ランフ‘スイッチング 
A ブト’みフ♦オフ 


セッティチ 

インストウルイント n •か 


かな-シヨン 
コれ•ヨウシュッカシ•ノ 
セッティニ 
リセットタス々？ 



\ 3 M 




ロケイタ-ライテイパ‘ 


厕 

OFF 

8 





わテイチヲ 
巧シ’ヨウシュッカ 
シ•ノセ7テイこリセットシ7义 



イルミネーション 

※項目設定画面の白抜き文字表記は、工場出荷時 
の設定湖期化)巧態を示しています。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


b 設定グループ選択画面： 



設定グループ選択画面を表示させる 

各種設定メイン画面 a 表示中に区 a を押して設定グ 
ループ選択画面 b を表おさせます。 

設定グループを選ぶ 

1■■または ■■ を押して反転表示を移動させ、 
設定 グループ (イルミ ネーシヨン) を選びます。 

2選んだグループ名を確かめ、 H を巧すと、選 
んだグループ巧の最初の項目設定画面び表ホさ 
れます。 


C ヘッドランプの点灯： 



へッドランプの点灯設定を切り替えることびでき 
ます。 

<マニュアル> 

一般的な設定で、ヘッドランプなどを点灯ずると 
きは、ライトスイッチを操作しまず。 

<ツネニテントウ> 

エンジンを始動ずると、へッドランプ(□-ビーム） 
などび常に点好します。 

1 ra または D を押して反転表示部分を移動し 
ます。 

2変更後、巨3を巧ずと変更状態び設定され、次 
の画面び表示されます。 


霊ドラィプ 

のために 


巧全装偏 






麵錢吗；：ぃ， 
塘視議知'7^: 
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マルチフアンクシヨンデイスプレイ 


知識 _ 

◊常時点灯モード(ツネニテントウ)で自動的に 
点灯するランプは、へッドランプ(□-ビーム)、 
車幅な、テールランプ、ライセンスプレートラ 
ンプです。その他の車かランプを点巧するとさ 
は、各スイッチを操作してください。 

◊常時点灯モードは、走行中の昼間点巧び義務づ 
けられている諸国に対応するものです。 

◊車がランプの消巧時に作動ずる消灯遅延機能を 
装備しており、ここで設定ずる点灯設定とは機 
能び異なります （1 37ページ)。 


d ロケイターライティングの設定： 



周囲び暗いときに乗車前の周囲を明るくするロケ 
イターライティングの点好設定を切り替えること 
びでをます。 

<ON> 

U モートコント□ール操作でドアを解錠ずると、 
へッ ドランプの車幅灯、テールランプ、ライセン 
スプレートランプ、フォグランプび点巧します。 

<OFF> 

□ケイターライティングは作動しません。 

1 ra または U を押して反転表示部分を移動し 
ます。 

2変更後、巨 a を押すと変更状態び設定され、次 
の画面び表示されます。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


e 車かランプミ肖な遅延時間： 

へット、、ランフ。ショウトウマテ''ノ 
チェンシ''カン 

60ヒ、、ョウ _ 

45ヒ''ョウ Q 

曲 MPW H 

15ヒ''ョり ™ 

0 じ37 _ 

周囲び暗いときにエンジンを止めると、まがラン 
プ消灯遅延機能により周囲を明るくしまず。この 
消な遅延時間を変更することびでき、下記のいず 
れかを選びます。 

<60、45、30、1已ビヨウ> 

それぞれの時間経過後に、車幅な、テールランプ、 
ライセンスプレートランプ、フォグランプび消丹 
します。 

<0ビョウ> 

消な遅延機能は作動せず、ずぐに消灯しまず。 
消灯遅延機能については137ページをご覧くだ 
さい。 

1 ra または〇を押して反乾表お部分を移動し 
ます。 

2変更後、巨 a を押ずと変更状態び設定され、次 
の画面び表示されます。 


ルームランプ消な遅延時間： 

ル-ム プノ1。 ショウトウマテ'' 
チェンシ''カン 

20ビヨウ ■ 


10ヒ'、ヨゥ H 

己ビヨり ™ 

0 ピヨゥ _ 

ルームランプには消巧遅延機能を備えています。 
この消な遅延時間を変更ずることびでさ、下記の 
いずれかを選びます。 

<20、1己、10、已ビヨウ> 

それぞれの時間経過後に、ルームランプび消灯し 
ます。 


<0ビョゥ> 

消灯遅延機能は作動せず、すぐに消巧します。 

ルームランプについては195ページをご覧ください C 


1■■または〇を押して反転表お部分を移動し 
ます。 

2変更後、巨3を巧ずと変更状態び設定され、次 
の画面び表示されます。 


苗全ドライブ 
のために 


巧藝お 


I 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 



シャ U ヨウ 

※項目設定画面の白おき文字表記は、工場出荷時 
の設定(初期化)状態を示しています。 
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マルチフアンクシヨンデイスブレイ 


設定グループ選択画面を表示させる 

1各種設定メイン画面を表示させます （1 1己ペー 
ジ)。 

2宮■種設定メイン画面 a 表示中に区3を巧して設 
定グループ還ホ尺画面 b を表示させます。 

設定グループを選ぶ 

1■■または〇を巧して反転表示を移動させ、 
設定グループ (シャ U ョ ウ)を選びます。 

2選んだグループ名を確かめ、 E 3 を巧ずと、選 
んだグループ内の最初の項目設定画面び表おさ 
れます。 



ラジオ表示画面のとき区3、 U を操作すると、受 
信放送局び変わります。このとさの選局ちミ去(受信 
周波数/プ U セット番号順)を切り替えることびで 
さます。 

<シュウ八スウ サーチ> 

放送局の夏信周波数によつて順次還局します。 

<プリセットメモリー> 

プリセットされている放送局を番哥慣に選局します。 

1 ra または〇を巧して反輯表示部分を移動し 
9 〇 

2変更後、区 a を押すと変更状態び i を定され、次 
の画面び表示されます。 
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マルチフアンクシヨンデイスプレイ 


d 車速感応ドア□ック： 


才-トマチック 
r アロック 


ON 


OFF 


車速感応ドアロック機能は、走行速度び約]已 km/h 
む上になると、ドアとテールゲートを自動的に施 
錠します。この機能の設定を切り替えることびで 
をまず。 

<0N> 

車速感応ドア□ック機能が作動します。 

<OFF> 

車速感応ドアロック機能は作動しません。 

詳しくは日3ページをご覧くださし、。 

1 ra または〇を巧して反輯表示部分を移動し 
ます。 

2変更後、 Ea を巧すと変更状態び設定され、次 
の画面が表示されます。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 



コンフォート 

※項目設定画面の白抜を义字表記は、工場出荷時 
の設定(初期化)状態を示しています。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 

設定グループ選択画面を表示さはる 

1各種設定メイン画面を表示させます （1] 巳ペー 
ジ)。 

2各種設定メイン画面 a 表示中に EI を巧して設 
定グループ選択画面 b を表示させます。 

設定グループを選ぶ 

1■■または D を押して反転表示を移動させ、 
設定グループ(コンフ オー ト)を選びます。 

2選んだグループ名を確かめ、区 a を巧ずと、選 
んだグループ内の最初の項目設定画面び表示さ 
れます。 


C エントランスヘルプの設を： 


エントランス〜口° 
サト、、ウ 


OFF 


ステアリングコラム 


運転席への秉り降りを容易にするため、ステアリ 
ングび上下します。この機能の設定を切り替える 
ことびでをます。 

<OFF> 

ステアリングは作動しません。 

<ステアリングコラム> 

ステア U ングび上方に移動します。 

エントランスヘルプ機宫封こついては55ページをご 
覧ください。 

1 ra または D を押して反転表示部分を移動し 
ます。 

2変更後、巨3を巧すと変更状態び設定され、次 
の画面び表示されます。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


d 設定項目のキー対応設定： 



普種設定の全項目の設定状態をキーごとに対応(記 
憶)させることびできます。 ON にすると、差し込 
んでいるキーに現在の設定げ態び記憶されます。 

<0N> 

差し込んでいるキーに設定状態を対応(記憶)させ 
ます。 

<OFF> 

異なるキーを使用してち、設定状態は変わりません。 

1 ra または〇を巧して反転表示部分を移動し 
ます。 

2変更後、区 a を押すと変更:!犬態が設定され、巧 
の画面び表示されます。 


e を退時助手席ドアミラー連動設定： 



車の後退時に、助手席側ドアミラーを下向きにす 
る機能の旨受定を切り替えることびでさます。 

<0N> 

後退時に助手席ドア S ラーび下向をになります。 

<OFF> 

後退時も助手席ドアミラー角度は変わりません。 

助手席ドアミラーについては 8] ページをご貴くだ 
ごし、。 


1田; 
まず 


または〇を押して反転表示部分を移動し 


2変更後、巨 a を押すと変更状態び設定され、な 
の画面び表示されます。 


雲どブィプ 

のために 


巧を装巧 





則；^一,战朝嘴戏パ巧*拭ぶパ引*む為. 

S が縫續 iUSI 巧 




マルチフアンクシヨンディスプレイ 


E トリップコンピューター表示 


旦 



a ショートト U ッブメーター画面 

エンジンスイッチび1、2の位置のとき表示しまず。 
m 、 または®を巧し、卜 I 」ップコンピューター 
表示メイン(ショートト U ップメーター)画面を表示 
させます。 

b □ングトリップ メーター 画面 

1ショートト U ップメ ーター画面 a を表示させまず。 
2 ES を巧し、□ングト U ップメーター画面を表 
示させます。 

ショートト I 」ップメーター画面 a は、エンジンを始 
動したときを起点として情報を表示します （ "スタ-卜 
お’）。 

ロングト U ップメーター画面 b は、卜 U ップメーター 
をリセ ッ 卜したとさを起点として情報を表おしま 
ず （ "リセットカラ’’）。 

表示する情報項目はいずれを同じです。 


1走行距離 ( km ) 

2経過時間 ( h ) 

3平均速度 ( km / h ) 
4平均燃費 ( km / I ) 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


リセット： 

◊シヨートトリップメーター 
宜動 U セット 

エンジンスイッチを0の位置にする、またはキー 
を抜さ取ってから約4時間たつと、自動的に U 
セットされます。 

手動リセット 

手動で IJ セットするときは、ショートトリップ 
メーター画面の表お中に 「 okm 」 び表示される 
まで U セットボタンを押しまず。 

◊□ングト U ップメーター 

1」セットボタンを巧さない限0、リセットされ 
ません。 

□ングト I 」ップメーター画面の表示中に「日 km 」 
び表示されるまで U セツトボタンを巧します。 


C 走行可能予測距離表示画面 

1トリップコンピューター表示メイン画面を表示 
させます。 

2区 a を巧し、走行可能予測距離表お画面を表示 
させます。 

エンジンスイッチび呂の位置のとさ、現在の燃料 
の残量から走行可能なおよその距離を計算し、予 
測値として表示します。 


迂意！ 

♦走行可能予測距離表示は、現在までの平均燃費 
と残り燃料から計算した予測値です。今後の走 
巧状況に応じて、大さく変動することびありま 
すので、早めに給油してくださし、。 


霊ドラィプ 

のために 


苗を装備 


謹響誦 

.' f :バ .にゴ 式-. 






ライトスイッチ 


ライ f -スィッチ 



m ずべてのランプび消巧 


AUTO 


オート(自動点巧/消灯) 
(138ベージ） 


夕た 


へッドランプの車幅灯、テールランプ、ラ 
イセンスランプ、およびスイッチなどのイ 
ルミネーシヨンランプび点灯 


お 


因 

B3 


スイッチを2段引くと、上記に加えで U 
アフォグランプび点灯し、スイッチ横の 
黄色の表示なび点灯 

ち側のノ くーキングランプび点打 


左側のノ（ーキングランプび点灯 


江意！ 

♦ライト(パーキングランプを除く）を消なしない 
で、エンジンスイッチからキーを抜き取りフロ 
ントドアを開くと、マルチファンクシヨンディ 
スプレイに"ランアヲケシテクダサイ!"と表示され、ア 
ラームび鳴りまず。 

♦フォグランプおよび U アフォグランプは、霧など 
の悪天候で、十分な視界び確保できないとさ政 
かには使用しないでください。対向車や後続車 
の迷惑になります。 

♦エンジンび停止している状態では、ランプを点 
のしたままにしないでください。バッテリーが 
上びるおそれびありまず。 


^1上記に加えてへッドランプび点灯 


の 


スイッチを]段引くと、上記に加えてフォ 
グランプび点灯し、スイッチ横の緑色の表 
示'灯び点巧 


知識 

◊パーキングランプは、エンジンスイッチび0の 
位置のとき、またはキーを差し込んでいないと 
さに点灯しまず。 


[13 旬 






ライトスイツチ 


上向を 

旦お 



パッシング 


下向き/上向きの切 D 替え 

下向を ：レバーを1の位置にすると、ヘッドラン 
プび下向さになります。 

上向き： レバーを2の位置にすると、へッドラン 
プび上向さになります。 

メーターノ くネル內の表示灯臣 I (86 ぺ一 
ジ)び点灯します。 

追い越しを図： エンジンスイッチわ n か2の位置 
(パッシング） のとき、レバーを3の方巧に引し、 
ている間、へッドランプの上向さ 
び点灯します。 

注意！ 

♦対向車びあるとさや市街地を走行ずるとさは上 
向さを使用しないでください。 


車がランプ消灯遅延機能 

周囲が暗いとをエンジンを停止する(キーび0の位 
置)と、へッドランプの車幅好、テールランプ、ラ 
イたンスランプ、フォグランプび点灯し、すべて 
のドアび閉じた後、一定の時間後に消灯しまず。 
消灯するまでの時間は、最長60砂までの範囲で 
15秒間隔で選ぶことびできます。0砂を選択する 
とランプは点巧しません。 

この機能を一時的に解除ずるとさは、エンジンを 
停止後エンジンスイッチを呂の位置にし再度0の位 
置にずるとランプは消;！:了します。 

夫口 poi 

◊エンジンを停止したとき点丹したランプはドア 
を開閉しないと約60秒後に消丹します。 


巧をどっィブ 
のために 


巧を装巧 


應藝 

い巧 ；、 t 八 ；^,.X 一 

.. … ) パ4 八、> &イ 
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ライトスイツチ 


へッドランブ 

へッドランプはマニュアルまたはオートで点灯/ 
消巧することができます。 

マニュアル： 

ライトスイッチを操作してライトを点な/ミ肖灯し 
まず。 

才一 S : 

トンネルなどの暗い場所や夜間の走巧、悪天候の 
ときなどに自動点口しまず。 

ライトスイッチを面5の位置に合わせまず。 

周囲び暗いとを、エンジンスイッチを1の位置に 
すると、ヘッドランプの車幅な、テールランプ、 
ライセンスランプび自動点灯します。エンジンを 
始動すると、上記に加えてへッドランプ(□ービー 
ム)も自動点巧します。 


迂意！ _ 

♦ライトの点巧/消巧に関ずる責任は運転者にあ 
りまず。ライトのオート機能は運転者を支援す 
るシステムでず。 

♦ライトスイッチをの位置に合わせても、状 
況により、自動点丹しないことびあります。こ 
のとさは、マニュアルでライトを点巧してくだ 
さい。 

♦ライトび才ートで点打しているときは、エンジ 
ンスイッチを1か2の位置にしたりエンジンを 
始動した後、エンジンスイッチを0の位置に戻 
してドアを開くと、"トト巧ックラン T オン!、キ-ヲヌイテ 
クタ''サイ!"と表おされまず。キーを抜き取らなし、 
と、 へッ ドランプの車幅巧、テールランフ、ライセ 
ンスランプなどび点灯したままになり、バッテ 
U —び上がるおそれびありまずので、必ずキー 
を抜いてください。 
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方向指お 


方向指示の操作 



知識 _ 

◊非常点滅灯を使用しているときに方向指おレ 
バーを操作すると、方向指示操作び優先され、 
左側またはち側の方向指示巧の点滅に切0替わ 
ります。中立の位置に戻すと、再び非常点滅灯 
に切り替わ0まず。 

◊ち向指示灯(サイドを除く)のいずれかの電球び 
切れると、表示巧の点滅と音の間隔び短くなり 
ます。速やかに電球を交換してくださいに目2 
ページ)。 


レバーを上または下へ操作すると左またはちの方 
向指示口が点ミ威します。 

メーターパネルの表示丹を点滅します。 

ステア IJ ングを戻すとレバーは自動的に戻ります。 
戻らないとさは手で戻して<ださい。 

車線変更など短時間だけ方向指示灯を使用ずると 
きは、方向指示レバーを手ごたえび感じられる位 
置にして手を放すと方向指お灯び3回点滅しまず。 
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ワイノ V 一* /ウォッシャー 


ワイパーの操作（フ□ント） 



エンジンスイツチび1か2の位置のときに使用でき フロントウインドウのセンサーび感知した雨滴量 

まず。レバーをまねすと、 LU 下のよラに作動しまず。や走行速度などに応じてワイパーの作動を停止、間 

A タモード、低速モードに自動的に切り替えます。 

0 の 位置：停 止 

I の 位置：ワイパーの作動び有動調整されます。 

II の 位置：低速モード 
川の 位置：高速モード 


巧全どフィブ 
のために 


巧を装が 


巧転ずる 
まをに 


11 



11 


[ 141 ] 

















ワイ八 6 — /ウォッシャー 


_知識 _ 

◊レバーびII、 III の位置になっていると、停車時 
または低速走行時にワイノ く一の作動び自動調整 
ごれます。 


注居;！ _ 

♦フロントウインドウび乾し、ているときはワイパー 
を使用しないでください。ウインドウの表面に 
細かい傷び付 < おそれびあ0ます。 

♦停車時にワイパーを使用ずるときは、通行人な 
どに水びかからないよラに注意してく ださし、。 
♦寒;令時にはワイノで一びガラスにおりつくことが 
あります。作動させる前に貼0ついていないこ 
とを確認してください。貼りついたままワイ 
パーを操作すると、ワイパーブレードやモーター 
を損傷ずるおそれびありまず。 

♦ワイパーに雪などの障書物び付着しているとさ 
は、エンジンスイッチからキーを抜き、障害物を 
取り除いてか5ワイパーを動かしてください。 
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ワイパ ー /ウオツシヤー 



エンジンスイッチび1か2の位置のとさ、矢印のち 
向に軽く巧ずとウォッシャー液び噴射せずにワイ 
パーび1回だけ作動します。この操作は、フ□ント 
ウインドウび濡れているとをだけ使用してくださ 
し、。スイッチを矢印の方向に強く巧し込むと、そ 
の間、フ□ントウインドウに向けてウォッシャー 
液び噴射され、ワイパーも作動します。 


U アワイパー/ウオツシヤー①操作 


リアワイ パー 


ウオツンヤ ー 


センターコンソールのスイッチで I 」アワイパーと 
U アウインドウウォッシャーを操作しまず。エン 
ジンスイッチび1か2の位置のとを作動します。 

U ァヮィパーの操作： 

スイッチの上側を巧します。 U ァワイパーび間夕 
モ〜ドで作動し、スイッチの表示巧び点灯します。 
停止するときは、再度スイッチの上側を巧しまず。 


ウオツシヤーの操作： 

スイツチの下側を押すとウォツシャー液び噴射さ 
れ、1」アワイパーび作動します。 


巧をドライブ 
のために 


巧を装が 


• 、 i . 、ザ Iv . ミ 

V .- V , ..•..奪 

巧兼家謹 


iis 












ワイパー/ウオツシャー 


ミ主 意！ _ 

♦ウインドウび巧れているときは、必ずウォッシ 
ャー液を噴射してからワイノ（一を使用してくだ 
さい。ウインドウの表面に細かい傷び付くおそ 
れびあ0ます。 

♦ウォッシャー液びなし、とさは、ウォッシャーを 
操作しないでください。モーターを損傷ずるお 
それびあります。 


知識 _ 

◊フ□ントワイパーび作動しているときにセレク 
夕ーレバーを lO に入れると、 I 」アワイパース 
イッチを操作しなくてお I 」アワイパーび自動的 
に作動しまず。リアワイパーはフ□ントワイパー 
のモー ドに応じてじ(下のよラに作動します。 

◊フ□ント ワイ パーび 間欠 モー ドのと き： 

• 間欠モードで作動します。 

◊フ□ントワイパーびほ速モードのとを： 

• ほ速モードで作動します。 

◊フ□ントワイパーび高速モードのとき： 

•低速モードで作動します。 

このとき、スイツチの上側を押すと間欠モード 
になります。 
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u アウインドウの量りを取るときに使用します。 
スイッチはエアコンパネルにあります。 

エンジンスイッチび吕の位置のとさに使用でさまず。 

使用するときはスイッチを巧します。表示巧び点 
灯しまず。 

スイツチを再度押すと作動を停止します。 


♦消費電力が大きいため、 U アウインドウの曇り 
び取れたらスイッチを切ってください。 

♦ U アウインドウに氷や雪び付いている場合は、 
取り除いてから使用してくださし、。 



◊ IJ アデフオガーは、約6〜17分後に自動的に 
スイッチび切れます。 


◊バッテ U —の電圧が低くなったときは、一時 
的にスイッチび切れ、表示巧び点滅します。 
電圧び回復すると、再び自動的にスイッチび 
入りまず。 














NOTE 
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運巧するとを 


エンジンスイッチ 148 

エンジンの始動と停止 150 

オートマチックトランスミッション 1已1 

セレクターレバー . 151 

パーキング□ックの解除 .] 已4 

オートマチックトランス=ッション車の 
運乾のしかた . 1己已 



ブレーキ 

172 

駐車ブレーキ . 

-... 172 

ABS . 

.... 174 

} 又ーク ト□ニックシステム 

175 

クルーズコント □ —ル 

178 

スピードリ5ッター 

181 

可変スピードリミッター . 

• • • • 181 


巧全どっィブ 
めために 


巧金装巧 


通あずる 
ま无に 
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體 

isn 


[ 147 ] 










エンジンスイッチ 


エンジンスイッチ 


A 警告 _ 

参ごく短時間でも、車か6離れるときはエンジンス 
イッチか6キーを巧いてください。また、モ供が 
乗車している場合は一緒に降ろしてください。 
いたず5か6車の黄進、义災など思わめ事故が 
発をずるおそれがありまず。また、が天下では 
車巧び巧常に高温になり、义傷や脱水症状を起 
こずおそれがありまず。 


凸：キーをあき差しする位置。 

D :エンジンをかけずに電気装備の一部を使用ず 
るとさの位置。 

旦：エンジンび回転中の位置。 

すべての電気装備び使用でさまず(パーキング 
ランプを除<)。 

B :エンジンを始動する位置。 

エンジンスイッチをいつたん 3 の位置までま 
わせば、手を放しても自動的にスターターびま 
わ0、エンジンを始動します。 



ステア U ングロック 

エンジンスイッチからキーを抜を取るとステア U 
ングび□ックされ、キーを差し込むとステア1」ン 
クの □ ックび解除されます。 
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エンジソスイッチ 


を思！ 

♦エンジンスイッチにエマ…ジェンシーキーを差 
し込むことはでをません。 

♦車のバッテリー上びりを防止するために、駐車 
時は必ずエンジンスイッチからキーをおいてく 
ださい。 

♦走行中にエンジンを止めないでください。エン 
ジンブレーキび効かなくなりまず。また、ブレー 
キやステア U ングの操作に非常に大きな力び必 
要になります。 


知識_ 

◊セレクターレバーび la に入っていないときは 
キ…を抜くことびできません。 

◊キーをエンジンスイッチに差し込んだままにす 
ると、キーびまわせなくなることびあります。 
そのとさはキーをいったん抜さ、再度差し込ん 
でまわしてください。 


エンジン警告な 

エンジンスイッチが2の位置のとを点打し 
(点なしないときは警告灯び故障していまず)エンジ 
ン始動後に消灯しまず。消灯しなかった0、走行 
中に点巧したとさはエンジンの制御システムに異 
甫び考えられまず。指定サービスエ場でただちに 
点検を受けてください。 



奇全どコイプ 
のために 


巧全装偏 


運捉ずる 
ま无に 








エンジンの始動と停止 


エンジンの 始動と停止 


エンジンを始動ずるとき 

1駐車ブレーキび確実に効いていることを確認し 
てください。 

2セレクターレバーび〇1に入っていることを確 
認してください。 

3確実にブレーキペダルを踏みます。 

4エンジンスイッチにキーを差し込み、アクセル 
ペダルを踏まずに3の位置までまわして手を放 
します。 

迂意， 

♦エンジンは、セレクターレバーび IM に入って 
いるとさち始動でさますび、安全のため、必ず 
セレクターレバーを la に入れ、ブレーキぺダ 
J レを踏んで始動してください。 

♦かしでも車を動かすときはエンジンを始動して 
ください。エンジンび停止していると、ブレー 
キやステア U ングの操作にが常に大きな力がお 
要になります。_ J 


知識 _ _ 

◊ライトやエアコンデイシヨナーなど、エンジン 
の負担になる装置のスイッチをオフにしておく 
と始動性び良< な0まず。 


エンジンが始動しないとを 

エンジンび始動しないときは、指定サービスエ場 
に連絡してください。 


知識 

◊始動でさないときはセレクターレバーの位置も 
確認してください。セレクターレバーび田！か 
13に入っていると、エンジンを始動ずること 
がでをません。 


エンジンを停止ずるとさ 

1車を完全に停止させまず。 

2ブレーキペダルを踏んだまま、駐車ブレーキレ 
バーを引き、セレクタ ーレバー を ia に入れまず。 
4エンジンスイッチを0の位置にします。 

已ブレ""キペダルから足をゆっくり放します。 


ま思！ 

♦水温び高めのときは、かしの間アイドリングが 
態でエンジンを;ち却してから、エンジンを停止 
して < ださし、。 


A 警告 _ 

•車を駐車するとをは、トランスファーケースを 
( N ) ①位置にしないで < ださい。 
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r — トマチックトランス s ッシヨン 


セレクタ ー レイ て一 



シフト位置： 

四 パーキング 

駐車およびエンジン始動/停止の位置。 


なリバース 

後退の位置。 

iiSl ニュートラル 

動力び伝わ日ない位置。押したり、けん引して 
ちらい車を移動することびできます。 

m ドライブ 

通常走行の位置。 

1速〜已速の範囲で自動的に変速します。 


151； 
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メータパネルのシフト位置表示 

〇〇テイッブシフト 

1〇の位置から©または©の方向に動かして 
変速範囲を選択しまず （1 已2ページ)。 


知識 

◊エンジンスイッチび 2 の位置で、ブレーキを踏ん 
でいないと、セレクターレバーを ra から動か 
ずことはできまはん。 



















才ートマチックトランス S ツシヨン 



セレクターレノく一び|〇にあるとさは、セレクター 
レバーを©または©の方向に動かし、路面や走行の 
状況に合った変速範囲を選択ずることびできます。 
選択した変速範囲(テイッブシフト位置)は、マルチ 
ファンクションディスプレイに表示されます。 


シフト位置： 

〇1速〜4速の範囲で自動的に変速します。 

坂道走行などに適していまず。 

■a ] 速〜3速の範囲で自動的に変速します。 

穏やかな上りや下りを走行するときなどに適 
しています。 

H 1速〜2速の範囲で自動的に変速します。 

険しい山道を走行ずるときや、エンジンブ 
レーキび必要なとを、他車をけん引ずるとさ 
などに適しています。 

a ] 速に固定されます。 

重い荷物を積んで発進するとさや、 la の位置 
よりお強いエンジンブレーキび必要なとさ 
などに適していまず。 
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オートマチックトランスミツシヨン 


知識 

◊セレクターレノ（一をなの方向に押して保持する 
と店■になります。 

◊ス J レチフアンクションディスプレイの表示が ra 
のとさにセレクターレバーを©の方向に巧す 
と、1段上のギアへシフトアップされることび 
あ0ます。 

◊セレクターレノ く一を今の方向に押して保持ずる 
と、走行速度に応じた変速範囲(ティップシフト 
位置） ra 、 H 、 H 、 〇 のいずれかび選択 
され、その位置びマルチフアンクションディス 
プレイに表示されます。 

◊セレクターレバーを©のち向に押すと、現在選 
択されている変速範囲で最を高いギアにすでに 
シフトされている場合は、1段下のギアにシフ 
卜します。 

◊巧 一、 自動変速や手動変速でさな<なったとさ 
など、トランスミッションに異常び起きると、 
自動的に エマー ジェンシ ーモー ドに切り醬わり 
ます。このモードでは前進用2速ギアと後退用 
2速ギアだけび選べ、走行ずることびできまず。 
後述の操作で、前進用または後退用ギアを選び 
ます。 
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1安全な場所に停車し、セレクターレバーを 
■ a に入れまず。 

2エンジンスイッチを 0 の位置にしてエンジン 
を止めます。 

3約] 0砂間待ってから、再びエンジンを始動し 
ます。 

4前進時は Ill に、後退時は13にセレクター 
レバーを操作します。 

m にいれると r 前進用2速ギア」、 la に入 
れると r 後退用2速」ギアに固定されます。 


江意 ■ _ 

♦エマージェンシーモードで走行するときは、動 
力性能などび大きく制限されます。十分に注意 
して走行し、速やかに指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 






才ートマチックトランスミッション 


パーキング□ックの解除 


注意！ _ 

♦前記の方法でセレクターレノ く一を動かせないと 
さは、指定サービスエ場に連絡してください。 
♦セレクターレバーを動かすことびできた場合で 
お、指定サービスエ場でただちに点検を受けて 
ください。 



オートマチックトランスミッションのセレクターレ 
バーを g ■から動かせないとをは、が下の方法で 
動かすことびでさまず。 

故障時に車をけん引されるときなどにが要になり 
ます。 


1 ドライバーなどをシフト表示の -10+ マーク下 
に差し込みち印の方向に巧します。 

吕巧したままセレクターレバーを BI から動かし 
ます。 


り 54] 




オートマチックトランスミツシヨン 


卜7チックトランス5ツシヨン車の運乾のしかた 


運転する前にオートマチックトランスミッション 
車の特性を理辭し、正しい操作をしてください 
(17 ページ)。 


オートマチックトランスミッション車の特性 
■ク U —プ現象とは 

エンジンび回乾しているとさに、セレクターレ 
バーを ra か la に入れてブレー丰ペダルからお 
を放すと、アクセルペダルを踏まなくても車び 
ゆつくりと動を出しまず。これをク U — プ現象 
といいます。 

■キックダウンとは 

走巧中にアクセルペダルを一気に踏み込むと、 
自動的に低速ギアに切り替わり、エンジンの回輯 
数び上びります。これをキックダウンといいます。 
これを和用すると、車を素早く加速させること 
びでさます。 


発進 

1エンジンを始動します。 

2 ブレーキペダルを踏んで、踏みしろや踏みごた 
えを確認します。 

3 ブ レーキ ペダルを踏んだ まま、セレクターレバー 
を走行の位置に入れます。 

4 駐車ブレーキを解除します。 

已ブレーキを徐々に戻して、アクセルペダルをゆつ 
くり踏み込みまず。 


^警告 _ 

♦アクセルペダルを踏んだ状態でセレクターレ 
バーを操作しないで<ださい。車び急発進ず 
るおそれびありまず。 


;主意！ 

♦急な坂道で発進するときは、駐車ブレーキを効 
かせたままブレーキペダルか 6 足を放し、アク 
セルペダルをゆっくりと踏んで、車び動き出ず 
感触を確認してか 6 駐車ブレーキを解除して発 
進してください。 


通常走行 

通常はセレクター レバーを lO にして走行しまず。 
アクセルペダルの踏み加減や車速に応じて、自動 
的に変速び行なわれます。 

素早く加速したいとを 

アクセルペダルを一気に踏み込むと、キックダウ 
ンし、素早く加速します。 

知識 、 

◊エンジンび冷えているときは、より高いエンジ 
ン回転数でシフトアップび行なわれます。 


苗をどミブ 
のために 


巧全あ循 


里ちずる 
ま无に 








才ートプチックトランス云ッシヨン 


坂道走行 
上り坂の走巧： 

坂の勾配に応じて ra 〜〇を選択ずると、エンジ 
ン回乾数の変化び少ない、なめらかな走行ができ 
ます。 

下り坂の走巧： 

下り坂を通常走巧の位置 m で走行すると、エンジ 
ンブレーキびさかず、速度び出すざることびありま 
す。このようなときは、坂の勾配に応じて g 〜 M 
を選択し、エンジンブレーキを効かせなびら走行 
します。 

■エンジンブレーキとは 

走巧中にアクセルペダルを離すと、車にブレー 
キカび働をます。 これをエンジンブレーキといい 
ます。エンジンブレーキは、低速ギアほど効き 
び強くなります。 

A 警告 __ 

•長い下り坂や急な下り坂では必ずエンジンブレー 
キを併用してください。ブレーキペダルを踏み 
つづけたり、急ブレーキを繰り返ずと、ブレー 
キの効きが悪くなり、万一のとを厚車でをなく 
なるおそれがあ0まず。 

♦急激なエンジンブレーキを効かせないで<ださ 
し、。スリップして車のコントロールを失うおそ 
れがありまず。 , 


滑りやずい路面での操作 

デフアレンシャル□ックをオンにし （1 己8ページ）、 
急加速や急減速を避けた運転をむびけて < ださい。 
滑0やずい路面では、車輪に必要政上の駆動力び 
かかると、車のコント□ールや制動距離に悪影響 
が出ることがありまず。 


A 警告 ___ 

参滑りやずい路面では、シフトダウンによる急激 
なエンジンブレーキを使用しないで<ださい。 
車のコント□ールを失うおそれがありまず。 


汪意！ _ 

♦シフトダウンはエンジン回転数の許容限度巧で 
行なってください。エンジン回転数の許容限度 
を超えると、エンジンな護のため、セレクター 
レバーを動かしてをシフトダウンされません。 
♦滑りやすい路面で発進ずるときは、タイヤを長 
時間空転させないでください。デファレンシャ 
ルギアを損傷するおそれびあります。 






才ートマチックトランスミツシヨン 


停ま 

セレクターレノ く一を III か13に入れたままプレー 
キペダルを踏みます。 

やむを得ずエンジンをかけたまま長時間停車する 
ときは、駐車ブレーキを確実に効かせ、セレクター 
レノ く一を 13 に入れてください。 

A 警 告 

♦停車中は空がかしをしないでください。万ーセ 
レクターレノ び la 、 la にあると車び急発進 
して重大な事故を起こずおそれびありまず。 


ミま意！ 

♦急な上り坂などではアクセルペダルの踏み加減 
によって停車状態を保たないでください。トラ 
ンスミッションに負担がかかり、過熱や故障の 
原因になります。 

♦停車中はブレーキペダルを確実に踏み、ク U — 
プ現象 （1 7、15己ぺージ)で車び動かないよラに 
してください。 

♦車び完全に停止しないうちにセレクターレバー 
を ra に入れないで<ださい。トランス S ッショ 
ン損傷の原因になります。 


驗車 

1ブレーキペダルを踏んだまま、車を完全に停止 
させ、 i ま車ブレーキを効かせます。 

2セレクターレバーを la に入れます。 

3エンジンスイッチを 0 の位置にし、キーを旅さ 
ます。 

4ブレーキペダルから足をゆっくり放します。 

么警告 ' 

♦車を駐車ずるとさは、トランスファーケースを 
( N ) の位置にしないでください。 

•車を離れるときはセレクターレバーを la にし 
てください。坂道に停ましているとをにセレク 
夕ーレバーび10、13にあると、まび動き出 
して重大な事故を起こずおそれがありまず。 


汪思！ _ 

♦急な坂道で駐車するときは、木片、石などを利 
用して輪止めをしてください。 

♦きから離れるときは、ウインドウとスライディ 
ングルーフを閉じ、必ず車を施錠してください。 


巧をドライブ 
のために 


巧を装お 


巧おずる 
まそに 












4 輸駆動車 


デフアレンシャルロック 



D センターデフアレンシャル□ツクスイッチ 
& U アアクスルデフアレンシャル□ックスイツチ 
凸フ□ントアクスルデフアレンシャルロックス 
イッチ 

凸表示口演） 

旦作動表示打(赤） 

デフアレンシャル□ックは、センター- " U アアクス 
ルーフ□ントアクスルの順序でのみ、スイッチを 
オンにずることびでさます。 

デフアレンシャル□ックをオンにずると、 ABS び 
解除されます。 


デファレンシャル□ックは、オフ□—ドや雪道走 
行時、あるいは脱輪などで片輪び空転し車び動け 
なくなった場合などに、脱出を容易にする緊急時 
の装置です。 

スイッチはインストルメントパネルにあります。 
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4 輪駆動車 



前輪の片側び空転しているとを後輪のち■側が空転しているとさ 

デフアレンシャル□ックの機能 

デファレンシャルロックは、センターデフ、リアデ 
フ、フ□ントデフを□ックずることにより、空転 
した車輪公がの車輪に駆動力を伝える磯構です。 

な下のとをにスイッチを操作して、デファレンシャ 
ルロックをオンにしてください。 

◊岩石路ゃ脱輪時など、片輪び宙に浮さ、走行でさ 
なくなった場合 

◊片輪び雪上にあり、他の車輪びアスファルト上な 
どで脱出できなくなった場合。 

脱出後は、ただちにデフアレンシャルロックを解除 
してください。 


前後輪の片側び空乾しているとさ 


デフアレンシャルロックの使いかた 


前輪の片側びま転しているとを： 

センターデフアレンシャル□ックをオンにしまず C 
後側の2輪に駆動力び伝わります。 


後輪の片側が空転しているとき； 

センターデフアレンシャル□ックとリアアクスル 
デフアレンシャル□ックをオンにします。空廣し 
ていない他の3翰(前側の2輪と後輪の片輪)に駆動 
力が伝わります。 


前後輪の片側び空乾しているとき： 

すべてのデフアレンシャル□ック（センターデファ 
レンシャル□ック、 I 」アアクスルデフアレンシャル 
□ック、フ□ントアクスルデフアレンシャル□ッ 
ク)をオンにします。空転していない他の2輪(前輪 
の片側と後輪の片側)に I 区動力び伝わります。 


;證為お 

擊 SI 

晓鸿非 








4 輪駆動車 


デファレンシャル□ツクをオンにずる： 

車輪び空転していないときに、車輪を直進状態に 
してから、デファレンシャル□ツクのスイツチを 
巧します。 

デファレンシャル□ツクび機械的に作動すると A 巨 S 
び解除されアラームび鳴り、メータ…ノ ':ネ j レの作動 
表示灯と^ ABS 警告巧び点巧し、マルチファン 
クシヨンディスプレイに " A 白 S キノウシマセン" 
と表示されます。 


—失口 _6ぶ_ 

◊スイッチを巧してから機械的に作動ずるまで 
は、若干の時間差びありまず。 


デフアレンシャル□ックを解除ずる： 

車輪を直進状態にしてから、デフアレンシャル□ッ 
クのスイッチを巧しまず。スイッチの表示灯び消 
灯し、マルチフアンクシヨンディスプレイの表示び 
消えます。 

デフアレンシャル□ックび機械的に解除されると、 
作動表示なび消灯します。 


知_識_ 

◊デファレンシャル□ックは、□ックするとをと 
は逆の順序で解除されます。 

◊ U アアクスルのデファレンシャルロックを解除 
ずると、フ□ントアクスルデファレンシャル□ッ 
クが自動的に解除されまず。 

◊センターデファレンシャル □ ックを解除する 
と、すべてのデファレンシャル□ックび有動的 
に辭除されまず。 

◊スイッチを巧してか6機械的に解除されるまで 
には、若干の時間差がありまず。 


[160] 





4 翰駆動車 

ミま意！ 

♦デフアレンシャル□ックをオンにするときは、 
速度を歩く程度まで落としてください。 

♦デフアレンシャル□ックをオンにずるとをは、 
必ず車輪び空乾していないことを確認してく 
ださい。車輪び空転しているときにオンにす 
ると、車び思わめ方向に飛び出ずおそれびあり 
まず。 

♦デフアレンシャルロックは緊急時の脱出などに使 
用した後はただちに解除してください。駆動装置 
を損傷するおそれびありあます。 

♦デフアレンシャル□ックを解除してち作動表示 
のび消 I 灯しないとさは、ステア I 」ングを大さ< 
切らないでください。駆動装置を損傷するおそ 
れびありまず。 

♦車を一軸シャシーダイナモ上で動かずときは、 
短時間であってち、駆動アクスル政がを持ち上 
げるか、フ□ペラシャフトをがしてください。 
このとき、センターデフアレンシャル□ックを 
必ずオンにしてください。トランスファーケー 
スを損傷するおそれびあ 0 ます。 


A 警告 

参緊急時の脱出ながは、雪道や凍結路でデフアレ 
ンシャル□ックを使用しないでください。また 
デフアレンシャル□ックをオンにしたときは、 
急発進をしないでください。車の向きび急に変 
わり思わめ事故につながるおそれがありまず。 

参デフアレンシャル □ ックをオンにしたまま舗装 
道路や固い路面を走行しないでください。差動 
機構び □ ックされて左ち前輪び等速で回乾ずる 
ので旋回持でを直進しよラとずる力が強く作用 
し、急激に直進状態に戻るときびあり、思わめ 
事故につながるおそれがあ D まず。 


を全どフイプ 
のために 


巧金装巧 


運あする 
まえに 


運おする 
とを 


I 

鄭 巧’‘ 


•裳：感を’ 




蓄雲 
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4 輪駆動車 


トランスファーケース 



急勾配の走行や渡河時、トレーラーをけん引する 
ときなど、強い駆動力を必要とずる場合は、トラ 
ンスファーケースを" LOW " にしまず。 

"し OVV " (し）： 

オフ□ー ド走巧用で、 I ’ H に H "( H ) に比べて速度び約 
1/2になります。 

" HIGH " ( H ) : 

一般道路走行用です。 


トランスファーケースの操作 

"H に H "( H ) か 5" L 0 W "( L ) にずる： 

1車を停止してエンジンび回転しているとさ、ま 
たは、走行速度が約 40 km / hiU 下のときにセレ 
クタ ーレバーを R ■に入れます。 

2トランスファーケーススイッチの " L 日 W " を押し 
まず。シフトび完了ずると、トランスファーケー 
スインジケーターに ( L ) と表示されまず。 
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4 輪駆動車 



" LOW "( L ) 力、百" HIGH "( H ) にずる： 

1車を停止してエンジンが回転しているとさ、また 
は走行速度び約7日 km / h のが下のとさにセレク 
ターレバーを UI に入れます。 

2トランスファーケーススイッチの" H に H " を巧し 
ます。シフトび完了すると、トランスファーケー 
スインジケーターに ( H ) び表示されます。 

故障/警ちメッセージについては100ぺージをご 
覧< ださい。 


注意！ _ 

♦マルチファンクションディスプレイに" TC シフト' 
ジョウケンミタシテイナイ"などと表示された 
場合は、シフトが行なわれていません。シフト 
操作をやり直してくださし、。 

♦マルチファンクションディスプレイに" TC 八 
ニュートラル"と表示されたり、トランスファー 
ケースインジケーターに （ N ) と表示された場合 
は、トランスファーケースびニュートラルになつ 
ています。シフト操作をやり直してください。 

♦マルチファンクションディスプレイに"トランス 
ファケースシュウ U ヒツヨウ"と表示された 
場合は、システムび故障しています。ただちに 
指定ヴ…ビスエ場で点検して < ださい。 
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巧をドライプ 
のために 
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4 ■輪駆動車 



車をけん引するとをは、駆動装置の損傷を避ける 
ため、トランスファーケースをニュ…トラルにし 
ます。 

ニュートラルにずるとを： 

1エンジンを停止します。 

2駐車ブレーキを効かせます。 

3ブレーキペダルを踏みます。 

4エンジンスイッチを2の位置にします。 

己セレクターレバーを IM に入れます。 

已トランスファーケーススイッチの" LOW" を4秒 
が上押します。トランスファーケースインジケー 
ターに (N) と表示されまず。 

故障/警告メッセージについては] 00ページをご 
覧ください。 


"LOW" または" HIGH" に戻ずとき： 

1エンジンを停止しまず。 

2駐車ブレーキを効かせます。 

3 ブレーキ ペダルを踏みまず。 

4エンジンスイッチを2の位置にします。 

己セレクターレパーを U ■に入れます。 

6トランスファーケーススイッチの" LOW" または 
"H に H" を4秒な上押します。トランスファーケー 
スインジケーターに （L) または (H) び表示され、 
駆動アクスルび接続されます。 

么警告 

参車を駐車ずるとをは、トランスファーケ-•スを 
(N) の位置にしないでください。オートマチッ 
クトランスミッションのセレクターレバー•が店！ 
の位置でを駆動アクスルが固定されないため、 
車が動を出し、思わめ事故の原因になるおそれ 
ぴあ〇まず。 ， 


知識 _ 

〇トランスファーケースび (N) にあり、駐車フレー 
キび解除された状態で運転席を開く と、 警苦音 
び鳴り、マルチファンクシヨンディスプレイに 
"TC 八ニユートラル"と表示されます。 







4 輪駆動車 


オフロードでの走巧 

自分の車の特性や操縦性を知ることにより、ま全 
に目的地に到達ずることびでさます。悪路走行の 
前に練習走行をされることをお勧めします。 

オフ□ードを走行する前にが下の文章をよくお読 
み < ださし、。 

1オフロード走行に入る前に、トランスファーケー 
スを " LOW " にシフトしてください （1 62ペー 
ジ） 

2荷物は確実に収納または固定してください (6 已 

ぺ一ごブ、 

3状況の把握でさない地形や路面では、最大限に 
を意して走行してください。走行する前に、車か 
ら降りて危険びないことを確認してくださし、。 

4低速でスムーズに走行し、常にホイールが地面 
に接していることを確認してください。 

已坂道はできるだけまっすぐに登り、まっすぐに 
降りて< ださい。 

6登りはじめと終わ0はなだらかな絲面を選んで 
走行してください。 

7下り坂では、走巧中にエンジンを停止させたり、 
セレクターレノ く一を m に入れないでください。 

8やむを得ず恶巧するときは、走行前にあらかじ 
め水深や地形を確認して < ださい。 

9走行中に車をジャンプさせないでください。車 
体や駆動装置を損傷するおそれびあります。 

10高低差のある段差を乗り越える場合は、左ち両 
輪で乗り越えて<ださい。車体や駆動装置を損 
傷ずるおそれびありまず。 


II 岩、巧、木の切り株、溝など、大さな障害物を避 
けて走行してくださし、。 

にドアウインドウとスランディングルーフは常に 
閉じておいて < ださい。 

13できるだけわだちの跡から外れないよラに走行 
してください。 

14ブレーキにミ尼ミちれびないか点検してくださし、 
また砂や±埃などびブレーキに入り込んでなし、 
か確認して<ださい。緊急時に十分なブレーキ 
力び得られないおそれがあ0まず。 

15オフ□-ドを走行ずるときは、クルーズコント 
□ールを使用しないでください。 

旧環境に配慮して走行し、自然破壊をしないでく 
ださい。 

オフロードを走巧する前に 
タイヤ： 

溝の深さと空気圧を点検してください （247 ペー 
ジ)。損傷びないか点検し、ル石などの異物び挟まつ 
ている場合は取り除いてく ださし、。 J りレブキヤップ 
び紛失している場合は、取り付けてください。 

ホイール： 

U ムが歪んでいたりホイールに損傷びある場合は、 
走行前に交換して < ださい。 

車載て目： 

ジヤッキび正常に動 < か点検してください。万一の 
ためにホイールナットキ ー、 けん引用ケーブル、巧り 
たたみ式スコップを車に積んでおいてください。 


巧をどっィブ 
のために 


巧金装楠 


運あずる 
まをに 
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4 輪駆動車 



上り坂の運輯 

◊±手や斜面では、まっすぐに走行してください。 
最大登坂能力は80%です。 

◊急勾配に差しかかったときは、トランスファーケー 
スを "LOW" 位置にしてください （ 162ベージ)。 

◊ぶ、要に応じてデフアレンシャル□ックをオンに 
してください （1 58ぺージ)。 

◊急斜面を走巧しているときは、車を旋回させな 
いでください。車び横転ずるおそれがあります。 
急勾配で登りされない場合は、後退して障りてく 
ださい。決して、 セレクターレバーを 阿に入れ 
て後退しないでくださし、。 

◊斜面を斜めに走行しないでください。車げ横転す 
るおそれびあります。斜面を斜めに走行する必要 
びあり、万一横転しそうになった場合は、ただち 
に斜面の下0側へステアリングを切り、姿势を立 
て直して < ださい。 


操作： 

1トランスファーケースを’ ’LOW" 位置にしてくだ 
さし、 

2化要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
してください。 

3上り坂の勾配に合わせてオートマチックトランス 
ミッシヨンの変速範囲を選択してください。 

4エンジンを高回乾までまわさないよラに走行し 
て < ださい。 


山間地の運車云 

山間地では、ゆるやかにアクセルペダルを踏み 
ホイールび駆動力を保っていることを確認してく 
ださい。 

婷作： 

1トランスファーケースを" LOW" 位置にしてくだ 
さい。 

2必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
して < ださい。 

3上 D 坂の勾配に合わせてオートマチックトランス 
ミッションの変速範囲を屢択してください。 

4エンジンを高回乾までまわさないよラにして低 
速で走行して < ださい。 
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4 輪駆動車 


頂上付近での運乾 

急な勾配を登り切る前にアクセルをゆるめ、車の 
惰性を利用して登ってください。 

このよラに走行すれば、車び跳ねたりせず、駆動 
力を失ラことがありません。これは下り坂での速 
度び上びりすざるのを防止する効果ちありまず。 

操作： 

1トランスファーケースを" LOW" にしてくださし、。 
2必要に応じてデファレンシャルロックをオンに 
してください。 

3上り坂の勾配に合わはてオートマチックトランス 
ミッションの変速範囲を選択してください。 

4エンジンを高回転までまわさないよラに走行し 
て < ださい。 


下り坂の運お 

◊フ□ントホイールび稱面に巧してまっすぐ下り 
方向を向くようにして、低速で走行してくださ 
し、。斜面を鮮めに走行すると、横滑りや横転、 
転覆のおそれびありまず。 

◊エンジンブレーキを効かせても減速できないな 
いとさは、を意深<ブレーキペダルを踏んで速 
度を下げてください。横滑りや横転を防ぐため、 
車び下り坂をまっすぐ下っているとをだけ、ブ 
レーキペダルを踏んでください。 


◊デファレンシャル□ックをオンにすると、 A 巨 S 
び辭除されます。これにより、一時的にフ□ン 
トホイールび□ックでをるよラになり、めかる 
みなどでのグI」ップび容易になります。 

ただし、ホイールび□ックするため、車の操縦 
性に影響をおよぼすおそれびあります。 

◊すべりやすい急な下り勾配を走行ずるときは、 
エンジンブレーキを効果的に利用しなびら車を 
横滑りさせないよラにま意深くブレーキペダル 
を踏み込んで < ださい。 

◊長い下り坂を走行した後は、必ずブレーキを点 
検してください。 

操作： 

1トランスファーケースを" LOW" にしてください。 

2必要に応じてデファレンシャルロックをオンに 
してください。 

3ティップシフト位置を D にしてくださし、。 

4エンジンを高回転までまわさないよラに走行し 
て < ださい。 


巧をドライブ 
のために 


巧全装楠 


巧拓ずる 
ままに 
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4 輪駆動車 



渡河するときの運転 

◊やむを得ずミ度巧ずるとさは、走行前に水深と川 
底の状況を確認して<ださい。 

◊を全な場所でテスト走行をしてください。水深 
び己 Ocm じ I 上のところは絶対に走行しないでく 
ださし、。 

◊歩く速度で、水深の浅い場所を選び、おりまず。 
水に入るとさは速度を上げないでください。波 
び立ちエンジンや車体を損傷するおそれびあり 
ます。 

OJI I の流れに対して直角または下流方向へ横断し 
てください。 


◊水の中では、波び立たないよラにゆっくりと一 
定の速度を保って走行してください。水の中を 
走行しているときは、シフト操作をしたり車や 
エンジンを停止させないでください。水の中は 
抵抗び大さいため、発進び困難になります。 

◊渡巧した後は、ブレーキの効さび悪くなりまず。 
ブレーキペダルを蟹 < 数回踏んでブレーキパッ 
ドを乾かしてください。また、タイヤの溝をな 
浄してください。 

操作： 

1トランスファーケースを" LOW " にしてくださし、 
2 必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
して < ださし、。 

3テイップシフト位置を D か H にしてくださし、 
4エンジンを高回転までまわさないよラに走行し 
て < ださい。 
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4 輪駆動車 



障害物を乗り越えるとを①運乾 

◊大さな石、木の切り株、その他の障害物を柔り 
越えるときは、左ちいずれか一方の前輪で障害 
物の中央を粟り越えてください。後輪も同様に 
してください。障害物の端のほラを乗り越える 
と、横滑りずるおそれびありまず。 

◊大きな障書物を秉り越えるとさは、ごく低速で 
走行して < ださい。 

◊障害物により車の底部や車体、駆動部を損傷さ 
せないよラにま意してくださし、。 


操作： 

1トランスファーケースを" LOW" にしてくださし、 
2必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
して <ださい。 

3ティップシフト位置を m にしてください。 

4エンジンを高回転までまわさないようにして、 
ゆつくりと走行してください。 


砂上を走行ずるとさの運転 

◊やわらかい砂の上での走行は、スタック(立ち往 
生）しやすいため、特にを意して運乾してください。 
◊砂地では車び埋まらないよラ、やや速度を上げ 
て走行して < ださし、。 

◊他の車び残した浅いわだちをなぞつて走行する 
と、スタックや車の損傷を防ぐのに有効でず。 

操作： 

1トランスファーケースを" LOW" にしてくださし、。 

2デファレンシャル□ックをオンにしてください。 

3オフロードの状況に合わせてティップシフト位 
置を選択してください。 

4エンジンを高回転までまわさないようにして、 
やや速度を上げて走行して < ださし、。 


巧全どっィプ 
のために 


を全装な 


運巧ずる 

きを 


逢杞ずる 
とき 
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4 輪駆動車 


わだちを走行ずるとさの運転 

◊他の車のタイヤ跡(わだち)び深い場合は、車の底 
部び地面に接触し、ホイールび地面から離れて 
走行不能になることびありまず。 

◊このような状況では、ぶ、ず車の地上ク U アラン 
スを確認してください。 

◊できるだけ深いわだちを避け、左ちどちらか一 
ちの車輪をわだちの間に棄せて走巧すれば、 車 
の損傷を防ぐのに有効です。 


操作： 

1トランスファーケースを" L 日 W" にしてくださし、 
2必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
して < ださし、。 

3ティップシフト位置をI画にしてください。 

4エンジンを高回転までまわさないよラにして、 
ゆっくりと走行してください。 
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4 輸駆動車 


オフロード走巧をの手入れ 

オフロード走行後は、車を点検することをお勧め 

しまず。 

手順： 

1トランスファーケースを" HIGH " にしてくださし、。 

2ヘッドランプ/テールランプ、ライセンスラン 
プを洗ミきし、損傷びないか点検してください。 

3ホイール、ホイール八ウス、ボディ底部、タイ 
ヤをジェット水流で洗浄し、タイヤに挟まった 
異物を取り除いてください。 

4植物や枝などび車体や駆動部に挟まっていない 
か点検してくださし、これらび挟まってしると 
火災の危険びあるほか、燃料系、ブレーキホース、 
アクスルジョイントとプロペラ シャフ トの カバー 
などを損傷するおそれびあります。 

已走巧後は、車の底部、タイヤ、ボディ、ステア 
リング、駆動系、排気系などに損傷びないか点 
検して < ださし、。 

6めかるみ、砂の上、水の中を走行した後は、ブ 
レーキディスク、ホイール、ブレーキパッド、ア 
クスルジョイントを点検し、掃除してください。 


7オフロード走行後、強い振動を感じる場合は、 
ホイ ー j レの隙間などに異物びかみ込んでないか 
点検して < ださい。 

車の損傷は乗りむ地を悪化させ、事故の原因になり 
まず。指定サービスエ場で点検して<ださし、。 


雲どコィブ 

のために 


巧金装滿 


巧巧ずる 
まをに 






ブレ ー■ キ 



作動させるとさはレバーを引さます。 

解除ずるときはレバーをかし引さ上げなびら、ノ 
ブを巧し込んで、レバーを下げます。 


江意！ _ 

♦駐車ブレーキは車び完全に停止してからレバー 
を引いて < ださし、。 

♦急な坂道に薛車するときは、タイヤに輪止めを 
して < ださい。 


A 警告 _ 

参駐車ブレーキを効かせたまま走行しないで<だ 
さしんブレーキび過熱して効かなくなつたり、 
义災び発生ずるおそれがありまず。_ 

知識 __ 

◊駐車ブレーキを解除せずに走行すると、警告ア 
ラームび鳴0まず。 


ブレーキ馨告好 

エンジンスイッチび吕の位置のとき点巧 
し(点丹しないときは警告打び故障していますにン 
ジン始動後に消巧します。 

エンジン始動後、駐車フレーキび効いているとき 
は、点灯したままになります。 

駐車ブレーキを解除しても消订しないときや、走 
行中に点のずる場合は、ブレーキ液レベルび低下 
しています。またエンジン始動後や走^^中にブレ— 
キ警告灯と ABS 警告巧び点灯し、警告アラームが 
5秒間鳴つたとさはフレーキシステムび故障し、 
ブレーキの作動に変化び生じることびありまず。 
速やかに安全な場所に停車し、指定サービスエ場 
に連絡してください。 
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ブレーキ 

A 警告 

•長い下り坂や急な下り坂ではおずエンジンプ 
レーキを併用してください。ブレーキペダルを 
踏みつづけたり、急ブレーキを繰り返ずと、ブ 
レーキの効さび悪<なり停車でをな<なるおそ 
れびありまず。 



... ノ 

5主意！ 



♦ブレーキび過熱している状態では、ブレーキに水 
びかからなし、よラにしてくださし、ブレーキディ 
スクを破損ずるおそれびあ0ます。 


♦ブレーキペダルの上に足を置いたまま運転しな 
いでくださし、。プレーキパッドび早く摩耗します。 

♦故障などでエンジンを止めてけん引してをらラ 
ときは、十分を意してくださし、エンジンび停止 
しているとさは、通常のとをに比べてブレーキぺ 
ダ>1レをが常に強 < 踏まなくてはなりません。 

♦洗車後や水たまり走行後、または激しい雨の中 
で長時間ブレーキを使用しないで走行した後 
は、フレーキの効きび遅れたり、いつもより強 
く踏まなければならないことびあります。この 
ようなときは、いつもより長めに車間距離を取 
り、効さび回復するまで、ブレーキペダルを数 
回輕< 踏んで < ださい。 


♦おず指定のブレーキパッドを使用してくださ 
し、指定し U がのブレーキパッドを使用すると、 
ブレーキ特性び変わつて安全なブレーキ操作び 
でさなくなるおそれがあ D ます。 

※マルチフアンクシヨンディスプレイにブレーキ 
才ん告またはブレーキパッド摩耗警告び表示 
されたときは、故障/警告メッセージ (8 日ペー 
ジ)をご覧 < ださい。 


巧全どフィブ 
のために 


巧金装巧 


宙おする 
ままに 


里乾ずる 
とさ 


圓辟 
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フレーキ 


A B S 


ABS (アンチ□ックブレーキングシステム)は、急制 
動や滑りやずい路面でブレーキペダルを踏んだと 
き、車輪の□ックを防止して車の姿勢を巧定させ 
るととちに、ステア U ング操作による危険回避を巧 
なラためのブレーキ制御システムです。 

A 警告_ 

参 ABS を過信しないでください。 ABS は急ブレー 
キ時の車両ま定性やを験回避能力を高める装備 
で、巧して無謀な運乾から事故を防ぐものでは 
ありません。たとえ ABS び作動しても、車両 
ま定性や操縦性には限界がありまず。 

♦砂利道、雪道などでは、 ABS を装備していな 
い車と比べて制動距離び長くなることびありま 
ず。速度を控えめにし、車間距離を十分取って 
運捉してくださし、。_ J 

ABS 警告 丹 

エンジンスイッチび吕の位置のとき点灯し 
(点灯しないときは警告灯び故障しています)エンジ 
ン始動後に消灯します。消灯しなかったり、走行 
やに点灯したとさは指定 サービス エ場でただちに 
点検を受けて < ださい。 


[1741 


知識_ _ 

◊デフアレンシャル□ックをオンにすると、 ABS び 
解除され、警告なび点なしまず。 


ABS の作動 

ブレーキの操作は普通のブレーキと同じでずび、 

じ(下のよラな特徴びあります。 

◊ ABS び作動するとボディび軽く振動し、ブレー 
キペダルを通して脈動び伝わってきまず。これ 
は A 日 S び正常に作動しているときの現象で異常 
ではありません。 

◊エンジン始動後、ごくほ速でブレーキペダルを 
踏むと、ペダルに脈動を感じることびあ0ます。 
これは A 目 S が自己診断を行なっているためで異 
常ではありません。 

◊ノ（ッテ U —の電圧び低下すると ABS 警告灯び点丹 
し、 A 巨 S び一時的に作動しなくな0ます。電圧 
び回復すると ABS 警告巧び消灯し、元に戻ります。 

◊ A 己 S 警告灯びお灯したときは ABS は作動しませ 
んび、通常のブレーキブレーキの性能は保たれ 
まず。 


ぶ意！ _ 

♦ごく軽くブレーキペダルを踏んだだけでも 
A 己 S び作動するときは、路面び滑りやすくなっ 
ています。走行には十分注意してください。 
♦エンジン始動後いったん速度び約 8 km / h む上 
に達するまでは作動しません。また、約 3 km/h 
む下の連度では作動しません。 _ 








ークトロニックシステム 



パークトロニックシステムの作動： 

パークト□ニックシステムは、 U アバンパーに4個 
装着された超音波わンヴーで車の後方周辺の障害 
物などを感巧し、車と障害物とのおよその距離を、 
ランプとアラームで運転者に知らせる装置です。 

エンジンスイツチび2の位置で、セレクターレバー 
の位置び ra のときに作動しまず。 



インジケーター： 

インジケーターはテールゲートの上部にあります。 
パークトロニックシステムび作動ずると、緑色の 
インジケーターび点なします。 

インジケーターは、緑色/黄を/赤色で表示され、 
バンパーのセンサーと障害物との距離を、点灯す 
る色と数で表示しまず。 








パークト□ニックシステム 


◊障喜物びセンサー感知範囲(約150〜1日 0 cm ) 
に入ると、黄色の表示び1個点'なしアラームが 
断続的に鳴ります。障害物との胆離びさらに短 
くなると、黄色の表示び2個点巧しまず。 

◊障害物びセンサーの最短感知距離に近づくと、 
赤色の表示び点灯しまず。さらに最短感知距離 
(約 50 cm ) になると、上記の表示に加えて2個目 
の赤色の表示び点灯し、アラームが継続的に鳴 
0ます。 


迂意！ __ 

♦障害物びセンサーの最短感知距離な上に近づ 
くと、センサーは障害物を感知できなかったり、 
正常に作動しなくなることびあります。 
♦スペアタイヤカノ く一はリアノ くンノて一より後ろに 
位置していため、パークト□ニックシステムび 
巧らせる距離よりを、実際の障害物との距離び 
短くなります。十分ミ主意して<ださし、。 



0 751胡(〇が 


センサーの感知範囲： 

U アノ くンパー：センターで約"]己日 cm 〜己 0 cm 
コーナ ーで約1 00 cm ~50 cnn 


汪思！ _ 

♦センサーは、約 30 cm 似内にある障害物は感知 
でをません。 

♦センサーにおや氷、雨、水しぶきなどび付いた 
状態のとをは正し<作動しないことがありま 
ず。センヴーに傷や損傷を与スなし'^よつま意し 
て、定期的に掃除をしてください。センサーの 
掃除については2己2ぺージをご覧ください。 
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八’ークト□ニックシステム 


ま意！ 

♦パークト□ニックシステムは運輯者を支援する 
システムでず。駐車するとをや狭い場所を走巧 
ずるとをに運乾者に代わりま全を確保するちの 
ではありません。運転者はパークト□ニックだ 
けに頼らず、必ず自分でを周囲の状況を確認し 
てくだごい。特に周迅に人や動物びいないこと 
を確認してください。 

♦センサーの周辺にアクセヴ U —などを取り付け 
ないでください。パークト□ニックび正しく機 
能しな<なり、車を損傷したり思わめ事故につ 
なびるおそれびあります。 

♦針金や□ープなど細いをのや、植木鉢やトレー 
ラーシャフトなどセンサーの上下にあるをのに 
十分ま意して<ださい。これらび至近距離(約 
30 cm ) 内にあるとき、状況によっては、セン 
サーびこれらを感知せず、車や物を損傷ずるお 
それびあります。 

♦センサーは雪などの超音波を吸収しやすいちの 
を感知しないことびあります。 

♦電波を発するちのび近くにあるとさや、不整地 
などを走行しているときは、パークトロニック 
び正しく機能しないことがあります。 

♦大型車の排気ブレーキや工事用のエアコンプレ 
ッサーなどび近くにあると、超音ミ皮び乱され、 
パークト□ニックび正しく機能しないことびあ 
りまず。 
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♦センサーに傷びついていたり、ミ尼や雪、氷、雨、 
水しぶきなどで巧れていると、パークト□ニック 
が正しく機能しないことびあります。このとさ 
はセンサーを洗浄し、作動を確認してくださし、。 

♦システムび故障しているときは、セレクターレ 
バーを la の位置に入れても、低い音び鳴りつ 
づけたり、インジケーターび点灯しなかったり、 
警告音が鳴5ない状態になりまず。速やかに指 
定サービスエ場で点検を受けてくださし、。 


養ドライブ 

のために 


雲装质 


運拓ずる 
まをに 


1 


iia . 讚 


ク j レ ーズコント〇—ル 


クルーズコントロール 


クルーズコント□ールを使用ずると、アクセルぺ 
ダルを踏まなくても一定の速度で走行ずることび 
でをまず。 


A 警告 _ 

参車の走巧速度や巧巧車との車間距離などの安全 
確保については運輯ちに全責任がありまず。ク 
ルーズコントロールは、運輯をの操作を補助ず 
る機能であり、巧してわき見運較などの前方不 
ま意や無謀な運おか6事故を巧ぐものではあり 
ません。 

参巧がりくねった道、急な下り坂、急力ーブ、交通 
量のをい道路など、一定①速度でま全に運輯で 
をない道路状況ではクルーズコントロールを使 
用しないでください。事故を起こずおそれがあ 
0まず。 

参濡れた路面、雪道、凍結路など、滑りやすい路 
面やオフ□ー ドではクルーズコントロールを使 
用しないでください。まのコント□—ルを失う 
おそれびありまず。_ > 



回 


速度を設定するとき 

1 クルーズコント □—ルを使用するとさは、 レバー 
の表示なおよびメーターパネルの巧変スピード 
U ミッター表示灯田四び消灯していることを確 
認してください。 

2帝望の速度まで加速または減速しまず。 

3希望の速度に達したとき、レバーを 1 か2の方向 
に操作して手を放すと、定速走行を開始しまず。 


[1781 





クルーズコント □— ル 


クルーズコント□-ルを解除ずるとを 

◊レバーを3の方向に押します。 

なの操作をすると解除されまず。 

◊セレクターレバーを Ml に入れたとき 
◊ブレーキペダルを踏んだとさ 

A 警告 

参クルー ズコントロールはセレクターレバーを 
拉■に入れても解除されますが、走行中はセレ 
クターレパー■を la に入れないでください。エ 
ンジンプレーキが効かないため、思わめ事巧の 
原因になつたり、トランスミッションを損傷ず 
るおそれがありまず。 


一時のに加速ずるとを 

アクセルペダルを踏みます。アクセルペダルから 
足を放すと、元の速度に戻ります。 

設定速度を変えるとを 

◊レノ（一を1のち向に押しつづけると加速しまず。 
を望の速度になったら手を放しまず。手を放し 
たときの速度に設定されます。 

◊レバーを2の方向に押しつづけると減速しまず。 
帯望の速度になったら手を放しまず。手を放し 
たときの速度に設定されます。 

知識 

◊レバーを1か2の方向にごく短時間操作すると、 
約1 km / h 単位で速度の設定びでさます。 


巧をドライブ 
のために 


巧をお巧 


運拓ずる 
まスに 




萬で’；娩结囊髮 

i— 
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クルーズコントロー J レ 


解除前に設定していた速度に戻ずとを 

約3已 km / h が上の速度で走行しているとをにレ 
バーを 4 の方向に引くと、解除前に設定していた 
速度に戻せます。 

A 警告_ _ " 

参解除前に設定していた速度に戻したいときは、周 
囲がを全な状ミ丹にあることを確認してくださ 
し、走巧中の速度と設定速度に大きな差がある 
と、急加速して事故を起こずおそれがありまず。 




知識 



◊エンジンスイツチを一度0か1の位置にする 
と、メモ U —に記憶された速度は消去され、そ 
の後はレバーを 4 の方向に引いても、解除前に 
設定していた速度に戻すことはでをません。 


ミ主意！ 

♦急な上り坂では、クルーズコント□—ルび速度 
を維持するためにシフトダウンしまずび、設定 
した速度を維持でをないことびあります。この 
よラなときはアクセルで加速してください。 

♦急な下り坂では、エンジンブレーキび働かずク 
ルーズコント□—ルび速度を維持できないこと 
びあります。このようなときは、ブレーキべダ 
J レを踏んで減速してください。 

♦おず指定された同銘柄の同ーサイズのタイヤを 
装着して<ださい。サイスの異なるタイヤを装 
着すると、クルーズコント□ールび誤作動する 
おそれびあ0ます。 

♦マルチファンクシヨンデイスプレイにクルーズ 
コント□ール警告び表示されたときは故障/警 
告メッセージ (98 ぺージ)をご覧ください。 
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スヒー ド U 5 ッター 


可変 スピー ド U 云ッ ター 


車の走行速度を制限ずる装置です。任意の速度を 

設定すると、アクセルペダルを踏み込んでも、そ 

の設定速度しツ上の速度にはなりません。 

お常設定 

設定できる速度は 30 km/h から2 ] Okm/h の間で 

す。ただし、最高速度松上に設定してち、車の最 

高速度が上の速度で走行することはできません。 

A 警告 

♦可変スピードリ S ッターは速度を制限ずる装置 
でずび、走巧時は法定速度を遵守してくださし、。 

参運転を交代ずるときは、必ず交代ずる運転をに、 
可をスピード U ミッターの機能と設定した速度を 
伝えてくださし、。そして可変スピード U ミッター 
を解除してくださし)。可変スピード リミッターで 
制限逆畳が設定してあることを知5ずに運転ずる 
と、アクセルペダルを踏んでわ速度び上び6ず、 
思わめ事故につながるおそれびあ0まず。 

参可変スピードリミッターはブレーキペダルを踏ん 
でも解除できません。 

参可変スピードリ云ッターは設定速度 1 U 上に加速 
ずる必要のないとをに巧用してください。 


ぷ意！ __ 

♦巧変スピード US ッターで設定した速度とス 
ピードメーターの速度表示びわずかに異なるこ 
とびおりまず。 

♦急な下り坂などで惰性びつさ、巧変スピード U 
S ッターび設定速度を維持できないときは、 
警告アラームび鳴り、 メー ターパネルの巧変ス 
ピード IJS ッター表示灯田 a び点滅し、マルチ 
フアンクシ ヨン ディスプレイに"リミット]17シグ 
という警告び表示されることびありまず。この 
とさは ブレーキで 減速して < ださし、。 

♦マ J レチファンクシヨンディスプレイに "IJ ミッタ、クル- 
ス''、 シュウ U ヒツヨウ"と表示されたときは、故障/ 
警告メッセ…ジ (98 ページ)をご覧ください。 


巧をどっィプ 
のために 


まを装備 


11 
まをに 


運転ずる 
とを 


1そ V - ド►ィ< 

1 



鑽靈 

講‘；墙ぶ 


[ 181 ] 







スピード u 吉ッター 



旦 


制限速度を設定ずるとを 

クルー ブコント□-ルと同じ レバーを 使用します。 
レノ ' C 一の表示好およびメーターノ f ネルの可変スピー 
ド IJ S ッター表示灯 1111 び点灯しているときに設 
定することびできます。表示巧び消丹していると 
きは、 レバーを已 のち巧に巧して、巧密 スピー ドリ 
ミッターに切り誓えてください。 

停車中と走巧中では設定方法び異なりまず。 

停車中(エンジン回転中）： 

1レバーを4のち向に引くと、メーターパネルの 
マルチフアンクシヨンディスプレイに" I 」ミット、 
… km / h " と表示されます。すでに速度び設定 
されているとをは、その速度び表示されます。 



2速度を設定します。 

◊レバーを1の方向に操作すると、設定速度び 
] Okm / h 単位で上びります 
◊レバーを2の方向に操作すると、設定速度び 
10 km / h 単位で下びります 
◊レノ（一を4の方向に操作すると、設定速度び 
1 km / h 単位で上びります 

3帯望する速度になったらレバーから手を放します。 


知識 

◊車をしばらく使用していなかったり、バッテ U — 

の接続をがしていたとをなどは、ディスプレイび 

任意の速度を表示することびありまず。この場合 

はレバーを操作し、速度を設定し直してくださし、 
、 —- J 
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スピード US ッター 



、\ 10日] 2014日 / > 

80 .160 

瓜 A 

Cd LIM id DTR 






走;'挿時囑疆系鄭娜慕' 


走巧中： 

走行している速度によって操作後の設定速度が変 
わります。 

例えば、約4已 km / h で走行しているとき 
◊レバーを1のち向に上げると、速度が已 Okm/h 
に設定されます 

◊レバーを2の方向に下げると、速度び40 km/h 
に設定されます 

◊レバーを 4 の方向に引くとすでに設定してある 
(メモリーび記憶している)速度に設定されまず 
じ Lh のいずれかの操作をした後にレバーを4の方 
向に引くと、設定速度び1 km / h 単位で上びります。 


3□带 


田囚巧〇 

3 

ご 控 
2 曆 
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江意！ _ 

♦レバーで設定速度を下げるとさは、周囲の状況、 
特に後方の車などにミ主意しなびら操作して < だ 
さい。思わめ事故につなびるおそれびあります。 


靈どブィプ 

のために 


巧金装備 


追琴る 

まるに 







でがす rT , み背’爲疗•な r * ぶ作ぶ r - 





スピー ドリ 5 ッター 


巧変ス ピー ドリミ ッターの 解除 

レノ く一を 3 の方向に押します。 

解除ずるとメーターパネルのび消打します。 

次の操作をしたとをにも解除されます。 

◊設定速度との速度差び約 20 km / hLU 巧のときに 
キックダウンしたとを 
◊クルーズコント□ールに切〇醬えたとさ 
◊停車後、エンジンを停止したとさ 


注 思 I _ 

♦巧変スピード I 」ミッターを解除してち、設定速 
度はメモ U —に記憶されています。レバーの表 
示巧び点灯しているときに、レバーを 4 の方向 
に引くと、この記憶速度び呼び出されます。 
したびって、記憶速度び走行速度よ D をほい場 
合に記憶速度を呼び出ずと、車はアクセルぺダ 
ルを踏んでいても減速します。 


解除前の設定速度に再設定ずるとさ 

走巧速度と設定速度の差び約3日 km / h じ(内のとき 
は、レバーを 4 の方向に引くと、解除する前の速 
度(し再設をされまず。 

知識 

◊走行速度が設定速度より約 30 km / h が上高いと 
きに、レバーを 4 の方向に引くと、マルチフアン 
クシヨンディスプレイの設定速度表示び数回点 
滅し、巧変スピード U ミッターび辭除されます。 


知識 _ 

◊設定速度と実際の走行している速度の差び約 
20 km / h 似上のときは、キックダウンをしても 
設定速度は解除されまはん。 
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き巧、巧適装備 
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エアコンティシ ヨナー 186 

送風□の位置 . 18日 
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サンパイザー 198 

灰皿/ライター 199 
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ライター . 201 

グロープボックス 202 

小物入れ 203 

カップホルダー 205 
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ち全装備 
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'虽おする 
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エアコンデイシヨナー 


エア コンディショナーは、 設定温度やが気温度な 
どに応じて、送風量や送風口などを自動的にコント 
□ールし、車内の温度と湿度を快適な状態に保ち 
ます。エンジンび回転しているとさに作動します。 
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エアコン デ イシ ヨナー 



中央送風 □ 


中央送風口の調節 

開くとさ： ダイヤルをちにまわします。 

閉じるとを：ダイヤルを左にまわしまず。 

風向を変えるとき：ノブを上下左右に動かします。 



左側を風口 ち側を風 □ 

ち側/左側送風□の調節 

開くとき： ダイヤルをちにまねしまず。 

閉じるとを：ダイヤルを左にまわします。 

風向を変えるとを：ノブを上下左ちに動かします。 


知識 

◊ダイヤルは中間位置を選択することをできます 


巧さどフィブ 
のために 


ま全装巧 


運拓ずる 
ま无に 


至馬する 
とを 


ま巧 
快適誤お 



[ 187 ] 



















エアコン デ イシヨナー 



田風量ダイヤル . 1日1ぺージ 

且温度調整ダイヤル(左側） . 190ぺージ 

B 温度調整ダイヤル(ち側） . 190ぺージ 

□ 送風□切り替えダイヤル .] 90ページ 

岛 U アデフオガースイッチ . 191ぺージ 


□ エコノミースイッチ/余熱ヒータースイッチ 
. 1日3ぺージ 


H AUTO スィッチ . 190ぺージ 

回巧気循環スイッチ . 192ぺージ 

回デフ□スタースイッチ . 1日1ぺージ 
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エァコンディショナー 

通常の使いかた 

1 AUTO スイッチを巧します。 

送風口、風量び自動的に調整されます。 

2温度調整ダイヤルで温度を調養します。 

3作動を停止するときは風量ダイヤルを 0 の位置 
にまわします。 

ガラスの壁りを取るとき 

デフ□スタースイッチを押します。 

自動的にフロントウインドウとフ□ントドアウイン 
ドウに送風されウインドウ内側の曇 D を取ります。 
曇0び取れたら通苗の状態にして < ださい。 


知識_ 

◊強い太陽光で車内び熱くなっているときは、走 
巧前にウインドウとスライディングルーフを開 
いて (58 ページ)換気をしてください。 
◊除湿された水分は、車体下方に排水されます。 


9 クライメー トコント□ールの;令媒には、新冷媒 
R ] 34 a を使用しています。補充、交換の際に 
は必ず新を媒を入れてください。エアコンディ 
ショナーの冷媒は地球温暖化に悪影響をおよぼ 
ずため大気放出はしないでください。点検、補 
充、交換、廃棄は指定サービスエ場で行なって 
<ださい。 


巧全ドライブ 
のために 


ま金装お 


巧おずる 
ま义に 


出おする 
.と定’ 






エアコン デ イシヨナー 



n AUTO スイッチ 

スイツチを押すとエアコンデイシヨナーが作 
動し、送風□と風量び自動で!趣！され、車の 
ミ聽卜定に保ちます。 

知識 

◊ウインドウやスライデイングルーフび開いてい 
ると、設定温度を保つことはできません。_ • 

H 温度調整ダイヤル 

温度を調整ずるとさに使用します。 
ダイヤルをまわして温度を設定します。 
温度は運転席と助手席でそれぞれに設定 
でをます。 

知識 " 

◊温度を極端に変更しても蒂望温度に達ずるまで 
の時間は変わりません。 


M 送風□切り替えダイヤル 

巧みの送風 □ を選巧することびでさ 
ます。 

ダイヤルをまねして送風□を切り替 
— えます。 

巨 a :上半身に送風したいとを 
尼！：上半身と足元に送風したいとき 
BS 2 .. 足元に送風したし)とき 
臣百：中央と左ちからを風したいとさ 

知識 

◊車がの湿度び高いときに冷房を入れると、フロ 
ントウインドウのが側び曇ることびあります。 
このときは巨 a ながを選択し、冷気びフ□ントウ 
インドウに直接当たらないよラにしてください。 








エアコン デ イシ ヨナー 


風量ダイヤル 

風量を7段階に切り替えることびで 
きます。 

強くずるとき：ダイヤルを時計回りにまねします。 
弱くずるとを：ダイヤルを反時計回りにまわします。 

ダイヤルを0の位置にまわすと送風び止まりまず。 

迂意！ 

♦送風を止めるとウインドウび曇りやすくなりま 
ず。送風を長時間止めたままにしないでくださし、。 


^0ァフロ スタース イッチ 

フ□ントとフ□ントドアのウインドウの 
曇りを取るとさに使用します。 

スイッチを押すと表示灯び点灯し作動しまず。 

ちう一度押すと作動び停止します。 

Uh リアデフォガ—スイッチ 

リアウインドウの曇りを取るときに使用 
しまず。 

エンジンスイッチび2の位置のとさに使用 
でさます。 

スイッチを押すと表示巧び点むし作動します。 

ちラー度巧すと作動び停止します。 

詳しくは145ページをご覧ください。 


巧全どフィプ 
のために 


巧を装堀 


運寧る 

まえに 


i ホが’ぶ 

パ-.、' 

'とき a ;-;:' 





エアコンディショナー 


a 内気循環スイッチ 

外気び巧れているトンネル巧などでか気導 
入から内気循環に切り替えるとをに使用し 
ます。 

スイッチを押して内気循環(スイッチの表示灯び点 
巧)と外気導入(スイッチの表示巧び消灯)を切り誓 
スます。 

外気導入のとをに、^を2秒じ(上押しつづけると、 
開いているドアウインドウとスライデイングルーフ 
び閉じます。 

内気循環のときに、^を2秒し U 上押しつづけると、 
ドアウインドウとスライデイングル…フび閉じる 
前の位置まで開きます。 


巧気循環は、一定の時間が経過すると、自動的に 
外気導入に切り替わります。 

◊外気温度び己で政上のときは約30分後 
◊外気温度び日で政下のときは約已分後 
◊エコノミーモードにしているときは約己分後 
^または ra を巧ずと、自動的に外気導入にな0 
ます。 


知識 _ 

◊内気循環にずるとウインドウび曇りやずくなり 
ます。 

気温度び非常に高いときは、システムび自動 
的に内気循環に切り替わります(ただし、この 
ときは表示灯び点灯しません)。そして約30分 
後には一定量の外気を導入しはじめます。 


を意！ 

♦ウインドウとルーフを閉じるときは、棄員び顔 

や手を巧まれないよラにを意してください。閉 

じているときに挟まれそうになったときは、ウ 

インドウまたはスライディングルーフのスイツ 

チを巧してください。閉じる作動び止まります。 

\ _ / 
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エアコン デ イシ ヨナー 


H エコノ s — スイッチ 

外気温度び低<て冷房の必要がなく、暖房 
だけび必要なとさに使用しまず。 

スイッチを押してエコノミーモード(スイッチの表 
示灯び点灯)にします。もラー廈巧ずとエコノミー 
モードは解除されます。 

汪意， _ 

♦ボンネットの空気吸入口に氷や雪び積もってい 
るとさは、エアコンディシヨナーを使ラ前に取 
り除いてください。 

♦を媒び減っていると、エアコンディシヨナーは 
自動的に作動を停止します。このときは冷房や 
除湿びでさなくな0、エコノ S —モード ra の 
表示巧が点灯したままになります。指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 


mm 余熱ヒ—夕-スイッチ 

てンジン停止ホに車内を暖房したいときに 
使用しまず。 

エンジンスイッチび〇か1の位置のとき、またはエ 
ンジンスイッチからキーび抜いてあるとさに使用 
でさます。 

余熱ヒーターを使用ずるとさ 

スイッチを押します。表示灯び点灯します。 

温度は温度調整ダイヤルをまわして調節しまず。 
送風量と送風□の調節は自動的に行なわれまず。 

余熱ヒーターを止めるとを 

再度スイッチを押します。表示好が消灯しまず。 

し U 下のときは、余熱ヒーターび自動的に止まります< 
◊エンジンスイッチを2の位置にしたとさ。 

◊余熱ヒーターを入れてから約30分後。 

◊バッテ U —の電圧が低下したとさ。 

"■知識 _ 

◊冷却水の温度び低いとをは暖気の送風は行なわ 
れません。 


巧をドライブ 
のために 


霊讓肖 

..リミ U 巧ミろ 



1 — 
鼠.攘 






エアコン デ イシ ヨナー 


ダスト フイルター 

ダストフイルターは、巧おやチ U 、 胞子などを吸 
着して取り除きまず。 

ダストフイルターは定期的な交換び必要です。詳 
しくは指定サービスエ場におたずねください。 


リア送風 □* 



リア送風口の操作 

送風□はダイヤルを上にまわすと開き、下にまわ 
すと閉じます。 

風向はノブを上下左右に動かして調節しまず。 


广知識 

◊コント□-ルパネルで、車内の温度を左ち別々 
に設定できます。 


* 仕様などにより装備び異なりまず 
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ムランブ 



ルームランプは、スイッチび中立の位置で、周固び 
暗いとき、：欠の操作をすると点灯します。 
◊エンジンスイッチからキーを抜くと点巧し設定 
した遅延時間後に消灯します。遅延時間の設定 
は] 27ぺージをご覧ください。 

◊ ドアを解錠すると約3□秒間点'なします。 
◊フロントドアを開けるとフ□ントルームランプ 
び点灯し、 U アドア*を開けるとリアルームラ 
ンプび点巧します。テールゲートを開けるとラ 
ゲッジルームランプが点巧します。 

•エンジンスイッチび2の位置のとさはドアを 
閉じるとただちに消灯し、ドアを開けたまま 
のときは約30分後に消灯しまず。 


* 仕ななどによ D 装備び異なりまず 


• エンジンスイッチび1の位置のとさ、またはキー 
び抜いてあるとさは、ドアを閉じてから数秒 
後に消好します。 

フ□ントルームランプとリアルームランプは 
ドアを開けたままでも約已分後に;'肖灯しまず。 
ラゲッジルームランプはテールゲートを開け 
たままでも約10分後に消巧します。 

ルームランプスイッチの3側を押しているとさは 
フ□ントルームランプは点巧しません。 

ルームランプスイッチの已側を巧すとフ□ントルー 
ムランプび点灯しまず。 

ラゲッジルームランプスイッチ1を押すと、ラゲ 
ッジルームランプび点巧/消巧します。 

読書灯スイッチ2をま甲すと、読書灯び点口 /消灯し 
まず。 

ぶ意！ 

♦車を施錠したとをは、必ずルームランプび消灯 
することを確認してくだごい。_ 

知識 ' 

◊スイッチび中立の位置4でを、周囲び明るいとき 
はルームランプび点灯しないことびあります。 


蹇どっィブ 

のために 


i 窝備 


遅おずる 
まスに 


ぶ巧ずる 

とを''^' 



—ii 










J レームランプ 


I 」アルームランプび点灯 
IJ アルームランプび消巧 

リアドアを開けると、1」アルームランプび点灯 
します ( G 320 を除く)。 



U アルームランプ 

リアルームランプは、1」アシートの上方左ちにあ 
ります。 
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J トムランプ 


ラゲツジルームランプ 



ラゲツジ ルーム ランプ 

ルームランプのスイツチが中立の位置4のとき、 
テールゲートを開けると点なします。 


ラゲツジルームランプスイツチ1 (1 95ページ)を 
巧すと点灯/消灯しまず。 



長時間テールゲートを開いたままにするとをは、 
バッテ U -上びりを防ぐたゆにラゲッジルームラ 
ンプを消丹して < ださい。 


ラダッジルームランプの消口 

ピンを引き出すと、ラゲツジルームランプは、 I 」 
アルームランプから独立して消巧します。 


知識 

◊ピンを引さ出しラゲツジルームランプを消丹さ 
せたままテールゲートを閉じてち、次に開けた 
ときは点灯します。 


巧全どっィブ 
のために 


巧全装摘 


運寧る 

まをに 


;法奪ぶ V 

:;どをぶピ 


室内 
快適度商 
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画 


サンゾ（イザ'—— 


バニテイミラー 

カノ（一を開いて使用しまず。カバーを開くと照明び 
点の' します。 


直射日光などび眩しいとさに使用します。 

横からの光び眩しいときは、サンバイヴーをフッ 
クから外して横にまわずことびでさます。 


知識_ 

◊サンバイヴーをフックから外すと照日月は点灯し 
ません。 


f yh 蕴ち 

参腔惑を防ぐため、走行中はカバーを閉じてくだ 
さし、。 


ヴンバィザー 


[19 到 







巧皿/ライター 


灰皿 



センターコンソールと左ち U アドア*にあります。 

センターコンソールのの皿 

カノ（一の上部を軽く押すと開をます。 

閉じるときはカバーを前ちに巧しまず。 



ノブを矢印の方向にスライドし取り外します。灰 
皿び持ち上びり、取0がすことびできます。 
取り付けるとさは灰皿を押し込みまず。 


么警^_ 

•灰皿を巧りがずときは、必ずエンジンを停止し、 
駐車ブレーキを確実に効かせてください。車が 
動を出したりして、思わめ事故につながるおそ 
れがあ0ます。 


巧全どフィプ 
のために 


11 


巧寧る 

まそに 


，ぶおず溝 

.'とき‘：" 


室内 
快適窝備 





句囊蕊蠢 K 

fB 


去仕樣などにより装備び異なります 
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灰皿/ライター 



リア ドアの炊皿* 

開<とを： 巧皿の上部を手前に引をまず。 
閉じるとさ： 灰皿を巧し込みます。 


取り外ずとを： 灰皿をいっぱいに開き、矢印の 
位置を巧しなびら手前に引き出 
しまず。 

:灰皿底部を所定の位置に合わせ、 
矢印の位置を巧しなびらはめ込 
みまず。 


迂意！ _ _ 

♦吸いびらやマッチなどを灰皿に捨てるときは、 

完全に义を消してください。 

♦灰皿の中に紙などの燃えやすいものを捨てない 

で < ださい。义災び発生するおそれびありまず。 

、 _> 


取り付けるとを 


* 仕様などによ D 装備び異なります 
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フ□ントセンターコンソールにあります。 

エンジンスイツチび1か2の位置にあるとさに使用 
でをまず。 

使用するときはカバーの上部を軽く巧し、ライター 
を押し込んで元の位置に房るのを待ち、おいて使 
用します。 

使用後は灰皿で巧を落とし、元の位置に戻してく 
たさい。 

使用後はカノ く一を前ちに押して閉じます。 


I ライターはがずノプの部分を持ってください。 
金属部を持つと火傷をずるおそれがありまず。 


心 


注意！ 



♦エンジンスイッチわか2の位置のときは、モ 
供びライターに手を輔れないよラミ主意してくだ 
さし、。 


♦ライターを巧し込んだ後、押さえつづけない 
でください。ライターを損傷ずるおそれびあり 
まず。 

♦ホ熱部に灰や異物び付着したまま使用しないで 
くだごい。火災び発生するおそれびあります。 

♦ライターを改造したり、純正品な外のライターを 
使用しないでください。ライターが戻らなかっ 
たり、飛び出したりするおそれびあ0ます。 

♦ライターび戻らな<なったときは、エンジンス 
イッチか 5キーを 抜いて、指定 サービス エ場に 
連絡してください。 
















グ□ーブボックス 


グ□-ブボックス 



エマージェンシーキーで施錠することびできます 

開くとき： 八ンドルを矢印の方向に引きます。 
閉じるとを：カバーを巧して閉じまず。 


汪意！ _ 

♦走行中は、必ずグ□ーフボックスのカバーを閉 
じてください。万一のとき、乗員がグ□-ブボッ 
クスのカバーにぶつかったり、内部の収納物び 
放り出されるおそれがありまず。 


知識 _ 

◊グ□ーブボックスは、エマージェンシーキー政 
外のキーで阐錠することはできません。駐車場 
などでキーを預けるときにグ□ーブボックスを 
開けられたくない場合は、エマージェンシーキー 
でグ□ーブボックスを施錠し、メインキーだけ 
を預けてください。エマージェンシーキーはご 
自分で携帯してください。 


施錠ずるとを：エマー"ジェンシーキーを差し込み、 
水平の位置にしてキーを抜きます。 
解錠ずるとを：エマージェンシーキーを差し込み、 
垂直の位置にしてキーを抜をまず。 
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ル物入れ 



センターコンソールのル物入れ 

使用ずるとをは、カバーを後ちに引さます。 

カツブホルダーとして使用することをでをます。 


フロントアームレストのか物入れ 

レバー1を引くと上段のル物入れび開きまず 
レノ く一2を引くと下段のル物入れび開さまず 






小物入れ 



画 


* 仕様などにより装備が異なりまず 
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i 


た1 


ラゲツジ ルームの ル物入れ* 

使用するとをはカバーを開をます。 


グ□ーブボックス下部のラゲツジネット 

新聞や雑誌などを収納することびでさます。 


まぉ! __ 

♦軽い荷物を収納ずるとさに使用してください。 
♦ネットには固いものや角のあるをの、割れをの 
などを入れないでくだごい。 


























カップホルダー 



センターコンソールのカップホルダ— 

センターコンソールのル物入れを使用します。 
使巧ずるとさはカバーを開きます。 


グロー ブボツクスのカツプホルダー 

グ□ーブボックスのカノ く一の裏側にあります。 


化 思， 

♦火傷防止のため、熱い飲みものを置かないでく 
ださい。 

♦カップホルダーのサイズに合ったカップを置い 
て < ださい。 

♦走行中はカップホルダーを使用しないでくだ 
さし、 








電源ソケット 


電源ソケット 



U アのセンターコンソールにあります。電気製品 
などの電源として使用します。 

使用ずるとさはカバーを上方に開きます。 


ミま意！ 

♦必ず DCT 2 V 、 最大消費電流]日 A (最大消費電 
力] 8日 WUTF ) の規格に合った電気製品を使用 
してください。規格がの電気製品を使用すると 
ヒューズび切れた0、乂災び発生するおそれび 
おじます。 

♦ホ旨などを入れないでください。感電ずるおそ 
れびあります。 

♦エンジンび回乾していないときは長時間使用し 
ないでください。バッテ U —び上びるおそれび 
お0ます。 

♦電源ソケットを使用しないときはカバーを閉 

じてください。異物び入ったり、水びかかると 

故障の原因になることびあります。 

V _ _ J 


に0到 




万一のとを 

事故び起きたとき/路上で故障したとき208 


非常点滅打、非常信号用具 209 

非常点滅灯 . 209 

非萬信号用具 . 209 

停止表示板/車載工具/救急箱 210 

けん引 212 

けん引してち6ラとさ . 212 

スペアタイヤ/ジャッキ 21已 

スペアタイヤ . 21己 

ジャッキ . 217 

タイャ交換 218 

才ーバーヒートしたとき 22日 

ルッテリー 226 

ヒュ ーズび切れたとを 229 

電球び切れたとを 232 

電球の交換 . 232 
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0 ぶパ •—: vv 三 

ill 

: A ク么、！ T ■占が、... 

;:弦蠻ぶ 

•去こ...、、•- •、.、パ: ろこ 


雲どフィプ 

のために 


きを装楠 


運拓ずる 
ま无に 


1瞧 











事故び起さたとを/路上で故障したとを 


事故が起きたとき 

あわてずに似下の処置をとってください。 

1続発事故を防いでください。他の交通の妨げに 
ならないよラなを全な場所に車を移動し、エン 
ジンを停止してください。 

2負傷者びいる場合は、消防署に救急車の出動を 
要請するととをに、負傷者の救護を巧なってく 
ださい。ただし、負傷者び頭部に傷を負ってい 
る場合は、負傷者を動かさないでください。続 
発事故のおそれびあるときは安全な場所に移動 
してください。 

3警察に連絡してください。事故び発生した場所 
や事故状況、負傷者の有無や負傷状態などを報 
告してくださし、。 

4相手側の氏名や住所、電話番号などを確認して 
<ださい。 

已お買い上げの販売店と保険会社に連絡してくだ 
ごし、。 


路上で故障したとき 

車を安全な場所に停車し、非常点滅灯を点滅させ 
てください。高速道路や自動車専用道路では、車 
の後ちに停止表示板を置くことび義務付けられて 
います。追突の危険びあるため、乗員は車内に残 
らず、ただちにを全な場巧に避難してください。 

路上で動けなくなったとき 

セレクターレバーを m の位置に入れ、同乗者や 
付巧の人に応援を求めて安全な場巧まで押しても 
らってください。 

踏切内で動けなくなったとさ 

セレクターレバーを IBl の位置に入れ、同乗ちや 
付近の人に応援をホめてま全な場所まで押してお 
らって<ださい。動かせないときは速やかに乗員 
を避難させ、踏切の非苗ボタンを巧して列まに巧 
らせて < ださい。 


ミを意！ _ 

♦燃料び漏れているよラな場合は、火災を防ぐた 
めにすぐにエンジンを停止し、車に火気を近づ 
けないよラに注意してください。 
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巧常点滅'な、非常信号用具 



故障などの非常時に、やむを得ず路上で停車する 
とさなどに使用します。 

スイッチを押すとすべての方向指示灯が点滅しま 
す。スイッチのランプを同時に点滅します。 

輯除するとをは再度スイッチを巧します。 


ぶ意， _ 

♦非常時似外は使用しないで < ださい。 
♦エンジンを停止して長時間使用すると、バッテ 
U —び上びるおそれびあ0まず。 


巧識 ' 

◊非常点滅灯を使用しているとをに方向指示レ 
バーを左折またはち巧方向に操作すると、そ 
の方向の方向指示打の点減に切り替わります。 
方向指示レバーを戻すと、再び非常点滅灯に 
切り替わりまず。 


_ 非常信号用具 _ 

卖民常信号用具として懐中電なびドアポケットに 
収納されています。 


知識 

◊新車時は電池の放電を防止するため、電池の間 
に紙び入っています。使用するとさは紙を取り 
がしてくだごい。長い間使用しないとさは電池 
をがしておくか、紙を挟んでください。 
◊懐中電灯は定期的に点検し、点灯ずることを確 
認してください。 



巧全ドライブ 
のために 


巧を装梶 


巧転ずる 
ま是に 


證ずる 

とを 


蒙 








停止表示板/車載工具/救急箱 


停止表示板/車載工具/救急箱 



G 320 : 救急箱は、ラゲツジルームち側のル物入れに収納 

停止表示板と車載工具は、ラゲッジルーム左側の されています。 

ル物入れ巧に収納されています。 
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停止表示板/車載工具/救急箱 



G320L / G 已〇 0L / G 已 5L AMG : 

停止表示板、車載工具、救急箱は、左側リアシート 
下の工具入れに収納されています。 

リアシートの折りたたみかたについては30ページ 
をご覽ください。 
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停止表示板の組み立てかた： 

使用するときは、図の順序で組み立てまず 











けん引 


けん引してち6ラとさ 



フ□ントけん引フック 


U アけん引フック 



けん引フックは前後ノ じ; く一の左下にありまず。 

けん引されるとを 

1口ープをけん引フックにかけます。 

2車間拒離び己 mlU 内になるよラに□ープを結び 
ます。 

3 □—プの中央に白い布 (30 cm 四方な上)を付け 
ます。 

4わレクターレバーを ■ Si に入れまず。 


A 警告 _ 

参けん引は専門業をに依頼してくだをい。やむを 
得ずけん引しなければな6ないときは、安廣び 
ない限りけん引される車のエンジンを停止しな 
いでくだをい。エンジンび停止していると、通 
常のとさに比べて大をな操作がが要でず。 
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けん引 

エンジン/トランスミッション/電気系統び故障し 
てし1るとを 

トランスミッションの位置を IS ■およびトランス 
ファーケースの位置を ( N ) にしてください。 

トランスファーケースが故障しているとを 

前後のアクスルか S プ□ペラシャフトを外してく 
ださい。 

フ□ントアクスルが損傷しているとを 

フ□ントアクスルを持ち上げ、1」アアクスルと卜 
ランスファーケース間のプ□ペラシャフトを外し 
てくださレ。 

U アアクスルび損傷しているとき 

1」アアクスルを持ち上げ、必ずフ□ントアクスル 
にホイールローラーを取り付けてけん引してくだ 
さい。フ□ントアクスルの直進性び失われます。 


巧全ドライブ 
のために 


巧全囊 


巧巧ずる 
まをに 


暑子！^. 


とさ 



鷄ぶをぶ片片： 

pi 
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けん引 


ミ主意！ 

♦ステア U ングび操作できないときは、けん引し 
ないで < ださい。 

♦長い坂道、急な坂道を下るとさは、陸送用トレー 
ラーなどを使用してください。 

♦けん弓 I するときの法定速度は 30 km / h 似下でず。 

♦けん弓腿離は己 0 km な内にしてくださし、けん 
引距離び巳 0 km を超えるときは、陸送用トレー 
ラーなどを使用してください。トランスミッシヨ 
ンを損傷ずるおそれびあります。 

♦けん引フックじ(がのところに□ープをかけない 
でください。車を損傷するおそれびありまず。 
また、けん引フックはけん引にのみ使用してく 
ださい。 

♦自車より重い車のけん引や、けん引フックに大 
きな衝撃び加わるよラなけん引をしないでくだ 
さい。取り付け部び変形、損傷するおそれびあ 
ります。 

♦けん引ロープをたるませないように、前の車の 
ブレーキランプにミ主意してください。 

♦車速感応ドア□ックを設定した状態で車を押し 
たり、タイヤ交換などで車を持ち上げるときは、 
エンジンスイツチを0の位置にしてください。 
ホイールび回転すると車び自動的に施錠され、 
車がに閉め出されるおそれびありまず。 


♦プ□ペラシャフトを外すときは、 Ml 日のナツ 
卜をスペーヴーとしてボルトに取り付け、この 
ナツトを M 8 のナツトで締め付けます。 

♦再びプ□ペラシャフトを接続するときは、新し 
いセルフ□ツクナツトを使用してくださし、。 

♦駆動輪び柔らかい地面やめかるみのやに埋まっ 
て動かなくなった車両を引き出すとさは、慎重 
に行なってください。積載物びあるとさは特に 
ミ主意してください。 

♦車を急激に引き出したり、鮮めに引き出さない 
でください。車体を損傷するおそれびあります。 
また、トレーラーをけん引している場合は、絶対 
にトレーラーを接続したまま車両を引さ出さな 
いでください。この場合は後部トレ… ラーカツ 
プ U ングで引っ張り、できるだけ走行してきた 
徹に添って後方へ引き出してくださし、。 
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スペアタイヤ/ジャッキ 




スペアタイヤを取り列ずとき： 

1専用のホイールナットキーでスペアタイヤカバー 
の□ックをがします。 

2 IJ ングを矢印のち向に広げてがします。 

3プレートを手前に引いて外します。 

4スペアタイヤを固定しているナット （3 本)をゆ 
るめ、タイヤホルダーからスペアタイヤを外し 
ます。 

ミ主意！ 

♦スペアタイヤカバーをがすときは、必ず手袋な 
どを着用してください。素手で作業するとけが 
をするおそれびありまず。 


知識 _ 

◊ホイールナットキーは車内の安全で取り出しや 
すい場巧にイ呆管してください。_ 

タイヤを収納ずるとさ： 

1タイヤをタイヤホルダーにかけ、ナットをねじ 
込んで固をします。 







スペアタイヤ/ジャッキ 



2プレートの凸部をタイヤホルダーの凹部に合わ 
せ、プレートを取り付けます。 

3 IJ ングの□ックを下に向けて、 U ングをプレー 
卜に被さるよラに取り付けまず。 

4ホイールナツトキ…を巧し込みなびらまわし、リ 
ングを□ックします。 



ミ主意！ 

♦スペアタイヤの溝び摩耗限度になったら、ただ 
ちに新品と交換してください。 

♦スペアタイヤび製造から己年が上経過している 
場合は、パンクなどの応急用として使用して< 
ださい。 

♦安全上の理由から、スペアタイヤび確実に固定 
されているかどうか定期的に点検してくださ 
し、。スペアタイヤは必ずタイヤホルダーに取り 
付け、タイヤカバーをかけてください。 

♦スペアタイヤカバーのリングを取り付けるとき 
は、必ず I 」ングびプレートに被さっていること 
を確認してください。プレートび脱落するおそ 
れびあります。 

♦ホイールナツトキーを紛失しないよラにま意し 
て < ださい。 
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スペアタイヤ/ジャッキ 



ジャッキは助手席の下に収納されています。 ジャッキを収納ずるとさ 

1図のようにジャッキをジャッキホルダーに取り 
ジャッキを取りかずとき 付けてから、カバーを被せます。 

1マイナスドライバーなどで、カバーを止めるピン 呂 カバーにピンの凹部を取りせけてから、凸部を 

の凸部を取りがしまず。 はめ込みまず。 

2ピンの凹部を抜き巧り、カバーを外します。 

3ジャッキホルダーからジャッキを取りかします。 
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タイヤ交換 


タイヤ交換 


タイヤ交換は、必ず十分にま全を確保できる、地面 
び固く水平な場所で行なつてください。 


么警告 

•パンクしたときは、あわててブレーキペダルを 
踏まないでください。ステアリングをしっかり 
握って徐々に速度をおとし、を全な場所に停車 
してください。 

参パンクしたタイヤで走巧しないでください。車 
のコント□ールを失うおそれびありまず。また、 
タイヤび異常に過熱し、义災び発生ずるおそれ 
びありまず。 


♦路上でタイヤ交換をずるときは、車の後方に十 
分を意しなが5停止表示板を置き、非萬点滅巧 
を点滅させて < ださい。 



ノ 

ま意！ 

、 


♦ジャッキアップする前に人や荷物を車から降ろ 
してください。 


♦車速感応ドア □ ックを設定した状態で車を巧し 
たり、タイヤ交換などで車を持ち上げるときは、 
エンジンスイッチを0の位置にしてください。 
ホイ™ルび回乾ずると車び自動的に施錠ごれ、車 
外に閉め出されるおそれびあります。 


1駐車ブレーキをかけます。 

ジャッキアップしている間は、必ず駐車ブレー 
キをかけておさます。 

2シフトレバーを la にしまず。 

3輪止めなどを利用して、車び動き出さないよう 
に固定します。対角線の位置にあるタイヤの前 
後に輪止めをします。やむを得ず傾斜地でタイ 
ヤ交換をするとをは、交換するタイヤの反対側 
の両方のタイヤの下り側に輪止めをしまず。 


知識_ _ 

◊輪止めは車に装備されていません。純正のタイ 
ヤストッパーか、適当な大ささの木片か石を上 
記の手順に従ってぶ、ず使用してください。 
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タイヤ交換 



4車載工具のホイールレンチを使用してホイール 5車載工具から3分割のジヤツキレバーを取り出 

ボルトを]回乾ほどゆるめます。 し]本に組み立てます。 

汪意！ _ 

♦まだホイールボルトを外さないで<ださい。 
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タイヤ交換 



己助手席下からジャッキを取り出しに17ぺ一 8ジャッキを車軸チューブの下に置きます。 
ジ）、図のよラにジャッキレバーをソケット 
の奥まで差し込み、ちにまわして固定します。 


7ジかッキレバーを上下に動かし、ジャッキレバー 
び上昇ずるか確認 して < ださい。 

もし上昇しない場合は、ジャッキレノ く一を U U - 
スボルトに差し込み、時計回り（ち）にまわして 
から、 再度、ジャッキレバーをソケットに差し 
込み、上昇ずるか確認してください。 



タイヤ交換 



9ジャッキレバーを上下に動かし、タイヤび地面 ]0ホイールボルトを取り外して、タイヤを取りが 
から離れるまでジャッキアップします。 します。 



蹇どフィプ 

のために 


巧全装偏 


運巧する 
まをに 


巧転する 

















タイヤ交換 



11スペアタイヤをホイール yv ブに挿入しホイール 
ボルトを差し込み、ホイールの位置まめを巧な 
います。 

ま意！ 

♦ホイールボルトに損傷や鐘びあるときは交換し 
てください。 

♦ホイール八ブび損傷しているとさは、ミ夫して走 
行せず、ただちに指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

♦ホイール裏面とホイール八ブの表面を掃除して 
ください。 


12すべてのホイールボルトを差し込み、軽く締め 
付けます。 


迂意！ _ 

♦ホイールボルトのネジ山には、決してオイルや 
グ U スを塗布しないでください。ホイールボル 
_卜びゆるむおそれびあります。_ 
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タイヤ交換 



] 3ジャッキレバーをソケットから列'して、リ1」一 
スボルトに取り付けます。 

14ジャッキレバーを反時計回りにゆっくりまねし 
て車を下げ、ジャッキをがしまず。 

注 意 I _ 

♦ iJU — スボルトは、車を下げるときに、1〜2 
回乾だけ緩めてください。緩めすざると内部か 
ら液び漏れるおそれがあります。 


に2 













タイヤ交換 


A 奮ち 

参ホイールボルトは、ホイールに適合した純正品 
だけを使用してください。純正品 L ソ外のホイー 
ルポルトを使用すると、ホイールが脱落して事 
巧につなびるおそれがありまず。 

♦タイヤの空気圧が低いままで走巧しないでくだ 
さい。タイヤが過熱して破裂ずるおそれびあり 
まず。必ず規定の空気圧をずってください。 
•タイヤに空気を入れずぎないでください。空気 
を入れずざたタイヤは、路上の破片や凹みなど 
により損傷を受けたりパンクしやずくなりま 
ず。必ず規定の空気圧を守ってください。 

参どんな場合でも、タイヤの速度許容範囲を超え 
るよラな連度を出さないでください。許容範固 
を超えた速度で走ると、タイヤびパンクして事 

故につながるおそれがあ D まず。 

^ - - - / 


迁意！ _ 

♦タイヤの空気圧を点横するときは、スペアタイ 
ヤの空気圧ち点検してください。 

♦タイヤに空気を入れてをすぐに空気圧び低下す 
るよラなとをは、タイヤのパンク、ホイールの 
損傷、タイヤバルブからの空気漏れなどを点検 
して < ださい。 


♦ジヤツキ、工具などを使用した後は、必ず元の 
位置に収納してください。 




知識 

- 


◊タイヤび温まつているとき空気圧は、規定より 
約 0.3 kg / cm 2( まど高くなります。空気圧は夕 
イヤがをえているとさに調整してください。規 
定の空気圧は r 燃料給油フラップの裏側」また 
は整備手帳の別紙「点検整備項目」に記載され 
ています。 
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才一八ーヒ ー■ 卜したとさ 

才ーバーヒートしたとをは、 UTF のよラな症状びあ 

らわれまず： 

◊ボンネットから蒸気び出ている。 

◊マルチフアンクシヨンデイスプレイに"レイキサクス 
イ I ングンヲテイシテクタ''サイ"と故障/警告メッセージ 
び表示されたとさ。 

广 A 警^_ 

参エンジンルームから蒸気が出ているとさやを却 
7j< が吹き出しているときはただちにエンジンを 
停止し、をえるまで車から離れてください。エ 
ンジンルームの中に漏れた液体が黄火して义災 
び発生ずるおそれびありまず。 

♦か温び下びるまで、絶巧にボンネットやリザー 
ブタンクのキャップを開かないでください。高 
温の蒸気や熱湯が吹を出して义傷をずるおそれ 
があ0まず。 


法意！ _ 

♦才一 J くーヒートした状態で走わしたり、冷'却水び 
吹を出している状態でエンジンをかけたままに 
すると、エンジンを損傷するおそれびありまず。 
♦オーバーヒートしたとさは必ず指定ヴービスエ 
場で点検を寅けてください。 


才ーバーヒートしたとをは、じ TF のように処置して 
ぐださい： 

1ただちに安全な場所に車を停車します。 

2エンジンをアイド U ング状態でをがします。 
エンジンフアンび停止しているとき、冷却がび 
吹き出しているときは、エンジンを停止して冷 
却して < ださい。 

3エンジンび十分に冷えてから、冷却水量、水漏 
れ、エンジンフアンなどを点検します。 

4冷が水び不足していたら浦給します(241ペー 
ジ)。 


霊どっィブ 

のために 


巧を装楠 


運おずる 
まそに 





万一のとを 


巧靈溝も 

故瀑瀑を.'' 
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バッテ u — 


バッテリー 


バッテリーはリアシート中央部のフ□ア下にあり 
よ•苗 0 

※マルチフアンクシヨンディスプレイに警告メッ 
セージび表示されたときは、故障/警告メッセー 
ジ (99 ぺージ)をご覧ください。 


A 警告 _ 

參バッテ U _ の液量が" min " マークむ下のが態で 
使用しないでください。バッテリー液がみ、ない 
とバッテリーのを化が促進され、寿命び縮まつ 
たり、爆発ずる原因となりまず。ただちにバッ 
テリー液を捕巧してください。 

♦ルッテリーを接続ずるときは、ミ夫してバッテリー 
をのぞを込まないでください。爆発してけがを 
ずるおそれびありまず。 

参絶対に®と©を間違えて接続したり、@と©の 
端テを接触させないで<ださい。爆猪してけが 
をずるおそれがお0まず。 

参たばこなどの义気を近づけないでください。バッ 
テリーか5は可燃性のガスびお生しているた 
め、爆発してけがをずるおそれがありまず。 

参バッテリー液に触れないでくだをし、。バッテリー 
液は希硫酸で、がに付くとその部分が侵されま 
ず。万一、目に入つたとをは、ずぐにを量の水で 
已分 UUi 洗眼し、医師の診断を受けてくださし、 


汪 居、！ __ 

♦バッテ U — の接続を外ずときは、©側のバッテ 
リーケーブルを先にがしてください。また、バッ 
テ I 」一を接続するとをはを)を先に接続します。 

♦バッテ U — ケーブルをがすとをは、エンジンス 
イッチを 0 の位置にし、すべての電気装備のス 
イッチびオフになっていることを確認してくだ 
さし、。 

♦充電機で充電するときは、バッテ U —か6バッ 
テリーケーブルをがしてください。 

♦エンジン回転中は、絶対にバッテ U — ケーブルを 
ゆるめた0がさないでください。オルタネーター 
やイ也の電気装備を損傷するおそれびあ0まず。 

♦バッ了 U —ケーブルは、ゆるまなし''よラ確実に 
締め付けて < ださし、。 

♦バッテ U —からパ'ッテ I 」ーケーブルをがすと、 
ラジオなどのメモ I 」一び消去されます。各装置 
の取り扱いに従いリセットしてくださし、不明 
な点は指定サービスエ場におたずねください。 

♦車を長期間にねたって使巧しないときや、主に 
短距離の走巧に使用するとさは、バッテリーの 

点検を通常よりも多く行なってください。 

^ - * _ > 


9 環境保護のため、使用済みのバッテ IJ 一を廃棄 
ずるときは、新しいバッテリーをお買いホめに 
なつた販売店で処分をお願いしてくださし、 
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バッテリ— 


バッテリーが上がったとを 

む下のよラなとさはバッテリーび上びっています。 
◊スターターびまわらない。まわっても回転び弱 
く、エンジンが始動しない。 

◊ランプびいつもより暗い。 

バッテ1」…の電圧びほ下し、エンジンの始動び困 
難なとをは、ブースターケーブルを使い他車のバッ 
テ1」一を電源として始動することびでさまず。容 
量の大をい太めのブースターケーブルを使用して 
<ださい。 

" A 警告 

参作業を始める前に必ずむ下の指示を読んでくだ 
さい。指示に従わないと、電装部品を損傷した 
0、バッテリーが爆凳してけがをずるおそれが 
ありまず。 


始動の方法： 

1電圧び 12 V で、バッテ U —の容量び同程度の正 
常な車を準備しまず。 

を 両方の車のエンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

3バッテリーび上びった車の電気装備をすべて停 
止します。 

4バッテ U —び上びった車のエンジンルームにあ 
る®ター S ナルのカバーを開いてケーブルを接 
続し、正常な車のバッテ U —の®ター S ナルと 
接続しまず。 

已正常な車のエンジンを始動し、アイドリング回 
區にしまず。 

6正常な車のバッテリーの©ターミナルにケーブ 
J レを接続し、バッテ U —び上びった車の©ターミ 
ナルと接続します。 







パッテリー 


7バッテリーび上びった車のエンジンを始動し 
ます。 


ま意！ 

♦電気回路を守るため、エンジンを始動したら、 
ヒーターや U アデフォガーなどの電気装備を作 
動させてください。ただし、ライトは点灯させ 
_ないでください。_ , 


知識 _ 

◊放電したバッテ U — 液は、約一] 0でで凍結し 
ます。凍結しているときはブースターケーブル 
による始動をする前に、お湯などで温めて(火 
気は絶対に近づけないでください)、バッテリー 
液を溶かしてください。 


8接続したとさと逆の順序でケーブルをがしまず。 
9必要のない電気装備を停止します。 


を意！ 

♦巧しがけによる始動はできません。 

♦エンジンび温まっているとをは、ブースターケー 
ブルによる始動を行なわないで< ださい。また、 
何度を繰り返し始動しないで<ださい。王元触 
媒コンバーターを損傷するおそれびあります。 

♦急速充電機などを使用してエンジンを始動しな 
いでください。電気系統を損傷するおそれびあ 
ります。 

♦ブースターケーブルび冷まロフアンやベルトにき 
さ込まれないよラにを意してください。 
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ズが切れたとを 




ヒューズボックスの位置： 

ヒューズボックスは3箇所にあ D ます。 


ヒューズボックス 1 は、センターコンソールち側 
後部にあります。助手席シートを最前部まで動か 
し、ボルトをゆるゆ、カバーを取りがします。 



♦ヒューズボックス1のヒューズの交換は指定ヴ' 
ビスエ場で行なつてくださし、。 


ヒユーブボックス2は、ライトスイツチの横にあ 
ります。 

カバーを矢印の方向に取りかします。 
















ヒューズが切れたとさ 



ヒューズボックス3は、グローブボックス下部の 
カパー巧にあります。 


迂，面！ 

♦ヒューズボックス3のヒューズの交換は指定サー 
ビスエ場で行な つてください。 





ヒ ューズ ボックスを開くとを： 

1ボルト1をゆるめ、カバー1を取りがしまず。 
2ボルト呂をゆるめ、カバー2を取りがします。 
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ヒュ ーズが切れたとを 



3ヒューズボックスは、交換作業を容易にするた 
め引を出ずことがでさます。引さ出すとさはボ 
ルト3をがしまず。 


ヒューズの 交換： 

1エンジンスイッチを0の位置にします。 

2ヒューズプラーで、該当するヒューズを取 D 外 
します。 

3ヒューズが切れていたら同じ容量のヒューズと 
交換します。 


汪意！ _ 

♦規定より大きい容量のヒューズを使用したり、 
ヒューズの改造、針金などによる代用をしない 
でください。火災び発生するおそれびあります。 
♦ヒュースを交換してもまたすぐに切れたり、装 
置び作動しないとをは、指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

♦ヒューズボックスの中には湿気び入らないよラ 
にしてくださし、。 

♦ヒュ ーブび切れていないのに、ランプ類び点打 
しなかったり、電気系の装備が作動しないとさ 
は、電球切れや故障び考えられます。速やかに 

指定サービスエ場で点検を受けてください。 

^ _ J 


受をド i っイブ 
のために 


巧全装な 


運巧ずる 
まをに 
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電球び切れたとき 


電球の交換 


電球を交換するときは、規格に合った同容量の電 
球と交換してください。 


法意！ _ 

♦八□ゲンランプび熱くなっているときは、電球 
に細れたり、電球を取りがさないでくださレ。 
八□ゲンランプには圧力のかかったガスが封入 
ごれているので、破裂するおそれびありまず。 
♦八ロゲンランプ (ヘッド ランプ、フォグランプ) 
を交換するときは、手袋などを着用し、直接手 
で電球に触れないよラにしてください。八□ゲ 
ンランプは使用時に高温になるので、電球の表 
面に油などび付着すると電球び切れやすくなり 
まず。軸れたときは、薄めた中性洗剤を含ませた 
柔らかい巧でよくおき取ってくださし、。 


マルチフアンクシヨンディスプレイの電球切れ蓄告 
表示= 

ミキ''フォグラン : r 
プノ 7。 う テンケン':クタ''サイ！ 



電球び切れたとさは、マルチファンクションディ 
スプレイに故障/警告メッセージ (93 ページ)び表 
示されます。速やかに電球を交換してください。 
方向指示灯 (サイ ドを除 <) の電球切れのとさは、 マ 
ルチファンクションディスプレイの故障/警告メッ 
セージ (93 ページ)に加えて、ち向指示表示な (8 己 
ぺージ)の点滅と音の間隔が短くなります。 


※電球（ランプ)一覧表は262ページをご覧くだ 
さし、。 
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車との上手なつをあいかた 
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寒冷時の取扱い 


寒を時には、通常とは違った取り扱いび必要です。 
車を快適に使っていただくために、必ずじ[下の注 
意事項を守ってください。 


寒くなる前には 


◊冷却水の濃度を50〜已已96にしてください。 
◊ウォッシャー液は必ず純正のを用ウォッシャー 
液を使用してくださし、。 

◊燃料タンクの水なさをしてください。燃料タン 
クに水分びたまると、凍結して故障の原因にな 
ることびありまず。 

◊バッテ U —の点検を指定サービスエ場で受けて 
ください。 


運転ずる前には 


◊車に積をった雪や氷結を取り除いてください。 

ドアび凍結しているときは、お湯をかけてかを 
溶かしてから開きます。かけた湯は凍結を防止 
するため十分におさ取ってください。 

◊お湯をかけるときは、キーシリンダーにかけな 
いでください。凍結ずるとキ…び差し込ゆなく 
なるおそれびあります。 

◊足回りなどに氷塊び付着しているときは、部品 
を損傷させないよラに十分注意して取り除いて 
ください。 


◊雪や氷を取り除いてからワイノ 一を動かしてく 
ださい。無理に動かずと、モーターやワイパー 
プレードを損傷するおそれがあります。 

◊雪び付着した劑:でペダルを操作しないでくださ 
し、。足元び滑ったり、ウインドウび曇りやすく 
なります。 


駐車ずるとをは 


◊驗車ブレーキを使用しないでください。ブレーキ 
び凍結ずるおそれびありまず。セレクターレバー 
を EI に入れ、輪止めをします。 

◊エンジンの冷え過ぎを防ぐために、車の前部を 
風下や曰の当たる方向に向けて駐車してくださ 
し、。エンジンび冷えすざると始動が困難になる 
ことびあります。 

◊軒下や樹木の下に駐車しないでください。落雪 
で車を損傷するおそれびあります。 

◊エンジンを毛布でおおったり、フ□ントグリル 
の巧側に段ボールや新聞紙を挟まないでくださ 
し、。そのまま走行ずると、故障や火災び発生す 
るおそれびおります。 
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寒冷時の取扱い 


雪道を走巧ずるとさは 


気温4た於下で、雪道や凍結路を走行するとさは、 
スノータイヤの装着をお勧めします。 

ま全な走行、操縦性を維持するため、必ずな下の 
を意事項を守ってくださし、。 

◊スノータイヤは4輪に装着してください。 

◊4 輪とちに構造やトレッドび同じスノータイヤ 
を装着してくださし、。 

◊雪道や凍結路は非常に滑りやすく、タイヤの性 
能や駆動力び善しく低下するため、ステアリン 
グとプレーキ操作び困難になります。速度を落 
とし、車間距離を十分に取って<ださし、 

◊急加速、急八ンドル、急ブレーキは避けてくだ 
さい。 

◊ブレーキに付着した雪や水滴び凍結し、ブレーキ 
の効さび悪<なることびあります。前後の車に 
十分注意して、とをどをブレーキペダルを踏ん 
で効さ具合を摧認して<ださい。効さび悪いと 
さは、効さび回復ずるまでブレーキペダルを数 
回軽く踏みなび S 低速で走行して < ださい。 


迂意！ 

♦回転ち向が指定されているスノータイヤは、夕 
イヤの側面に記された、回乾方向の矢印にした 
びって装着して < ださい。 

♦スノータイヤを装着しているとき、標準のスぺ 
アタイヤを使用すると、操縦性び変わりますの 
で、を意して運転してください。 

♦取り外したタイヤ/ホイールは乾燥した冷暗巧 
で保管し、タイヤびオイルやグリス、ガソリン 
などに触れないよラにしてくださし、。 


♦スノータイヤのトレッド溝の深さび 4 mm 政下 
になったときは、必ず新品と交換してくださし、。 


、 


ノ 


雪道で車が動けなくなつたとをは 

) 


排気管と車の周りから雪を取り除いてくださし、。 
車び雪に垣ちれた状態でエンジンび回転している 
と、一酸化炭素び車内に入り込んで、意識不日月に 
なったり、中毒死ずるおそれがあ0まず。 


巧全ドライブ 
のために 


巧全装楠 


運巧ずる 
まをに 


囊ずる' 

窒 IV 


■ 



ぶ辭馨 ' 
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寒を時の取扱い 


スノータイヤを装着してを走行び困難なときは、 
スノーチェーンを装着してください。 


スノーチェーンを装着したとをは 


ま全な走行をするために、必ずしソ下のミ主意事項を 

守ってください。 

◊スノーチェーンはダイムラー-クライスラー社の 
指定品を使用してください。取り扱いはスノー 
チェーンの説明書に従い、不明な点は指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

◊スノーチェーンは4輪すべてに装着することをお 
勧めします。 

◊スノーチェーンを2本だけ使巧するとさは、必ず 
後輪に装着してください。 

◊スノーチェーン装着時は約 30 km / h が下の速度 
で走斤してください。 

◊路面に雪やま結びなくなったときは、速やかに 
スノーチェーンを外してください。 


冬期の手入れ 


凍結防止剤を散布した道路を走行したとさは、早 
めに下回りの洗車をしてください。凍結防止剤び 
付着したまま放置すると、腐食の原因になります。 
凍結防止用の塩類びまかれる地方では1年に一度ボ 
デイ下回りの防績処理をすることをお勧めします。 
詳し < は指定サービスエ場におたずねください。 
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こんなとさは 



◊晴れの曰に比べると路面び滑りやすく、タイヤの 
性能や駆動力び位下しまず。速度を落とし、車 
間距離を十分に取ってください。 

◊雨の降り始めの路面は特に滑りやすいため、慎 
重に運転して < ださい。 

◊急激なエンジンブレーキは避けてください。ス 
リツプして車のコント□—ルを失うおそれびあ 
ります。 

◊クルーズコント□-ルは使用しないでください。 
車のコント□ールを失ラおそれびあります。 

◊激しい雨の中を、長時間ブレーキを使用しないで 
走行した後にブレーキペダルを踏むと、ブレー 
キの効をび遅れたり、いつわより強く踏まなけ 
ればならないことびあります。このよラなとを 
は、いつわよ0長めに車間距離を取り、効きび 
回復するまで、ブレーキペダルを繰り返し軽く 
踏んで < ださい。 

◊フ□ントウインドウの曇りを取るとさは、エア 
コンデ ィシヨナーの デフ□スタースイツ チ^を 
押してください （191 ページ)。 

◊リアウインドウの曇りを取るときは、 U アデフォ 
ガースイツチ HI を使用して < ださい （1 目]ペー 
ジ)。 



◊夏になる前にエアコンディショナーの冷媒び不 
足していないか点検してください。 

◊室内温度び高いときは、ウインドウを開けて熱 
気を逃びしてからエアコンディショナーを使用 
して < ださい。 

◊炎天下に駐車ずるときは、ボディに覆いをかけ 
たり、ステア U ングやシートにタオルなどをか 
けて、室内温度の上昇を抑えてください。 

◊オーバーヒートを防ぐため、冷却水量の確認を 
こまめに行なって < ださい (240 ページ)。 
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点検整備 


点検整備 


車の性能を十分に発揮させ、安全快適に運転して 
いただくためには、指定サービスエ場で点検整備 
を受ける必要びあります。指定サービスエ場では 
UTF のよラな点検を行ないます。 

◊ダイムラー.クライスラー社の指示にそった点 
検舊備項目びあります。これらはメンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施します。 

メンテナンスインジケーター 

メーカー指定点検藝備の時期を知5せる目まとし 
て、マルチフアンクシヨンディスプレイにメンテナ 
ンスインジケーター （1 08ページ)び表示されます。 
◊1 年、2年点検整備は、車検時を含め法律で定め 
られ実施するちのです。 

なの点検時期を示すステッカーがフ□ントウイ 
ンドウに貼付してあります。お確かめください。 
詳しくは指定ヴービスエ場におたずねくださし、。 

費備手帳 

◊車には整備手帳び備えてあります。実施された 
作業を整備手帳で確認してくだごい。 


曰常点検を忘れずに 

◊お客様の判觸で曰常的に行なっていただ < 点検 
です。日常点検は法律で義務づけられていまず。 
点検頂目については別冊の整備手帳をご覧< だ 
さし、。 

◊普段と違う音や臭いびするとき、車を停めてい 
た場所に水やオイルの跡び残っているときなど 
は、指定サービスエ場で早めに点検を愛けてく 
ださい。 

市街地および哥酷な条件下での運輯 

◊発進や停止び多い市街地、山間部や路面状態の 
い道路、トレーラーけん引など、さびしい条件 
下で運転するとさは、タイヤ、エアクリーナー、 
オイル、フィルター類の点検整備や交換を、お 
客様の半 I 」酣で巧なラことを必要です。 

詳しくは指定サービスエ場におたずね < ださい。 
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エンジン ■! レー ム 


エンジンルームの点検 


エンジンルームの点検をするとをは政下の事項を 
厳守して < ださい。 

么警告 

参イグニッシヨンシステムに手を触れないでくだ 
さい。高電圧を発生させるので感電ずるおそれ 
びお D まず。 


迂意！ 

♦エンジンび回転しているときは、回転部に觸れ 
ないよラに十分を意してください。 

♦エンジン停止後も、水温の高いときはフアンび 
回転をつづけることびあります。 

♦エンジンの熱や動きに十分注意してください。 

义傷やけびをずるおそれびあ0ます。 
♦ラジエーターに手を触れないでください。火傷 
やけびをするおそれびありまず。 

♦作業はま全な場所を選んで行なって < ださい。 
♦適切な工具を使用してください。 

♦エンジンルーム巧に部品や工具を置かないでく 
ださし、。 

♦エンジンルームの手入れについては252ぺ一 
ジをご覧ください。 


9 環境保護のため、油脂類を廃棄するとさは、指定 
サービスエ場に相談して<ださい。 


巧をドライプ 
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ち却水 


冷却水の点検と補給 



冷却水は I 」ヴーブタンクで点検と補給を行ない 
ます。 


点検ずるとさ： 

点検は水平な場巧で巧ないます。 

冷却水び冷えている状態で、 U ヴーブタンクのネッ 
ク（矢印）まであれば適量です。水温び高いとさは 
] 已 mm ほど高くなりまず。 


么鬻告 

•水温が高いときは、絶巧にリザーブタンク①キ 
ヤップを開かないでください。高ミ息の蒸気や熱 
湯が吹さ出して、义傷をずるおそれがありまず。 
•不凍液をエンジンルームにこぼさないよラにし 
てください。不凍液が鄉くなったエンジンに付着 
すると、猪义して义傷をずるおそれがあ0ます。 


、 

ソ 

ミち意！ 

\ 


♦マルチフアンクションディスプレイに冷却水温 

警告び表示されたときは、オーバーヒートして 

エンジンを損傷するおそれびあります。ただち 

に指定サービスエ場で点検を受けてください。 

♦冷却水の減りかたび著しいとさは、指定ヴービ 

スエ場でただちに点検を受けてください。 

' - } 


※冷却水レベル警告び表をされたときは、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに故障/警告メッ 
セージ (92 ページ)をご覧ください。 
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を却水 


補給 

冷却氷び不足している場合は、冷却水び冷えてい 
るときにリヴーブタンクに補給します。 

1 U ヴーブタンクのキヤツプをゆつくり反時計回 
りにまわします。約]/2回転までまわして圧力 
を巧いてからかします。 

2レベルにミ主意して冷却水を補給します。 

通常は軟水(水道が)に純正の不凍液を混ぜて使 
用します。 

車を使用する地域(最低気温)によって濃度を変 
えます。 


不凍液の濃度： 


凍結温度 

不凍液混合率 

-37で 

約50% 

-4 己で 

約巳己％ 


法意！ 

♦冷却水には必ず不凍液を混ぜて<ださい。不凍 
液には防請の効果をありまず。 

,•濃度を己0%(凍結温度一37で）か55己％(凍 
結温度一4己で)の間にしてください。 

•を却性能び低下ずるので濃度を己已％政上に 
しないで < ださい。 

♦指定しソかの不凍液や不適当な水を使用しないで 
<ださい。鏡や腐食などの原因になりまず。 
♦不凍液は塗装面を損傷させます。ボディに付着 
したときは、速やかに水で洗い流してください。 


を却水の交換時期 

冷却水は経時的に効果び莫化しますので整備手帳 
に従って定期的な交換び必要です。 

詳しくは指定サービスエ場におたずね<ださい。 


巧全どフィプ 
のために 


巧全装備 


巧粒する 
ま文に 


巧板！''';靈凉辕 


P 


siiii ?と？：？な 




エンジンオイル 



白己0 0 L 


オイルレベルゲージで点検ずる方法 

1車を水平な場所に停めまず。 

2エンジンを回転させ、エンジンオイルを温めます。 
3エンジンを停止して、己分ほど待ちます。 

4オイルレベルゲージを巧き取り、付着している才 
イルを巧き取つてから、再び差し込みます。 


己再度オイルレベルゲージを抜き取り、付着した 
エンジンオイルのレベルと巧れ具合を点検しま 
す。付着したオイルのレベルびオイルレベルゲー 
ジの上限 ( max ) と下限 ( min ) の間にあれば正常 
です。 


上限峰 
下眼 



レベルゲージ 


6エンジンオイルレベルび下限な下のとさは、フィ 
ラ—キャップを開いて、指定のエンジンオイル 
を補給します。 



※マルチフアンクシヨンディスプレイにエンジンオ 
イルレべル警告び表示されたときは、故障/警告 
メッセージ(日己ページ)をご覧ください。 













エンジンオイル 


知識 _ 

◊慣らし運乾中のエンジンオイル消費量は多少を 
くなることびあります。また、頻繁にエンジン回 
輯数を上げて走行すると、エンジンオイル消費 
量は增加します。 


注思！ 

♦必ず指定のエンジンオイルを使用してくださ 
し、。指定於がのエンジンオイルを使用して故障 
び発生した場合は、保証び適用されないことび 
赵〇ます。 

♦種類の異なるエンジンオイルを湿ぜないでくだ 
さし、エンジンオイルの特性び発揮されません。 

♦エンジンオイルびこぼれたときは壳全に拭き取っ 
て < ださい。 

♦エンジンオイル量はオイルレベルゲージの上限 
を超えないようにしてくださし、。オイ J レ量び多す 
ざると不具合の原因になることびあります。 



使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してください。詳し 
くは指定サービスエ場におたずねください。 
グレードと粘度は、下図を参考にして、使用ずる 
場所の外気温度に合わせて選んでください。 


エンジンオイル交換の時期 

エンジンオイルおよびフィルターは定期的に交換 
することをお勧めします。交換時期はメンテナン 
スインジケーターを目安として<ださい。ただし、 
交換時期は使用状況によって異なりますので、詳 
しくは指定サービスエ場におたずね< ださい。 



み 

0 W 40 
5 W -40 
州巧0 










巧をドライプ 
のために 


巧全装偏 


運巧ずる 
ま是に 


i する 
とをこ 





に 43] 








ブレーキ液 


ブレーキ液の点検と補給 



A 警^_ 

•必ず指定のブレーキ液を使用してください。指 
定むがのブレーキ液を使用したり、他の銘柄を 
混用ずると、ブレーキの効を具合やブレーキシ 
ステムに悪影響を与え、ま全なブレーキ操作が 
でさな<なるおそれがお0まず。 

•ブレーキ液を補給するときは、上限 （MAX) を 
超えないよラに補給してください。あふれたブ 
レーキ液が熱くなつたエンジンに付着ずると、 
発义して乂傷をずるおそれびありまず。 


ブレーキ液 U ヴーブタンクのレベルマークで点検 
します。ブレーキ液のレベルび下限 ( MIN ) と上限 
( MAX ) の間にあれば正常です。 

補給するときは、指定のブレーキ液を使用してく 
ださい。 


※マルチフアンクシヨンディスブレイにブレーキオ 
イル警告が表示されたとさは、故障/警告メッ 
セージ (89 ぺージ)をご覽ください。 
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ブレーキお 


注意！ _ 

♦ブレーキ液の減りかたび著しいときは、指定サー 
ビスエ場で速やかに点検を受けて < ださい。 

♦ブレーキ液の補給や交換は、指定ヴービスエ場 
で行なってください。 

♦補給のときは、ゴミや水びリヴーブタンクの中 
に入らないようにしてください。たとえかさな 
ゴ S でを、ブレーキび効かな<なるおそれびあ 
りまず。 

♦補給はエンジンげ冷えてから巧なってくださ 
し、。排気系などにブレーキ液び付着すると、火 
災び発生するおそれびあ0ます。 

♦ MAX を超えて補給ずると、走行中に漏れて塗装 
面を損傷ずるおそれびありまず。ボディに付着 
したときは、速やかに水で洗い流してくださし、。 


ブレーキ液の交換 

定期的な交換をお勧めします。詳しくは指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


迂意！ _ _ 

♦ブレーキ液は使用している間に大気中の湿気を 
吸収して劣化します。そのままで長期間使用す 
ると、苛酷な条件下ではベーパー□ックが発生 
_するおそれびあります。_ 


知識 _ 

◊ぺーパー □ックとは： 

長い下り坂や急な下り坂などでブレーキペダル 
を踏みつづけると、ブレーキ液び沸騰してプレー 
キパイプ巧に気泡び発生し、ブレーキペダルを 
踏んでお圧力び伝わらず、ブレーキび効かなく 
なる現象のことでず。 


巧をドライブ 
のために 


巧を装楠 


巧おする 
まをに 




ミの上轰巧'醉ぶ熟，， 

つ塞いかた"’空ぶ.:一 
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ウオッシヤー液 


ウオツシヤー液の補巧 



ウォッシャー巧リヴーブタンクはエンジンルーム 
内にあり、ヘッドランプウォッシャーと共用でず。 
補充は U ヴーブタンクのキャップを開いて行ない 
ます。 

A 警告 、 

•ウォッシャー液はエンジンび熱くなつていると 
をに補充しないでください。ウォッシャー液が 
熱くなつたエンジンにた r 着ずると、発乂して义 
傷をずるおそれがあります。 


ウォッシャー液 

純正の専用ウオッシャー液を水に混ぜて使用しま 
ず (2 已9ページ)。 


な意！ 

♦ウォッシャー液は、 U プーブタンクに補充ずる前 
に別の容器で適正な混合比に混ぜてください。 

♦粗悪なウォッシャー液や石けん水などを使用す 
ると、塗装面を損傷するおそれびありまず。 

♦タンクび空のとをウォッシャーを作動さはる 
と、モーターを損傷するおそれびあります。 

V_/ 

广知識 ' 

◊ウォッシャー液には夏用 （ S ) とを用 ( W ) の2種 
類びあります。夏用には油膜の付着を巧ぐ効果 
びあり、を用には凍結温度を下げる効まびあり 
ます。 


※マルチフアンクシヨンディスプレイにウォツシヤー 
液警告び表おされたときは、故障/警告メッセー 
ジ （1 01ページ)をご覧ください。 
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ホイールとタイヤ 



ホイールとタイヤは必ず純正品および承認されて 
いる製品を使用してください。詳しくは指定サー 
ビスエ場に おたずねください。 


タイヤの点検 

1タイヤ接地部のたわみ状態(別冊「整備手帳」） 
を見て、空気圧び適当であるか点検します。 

2タイヤに大さな傷びないか、くざや石などびさ 
さったり、かみ込んでいないかを点検しまず。 

3タイヤび偏摩耗を起こしたり極端にずり減って 
いないか点検しまず。ス U ップヴイン（別冊 
「整備手帳」参照)び出ているとをは、新しい夕 
イヤに交換します。 
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A 籌告_ 

参タイヤの摩耗には十分にま意し、スリップサイ 
ン(別冊 r 藝備手帳」 ） が現われた5速やかに交 
換してください。タイヤの溝が 3mmlU 下にな 
ると著しく滑りやずくなり、事故につなぴるお 
それがありまず。 

参ホイールを交換したときは、ホイールに適合し 
た純正品のポルトだけを使用してください。純 
正品ながのボルトを使用ずると、ホイールび脱 
落して事故につながるおそれびありまず。 

参構造の異なるタイヤ(例えばラジアル、バイアス、 
ベルテッドバイアスなど）を組み合わせて装着 
しないでください。操縦性に悪影響をおよぼし、 
車のコント□ールを失うおそれびありまず。 

•泻生タイヤを装遺した場合、安全巧の保証はで 
をません。 




巧をドライブ 
のために 


巧全雲 


y る |麵纖 



J- 漂蓉I贵 


巧との上轰 
0雲いかた 






ホイ ー ~ルとタイヤ 


ま意！ 

♦タイヤのトレッドびひどくずり減ったり、傷び 
付いているとをは交換してください。 

♦ホイールやタイヤの選択を誤ると、車全体のバ 
ランスに影響し、安全走行に支障をきたすこと 
びあ0ます。 

♦純正品または承認されている製品ながの製品を 
装着すると、道路運送車両法違反になることが 
あります。 

♦] 本だけ新品タイヤを装着ずるときは、前輪に 
装着して<ださい。装着ずるタイヤは他のタイ 
ヤと同じ銘柄、同じ構造のをのにしてください。 

♦タイヤの空気圧を点検ずるとさは、スペアタイ 
ヤの空気圧ち点検してください。 

♦めかるみを走行した後などで、ホイールびひど 
く巧れたとさは、ホイールの巧側をジェット水 
流などで洗い流してください。 


知識 

◊新品タイヤを装着したときは、走行距離び約 
100 km を超えるまでは速度を控えて運転する 
ことをお勧めします。 

◊曰頃からタイヤの空気圧を点検してくださし、。 
特に重い荷物を積んで高速走行するとをなどは 
必ず行なってくださし、。 

◊タイヤび温まつているとさの空気圧は; 令えてい 
るとさよりを、約0.3 k 良/ cm 2 ほど高くなりま 
す。空気圧はタイヤび冷えているとさに調整し 
てくだごい。規定の空気圧は260ページまた 
は整備手帳の別紙「点検整備項目」に記載され 
ています。 


9 定期的にタイヤの空気圧を点検してください。 
タイヤの空気圧び低いと、燃料を余計に消'費 
します。 
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ホイールとタイヤ 


タイヤ□ーテーシヨン 



タイヤの摩耗度は走行距離や使用状況によって異な 
ります。定期的に点検し摩耗の化候びはっきりし 
てさたら、タイヤ□ーテーシヨン(前後タイヤの入 
れ督え)を行なってください。 

タイヤ□-テー シヨ ンは指定サービスエ場で行な 
ラことをお勃めします。 


江意！ _ 

♦タイヤ ローテー シヨンを巧なった後は、ホイー 
ルボルトの締め付けトルク] 3 kg - m(l 30 Nm ) 
を確認してください。 

♦必ず純正のホイールボルトを使用してください。 
\--- - - * 


知識 

◊タイヤ□—テーシヨンを行なラと、タイヤの摩 
耗び巧一化します。これによつて車の安全性び 
高まり、タイヤの寿命を延ばすことびでをまず。 
◊タイヤ□—テーシヨンを行なうときは、タイヤ 
の回転ち向を変えないよラに、前後の位置を入 
れ替えます。 


雲ドライブ 

のために 


巧全装梶 


pa H 



き至裏 

0養いびた 
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車の手入れ 


車は定期的に手入れをずることで、美しい状態に 
保つことびできまず。純正の手入れ用品を用意し 
ていまず。詳し<は指定サービスエ場におたずね 
ください。 


A 警告 

♦ケミカル用品を使用ずるとをは、がず使用説明 
に従つてください。また、車巧を清掃ずるとき 
はドアやウインドウを開いてください。中毒や 
义災び発生するおそれがあ0ます。 

参車の手入れにガソリンやシンナーを使用しない 
でください。中養や义災が発生ずるおそれがあ 
りまず。_ 


傷を付けてしまったり、誤った手入れなどで績び 
発生してしまったときは、指定サービスエ場でお 
修することをお勧めします。 


曰常の手入れ 


◊走行後は、付着したほこりを毛ばたきなどで払 
い落としてください。 

◊月に一度は洗車をしてください。 

◊嚴び石による塗装面の傷は鏡の原因となります。 
MB タッチアップペイントで早めに補修してくだ 
さい。 

◊保管や駐車は、風通しのよい車庫や屋根のある 
場所をおすすめしまず。 

◊ミ尼、虫巧れ、鳥のふん、樹液、オイル、燃料、 
グ I 」スなどび付着したときは、なるべく早くお 
を取ってください。特に鳥の&んには塗装面を 
傷める性質びあるため、でさるだけ早<洗い流 
して < ださい。 

◊凍結防止剤び散布してある道路を走行したとき 
は、なるべく早く下回りを洗車してくださし、。 

◊下回りを洗車するときは、おずホイール八ウス 
内側ち洗って < ださい。 
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車の手入れ 



ミ綿 

1水に M 巨オートシャンプーをだた洗浄液を用 
意し、車全体に巧さ付けます。空気取り入れ口 
には吹き付ける量を少なめにし、ダクト内に洗 
浄液び溜まるのを避けてください。 

2スポンジやセーム革を使用して大量の水で洗い 
流します。 

◊虫ミちれは、洗車の前に MB インセクトリム… 
ノて一で落としてください。 

◊タールの巧れは、 M 日タール U ムーノく一で落とし 
てください。タールの'汚れは乾くと落ちにくく 
なるので、早めに手入れをして<ださい。 

◊車がランプ類の巧れは、きれいなフ JC か、水に MB 
オートシヤンプーを混ぜた洗浄液で洗ってくだ 
さし、。へッドランプしツ外は樹脂製レンズび損傷 
しないよラ、他の洗剤を使用したり、強い力で 
乾拭きをしないでください。 


自動洗車機を使ラとき： 

〇ドアミラーを格納してください。 

◊ブラシの傷び付さ、塗装面の光おび失われた0、 
努化を早めることがありまず。 

高圧洗車機を使うとを： 

◊洗車ノズルをウインドウに近づけずぎないよラ 
にしてください。水圧び离いため、車内に水び 
入るおそれびあります。 


雲どフィブ 

のために 


巧全装巧 


巧拓ずる 
まをに 


去あすみ：.；常 
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車の手入れ 


塗装面 

◊塗装面の手入れは、直射日光の当たる場所や、 
走巧後ボンネットがエンジンの熱で熱くなって 
いるとさは行なわないでくださし、。 

◊塗装面の手入れにはむ下の純正の用品を使用し 
てください。手入れ方法は、それぞれの取扱説明 
書をご覧ください。 

MB ペイントプ□テクター 
通萬の手入れに使用しまず。塗装面を保護し、 
光ミ尺を維持しまず。 

MB ペイントポ I 」ッシュ 
車のミちれびひどいとさに使用します。 

M 日ペイントク U — ナー 

ちくなった塗装や、変色した塗装に使用しまず。 
M 巨タッチアップペイント (スティック タイプ)、 

M 巨タッチアップペイント（スプレータイプ）塗 
装面のルさな傷の応急修理に使用します。 

ホイール 

1めるま湯に MB オートシヤンプーを入れてホイー 
ルを洗います。 

2特に落ちにくいミちれには MB アル S ホイールク 
U — ナー&保護剤を使用してくださし、。 

クインドウ 

◊ M 己ガラスク I 」ーナーで磨をます。ちれびひどい 
ときは MB ウインドウク U — ナーを使用します。 


ワイ パー ブレード 

◊ワイパーブレードの巧れは、されいな巧にク U — 
ナーを付けて拭さ取じます。 

◊ワイパーブレードは、拭を残しび出るよラにな 
ったら、指定サービスエ場で交換してください。 

エンジンルーム内の手入れ 

◊手作業で拭いてください。火傷や感電をしない 
よラにミ主意してください。 

◊エンジンルームにはをくの電気系の装備びあり、 
水分や湿気を嫌いまず。水をかけたり、スチー 
ム洗浄をしないでください。 

パークト□ニックセンサーの手入れ 

◊ U アバンノ （一 の4個のセンサーを洗;きずるとき 
は、きれいな水:か、水に M 巨才ートシャンプーを 
混ぜた洗を液で洗ってください。純正が外の手 
入れ用品を使用した D 、 強い力で乾なきずると、 
センサーび故障するおそれびあります。 
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車の手入れ 



内装部品 

◊プラスチック、ゴムなどの部分は M 巨才ートシヤ 
ンプー、 M 巨プラスチックク U - ナーで拭きます。 
これらの部分には他の洗剤、オイル、ワックス 
などを使用しないでください。 

◊ステアリング、セレクター レバー、メー ターパ 
ネルなどの部分は、 MB 才ートシヤンプーまたは 
中性洗剤のめるめの溶液を毛羽立ちのかなし、布 
に付けて拭きます。これらの部分には絶巧にコ 
ンパウンドなどを使用しないでくださし、。 

◊液体芳香剤をこぼさないようにしてください。 
変色やひび割れの原因になることがあります。 

シートベルト 

◊めるま湯または石けん水で洗います。 

◊シートベルトには化学薬品を含む洗剤を使用し 
ないでください。また、ドライヤーなどの使用、 
直射日光による乾燥、漂白や染色をしないでく 
ださい。シートベルトの強度び低下し、事故の 
とさ、十分な効果を発揮することびでさなくな 
るおそれびあります。 
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布張り 

◊ブラシなどでほこりを落とします。 

◊ミちれびひどいときはドライシャンプーを使用し 
ます。しみ抜をは M 日スポットリムーバーを使用 
します。 

ベ□ア 

◊湿気や熱によって毛足び寝てしまラと、その部 
分び巧れたよラに見えまず。このよラな場合は 
湿らせたブラシで藝えるか、濡れた布を当てて 
アイ□ンをかけまず。ドライシャンプーち使用 

でキホす 

◊シートが湿気を帯びているときは、腰かけない 
で<ださい。急いで乾かしたいとをはドライヤー 
などを使用でをます。 

革 

◊ MB オートシャンプーを含ませた巧で拭いてか 
ら、乾いた布で拭き取ります。このとき、生地 
の通気孔からクッションの内部に水分びしみ込 
まないよラにミ主意してくださし、。 

◊ MB レヴーク U —ナーを使用ずると革び長持ち 
し、静電気の防止にも役立ちます。 

人工を革 

◊ M 己才ートシャンプー(がの製品を使用しないで' 
ください。また、オイルやワックス類も使用し 
ないでください。 



雲どフイブ 

のために 


巧を装摘 


: r . 喔 I 誦 



きの - H 手な 

0裏い菩 






NOTE 
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サービス デー タ 

純正部品、純正アクセサリー 吕已已 

ビークルプレート 吕已 7 

サービスデータ 呂58 

ヒューズー覧 . 261 

電球(ラン：7)—養 . 2白2 


巧全どフィブ 
のために 


苗全装涵 


運拓する 
まをに 


巧 f 
とき 



に5引 





純正部品、純正アクセサリー 


純正部品 


純正アクセサリー 


ダイムラー-クライスラー社では点検や修理に必要 
な部品を豊富に在庫しています。また、世界中ど 
の地域にを部品を供給でをるよラに体制を整えて 
し、ます。 

メルセデス-ベンツの部品は厳格な基準で品質管 
理されています。点検や修理のときは必ず純正部 
品を使用してください。 

純正部品は指定ヴービスエ場にを交して < ださい。 


^1\警告 _ 

•ブレーキなどの重要保を部品や走行装置などは 
純正部品を使用してください。事故やけがなど 
につながるおそれがありまず。_ 


知識 

◊純正於がの部品を使用して不具合び生じたとさ 
は、保証を適用できなレことびあります。 


アクセサ1」一はダイムラー-クライスラー社または 
ダイムラー-クライスラー日本株式会社び指定ず 
る製品を使用して < ださし、 


注意！ 

♦エアバッグ、シートベルトテンシヨナー、インス 
トルメントパネル、センターコンソール周辺の 
修理やオーディオの取 D 付け、車の板金塗装な 
どをすると、エアバッグやシートべ J レトテンシヨ 
ナーに悪影響をおよぼずおそれびあ D ます。 
詳しくは指をサービスエ場におたずねください。 
♦無線機など、電気部品を取り付けるとさは指定 
サービスエ場に相談してください。取り付けか 
たび適切でないと、車の電子部品に悪影響をお 
よぼすおそれびあります。また、配線を誤ると 
义災や故障の原因になりまず。 

♦ウインドウに吸盤を貼りつけないでください。 
吸盤びレンズの働さをして、义災び発生するお 
それびあります。 


9 ダイムラー•クライスラー社は、資源を有効利用 
するため、 U サイクル部品を積極的に導入して 
し、ます。 
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ビ — クルプレート 

_ビークルプレート ] D エンジン番号 

エンジンち側後部 
旦ビ…クルプレート 

運転席側のセンターピラーに表示されていまず。 
百ボディプレート 

ペイントのコードナンノ（一び表示されています。 
□ 車台番号 

ち側フロントホイールアーチ内のフレームに表 
示されています。 


純正部品をま夕するとさに車台番号あるいはエン 
ジン番号び必要になることびあ D まず。車台番号 
やエンジン番号を知るためのプレート類は図の箇 
所に取り付けられていまず。 



巧全どフィブ 
のために 


巧全装巧 


?拓ずる響な^^ 


iff — i 
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サー ビス データ 


ヴービステ‘一■夕 


必ずダイムラー-クライスラー社の純正品または 
指定品のみを使用して < ださい。 

詳しくは指定サービスエ場にお問い合わせくださし、 


江意！ 

♦才ートマチックトランスミッシヨンオイルの交換 
やお給はしないでください。トランスミッシヨ 
ンを損傷するおそれびあります。オイル漏れび 
あったり、何らかの異常を感じたとさ、または 
オイルレベルについては指定サービスエ場で点 
検を受けてくだごい。 



車種 

1 ' 

容 量 

油 目 旨類 

備考 

エンジンオイル 

主 車 ： 

約 8.0 6 

(含、オイルフィルター) 

承認オイル 

1 

1 

才ートマチック 
トランス S ツシヨンオイル 

G 320 ! 
G320L 

約8.日2 
(工場を入時） 


1 

G500L 

G55L 

AMG 

約 9.0 C 
(工場ま入時） 

承認オイル 


パワーステリングオイル 

全車 

1 

— 

M 臥のーステア U ングオイル 

- 

フ□ントアクスル 

全車 

1 

1 

承認 オイル 

八イポイドギアオイル 
SAE 90、 8已 W 90 

U アアクスル 

全車 

i 

承認オイル 

八イポイドギアオイル 
SAE90 、 85W90 

ブレーキ液 

全車 


M 巳ブレーキ液 

□OT4 

燃料 

を車 

約日6£ 

無鉛フレミアムガソリン 

警告巧点の時の残量 
約20£ 


油脂類の正確な量はレベルゲージで確認してください。 

記載の内容は本取扱説明書作成時のをのです。予告な<変更される場合びありまず。 
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サービス デー タ 



車種 

容量 

備考 

冷却水 

G 320 

G 320 L 

約11 .5 S . 

M 巨防鏡/不凍液 

水に不凍液を混ぜて使用し 
まず。濃度にを意してくだ 
さい。 

(241 ページ） 

G 500 L 

G 己己 L 

AMG 

約12'0£ 

ウォツシャー液 1 

全車 

約7.己 jg 

MB ウインドウウォッシャー液 
冬用 （ W ) 夏用 （ S ) 

水に MB ウインドウウォッシ 
ャー液を混ぜて使用します。 
濃度に注意して < ださい。 

バッテリー 

全車 

12 V / 000 Ah 

U アシート足元のフ n ア下 

エアコンデイシ ヨナー 

全き 

R 134 a 

R -12 を使用しないこと 



巧をドライブ 
のために 


巧を装お 


運なずる 
まえに 


一法拓ずぶ' 
とざ V ' 
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サー ビス データ 


車種 

タイヤ/スペアタイヤ 

ホイール 

オフセット 

G 320 
G 320 L 

265 / 70 R 1 6 

軽合金7.已 JX 16 

63 mm 

G 500 L 

2己巳 / 60 R 18 

' 軽合金 7.5 JX 18 

63 mm 

G 5 己 L AMG 

26百 / 60 R 18 

軽合金 8.5 J X 18 

48 mm 


※スノータイヤについては、指定ヴービスエ場にお問い合わせくださし、 



タイヤ空気圧に名乗車時 ： bar ( kg / cm 2 )] 

タイヤ空気圧[(己名乗車時 ： bar ( k 旨/ cm 2 )] 


前輪 

後輪 

前輪 

後輪 

標準タイヤ 

2.2 

2.2 

2.2 

3.0 

スペアタイヤ 


3 

.0 



※記載の巧容は本取扱説日月書作成時のをのです。予告なく変更される場合びありまず。 
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サー ビス データ 



ヒュー■スポックス1(センターコンソール）： 

1 :未使用 

2 :ホ使用 

3 7.5A :テレビ* 

4 20A :巧が斗ポンプ 

5 :ホ巧用 

6 :ホ巧用 

7 . 卞巧巧 

8 7.5A :盗難巧止システム 

9 20A :盜難防止システム、リモートコントロール、ルームランブ、 

ノくー テ ー3ラ ー 目ち日月 

自動防眩ミラー、レインセンサー、ステアリングルーフ 

10 20A :り了デつォボー 

11 :末使用 

127.5 A: トランスミッションセンサー 
13 5A :マルチコントロールバックレスト 
141己 A :リアウインドウウォッシャー 

15 10A :燃料給油フラップ□ック、タンクキャップリリース 

16 5A :未使用* 

17 2 0A :マルチコントロールバックレスト、トレーラーランプ* 

18 20A :トレーラーランプ* 

19 20 A ;トレーラーパワーサプライ* 

20 7.5A： リアドアセントラルロッキング 


未使用 

ABS 、 ヒーターブースター* 
モほ用 

リア シートヒーター 
エン ジン ファン、 スターター 
エンジンフアン、 燃料ポンプ 


ヒューズボックス2 (ライトスイッチ横）： 


23 5 A 

24 20A 

25 30A 

26 7.5A 

27 30A 

28 30A 

29 

30 40A 
31 20A 

32 30A 

33 30A 

34 7.5A 

35 20A 

36 

37 15A 

38 30A 

39 40A 

40 25A 
41 7.5A 

42 7.5A 


:リモートコントロール、ミラー調整、ドアミラーヒーター、 
フロントバワーウインドウ、リアバワーウインドウ、 
ステァリング調整 

:リモートコントロール、ミラー調整、ドアミラーヒーター、 
フロントバワーウインドウ 
:ルームランブ、リア読書な 
:ウインドウデフォガ ー* 

:シートヒーター 

:乗降用ランプ、イルミネーテッドステップカバー 
:運乾席シート調整、ステアリング調整 
:電源ソケット 
:未使用 

:エアコンディシヨナー、ブロワーモータ ー 
:スターター、ステァリングロック 
:リモートコント□—ル、リアパワーウインドウ 
:リモートコントロール、リアパワーウインドウ 

:末使用 
:ホイま用 
:ホ使用 

:デファレンシャルロック 
:助手席シート調整 
:トランスファーケース 

: ABS 

:エァコンディシヨナー、ブロワーモーター、 

ドァロックスイッチ、非常点;庭む、リァデフォボー 
:エアバッグ If 告灯、メーター/てネ J レ 


ABCDEFGH 








ヴービスデータ 


ヒューズボックス3 (グ □- ブボックス下部）： 電球（ランプ)一覧 


43 A 15A : ホーン 
43 B 15A : ホーン 

44 ■ホ使用 

45 7.5A; エアバッグコントロールユニット、エアバッグ寒告灯 

46 20A :つイバー 

47 15A :ライター、グローブボックスランプ 
48 1 5A :イグニッシヨンコイル、 

49 7.5A; エアバッグコントロールユニット、エアバッグ If 告灯 

50 5A :スイッチ照明 
51 7.5A: メ ーターバネル 
52 15A :スターター 

53 15A :エンジンエレクトロニクス 
54 15A :エンジンエレクトロニクス 

55 7.5A; トランスミッシヨンエレクトロニクス 

56 5A :デファレンシャルロック、バークトロニックシステム 

57 5A :スターター 

58 40A :モイを用 

59 50A : ABS 

60 : 未使用 

61 -ホイホ用 

62 5A :ダイアグノーシスソケット、へッドランプ OF 巧]き） 

63 :ヘッドランプ（下向き） 

64 1 0A :ラジオ 

65 40 A :セカンダリーェアインジェクシヨン 


* は日本仕様には禁備されていません。 

(A463 545 00 00 2000-08-17) 


電球(ランプ） 

ワット数願格） 

へツドランプ 

下向き 

60W(H4) 

上向さ 

60W(H4) 

フォグランプ 

已己 W(H3) 


フロント 

21 W 演色） 

方向指お灯 

サイド 

4W 辟色） 


1げ 

21 W (黄色） 

バックランプ 

21 W 

ブレーキ、テール(パーキング)ランプ^ 

21 W 

フ□ントパーキングランプ/車幅な: 

4W 

テール (パーキング)ランプ j 

己 W 

U アフォグランプ(ち側のみ） 

21 W 

ライセンスランプ 

已 W 


※この化様は取巧説明書作成時のもので、予告な <を更されるこ 
とがあります。 

ヒューズ配置表はヒューズボックス吕の中にあります。 
仕様/装備などの違いにより一部仕様が異なることが 
あります。 
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さくいん 


B 

アームレスト . 203 

インストルメントパネル . 5 

ウインドウウオッシャー . 143.259 

ウォッシャー液 . 24巨、2已9 

運転席エアバッグ . 40 

エアコンディショナー . 186 

エアバッグ . 40 

エアバッグオフ表示打 . 38 

エマー ジェンシ ーキー . 48 

エンジンび始動しないとさ . 1已〇 

エンジンの始動と停止 . 150 

エンジンオイル . 242、2已8 

エンジンオイルレベル警告表示 . 日日 

エンジンオイル量の点検方法 . 242 

エンジンオイルレベル画面 . 110 

エンジンスイッチ . 148 

エンジンルーム .10.239 

エントランスヘルプ機能 . 日已、132 

才ーディオ . (別冊) 

才ートマチックトランスミッション . 1已1 

オートマチックトランスミッションオイル . 258 

才ートマチックトランスミッション車の取扱い■■•■17 

才ーバーヒートしたとき . 22已 

オドメーター . 106 

オフロードでの運転 . 16曰 


囚 

が気温度表示 . 106 

懐中電巧 . 20日 

カップホルダー . 20己 

可変スピードリミッター . 181 

寒冷時の取扱い . 234 

キ. . 46 

救急箱 . 210 

クルー ズコント □ー ル . 178 

車の手入れ . 250 

グ□—プボックス . 202 

警告灯 . 8己 

けん引してもらラとき . 212 

けん引防止警報 . 69 

エ胃 . 210 

後退時の助手席ドア云ラー . 81 

お障したとき . 208 

子供を乗せるときは . 13 

ル物入れ . 203 


巧？フィプ 
のために 


i 堀： r 謙瞧 













































さ < いん 


. 吕47、260 

. 249 

. 218 

. 84 

. 194 

. 37 

. 56 

. 172 

. 16 

. 獲備手帳) 

.. 210 

. 152 

. 5白 

. 12 

. 1已 S 

. 238 

. 262 

. 232 

. 206 

. 51 

. 80 

. 81 

. 已2 


囚曰 

ヴ—ドシ—卜 . 31 タイヤ . 

サンバイヴー . 198 タイヤ□— テーシヨ ン . 

シート . 吕吕 タイヤ交換 . 

シー ト位置の記憶 . 26 タコメーター . 

シートの調整 . 24 ダストフィルター . 

シートヒーター . 27 チャイルドセーフティシート 

シートベルト . 32 チャイルドプルーフ□ック- 

シ ー トベルトテンシヨナー . 36 駐車ブレーキ . 

事故び起きたとき . 208 駐停車ずるときは . 

室内(イラスト目な） . 8 定期点検 . 

車かランフ消灯遅延機能 . 127、 1 37 停止表示板 . 

車載工具 . 乙] 0 ティッブシフト . 

車速感応ドア□ック . 已3、130 テールゲート . 

ジャッキ . 217 出かける前には . 

純正部品 . 2已6 デファレンシャル□ック --•- 

純正アクセヴリー . 256 点検舊備 . 

助手席エアバッグ . 40 電球(ランプ)^覧 . 

が温表示 . 107 電球の交換 . 

ステア U ング . 79 電源ソケット . 

ステアリング關整 . 79 ドア . 

スピードメーター . 85、106 ドアミラー . 

スペアタイヤ . 21己 ドアミラーの格納 . 

スペアタイヤカバー . 21已 ドア□ックスイッチ . 

スライディングルーフ . 70 盗難防止システム . 

セーフティスイッチ . 已7 読書む . 

セーフティネット . 61 時計 . 

セレクターレバー . 1已1 トランスファーケース . 

センターデファレンシャル□ック . 158 トリップコンピュータ- 

走行するとさは . 14 卜I」ップメーター . 


8 5 6 2 4 6 
690630 

• 1— _- Tf T— 1— 
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さくし Vu 


田 


慣らし運転 . 20 

荷物固定用リング . 白6 

荷物を積むときは . 65 

燃料 . 12、2已8 

燃料給油 □ . 77 

燃料計 .S5 

燃料残量馨告巧 . 8百 


ノ くーキング□ックの解除 .] 已4 

パークト□ニックシステム .] 7已 

灰皿 . 199 

バッテ U— . 226、259 

バッテ U— び上びつたとき . 227 

バニティミラー .19S 

パワーウインドウ . 57 

ビークルプレート . 2百7 

非常信号用具(懐中電巧) . 209 

非常点滅灯 . 209 

ヒユーズー覧 . 261 

ヒユーズが切れたとさ . 229 

フォグランプ . 136 

ブレーキ. . 172 

ブレーキ液 . 244、258 

ブレーキ警告灯 . 1フ2 

フ□ントアクスルデフアレンシャルロック . 1已8 

フ□ントシート . 24 


. 30 

. 136 

. 139 

. 7己 

. 139 

..24、2已 

. 36 

247、260 
. 吕 I 已 

. 140 

. 73 


分割巧倒式リアシート . 

へッドランブ . 

へツドランプウォツシャ— • • 

へッドランブガード . 

ヘッドランプ照射角度の調整 • 

へッドレスト . 

ベルトフ ォース US ツター‘‘ 

ホイール . 

ホイールナットキ. . 

方向指示丹 . 

ボンネット . 


マルチフアンクシヨンステア1」ング 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 

ミラー . 

メインキ. . 

メンテナンスインジケーター . 

メー ターパネル . 

万一のとき . 
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巧をモデル 


G320 
G320L 
G 50 0L 
G55 AMG 


※この取扱説明書の内容は、2001年3月現在の6のでず。 
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